
東京都公文書館
調査研究年報＜WEB 版＞

第　9　号
目　次

202３年（令和５年）3月
東京都公文書館

東
京
都
公
文
書
館

調
査
研
究
年
報
〈
W
E
B
版
〉

第
９
号

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年)  

３
月

【論考】

「大正前期東京府の史蹟等保存事業

― 武蔵国分寺跡史蹟指定の前提として」

西木　浩一・・・・・１

【シリーズ・東京都の文書管理規程】

④昭和40年代の文書管理規程

　　東京都公文書館の設置と東京都文書管理規程の制定

太田　亮吾・・・・・11

【活動報告】

令和４年度東京都公文書館企画展

「東京の鉄道と地域～鉄道開業150年記念」

馬場　宏恵・・・・・44

【活動報告】

他自治体と連携した企画展示の取組と効果

～国分寺市教育委員会共催企画展示
　「史料に見る国分寺のあゆみ～江戸時代の村々～」を通して

瀧澤　明日香・・・・・51



東京都公文書館調査研究年報（２０２３年　第９号）

1

はじめに
　大正 11 年（1922）10 月 12 日、武蔵国分寺跡は、「史蹟名勝天然紀念物保存法」の第一条

に基づき、内務省告示第二七〇号をもって「史蹟」に指定された。

　令和４年（2022）は、この史蹟指定から 100 年の記念すべき年に当たり、国分寺市は「武

蔵国分寺跡史跡指定 100 周年記念」の各種事業に取り組まれた。その一つとして、東京都公

文書館・国分寺市教育委員会共催企画展「史料に見る国分寺のあゆみ～江戸時代の村々～」

を開催した（会期：令和４年 10 月 21 日～同年 12 月 20 日）。国分寺市域の貴重な地域史料

によりながら、現在の国分寺市を構成することとなった近世村落の様相を紹介する内容で

あったが、記念事業であることに鑑み、「武蔵国分寺跡の史跡指定」という特設コーナーを

設けた。

　本稿は、このコーナーの展示を構成する中で明らかとなった事実の内、武蔵国分寺跡史蹟

指定以前に取り組まれた、東京府独自の史蹟等保存事業について考察するものである。

　当館所蔵の東京府文書、当時東京府が刊行した行政刊行物からその具体像を探ってみるこ

とにしたい。

１　東京府による史蹟保存事業の起動
　武蔵国分寺跡史蹟指定の前提となった「史蹟名勝天然紀念物保存法」は大正８年（1919）

３月 21 日可決、４月９日、法律第 44 号として公布された。同法の成立に至る経過とその主

たる担い手となった史蹟天然紀念物保存協会については、日露戦争後の社会状況や政治過程

とも関わらせて考察が加えられてきた 1。

　史蹟名勝天然紀念物保存協会は、旧紀州藩徳川家当主・徳川頼
よりみち

倫を中心に、当時史蹟等の

保存に向けて活動していた学者・官僚・政治家等の諸勢力を糾合して設立された。明治 44

年（1911）12 月 10 日に発会式が開かれている。同協会は東京市内あるいは地方で、老樹・

史蹟・名勝等の調査に当たる一方で、参加した学者たちは、さまざまな機会に世論に訴え、

諸雑誌に啓発のための文章を発表していった。明治 45 年（1912）７月 30 日、明治天皇が没

し大喪等もあって一時的に会活動を控えたが、大正３年（1914）６月には評議員会と第１回

の常務委員会を開き、活動をより活発化させる方向で本格的に再始動した。表１は同３年段

階の協会役員を一覧したものである 2。

【論考】
「大正前期東京府の史蹟等保存事業
　　　― 武蔵国分寺跡史蹟指定の前提として」

東京都公文書館　史料編さん担当
西木　浩一
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　大正４年（1915）４月、評議員さらに常務委員として協会の中核を担っていた内務官僚井

上友
ともいち

一が東京府知事に就任する。すると、同年 10 月、幹事を務めていた戸川安
やすいえ

宅が「史蹟

名勝天然紀念物調査嘱託」に任命され、さらに翌月、協会会長の徳川頼倫は東京府に「史蹟

名勝天然記念物保存費」として金 1,000 円を寄附した。東京府文書によって確認しておこう。

　　　史蹟名勝及天然紀念物調査嘱託旅費ノ件 3

戸川安宅ニ史蹟名勝及天然紀念物調査ヲ嘱託セラレ候ニ就テハ、調査ノ為市内及郡部ヘ出

張ノ場合ハ左ノ区分ニ依リ旅費ヲ給セラルヽコトヽシ、府歳出経常部史蹟天然記念物保存

費（款）保存費（項）保存費（目）ヨリ支出可然哉伺

　追テ本件ハ十月廿五日（嘱託ノ日）ヨリ適用相成可然哉

　　　　　　　　　　記

　一郡部　　奏任官五等以上ノ額

　戸川安宅に対する旅費の規程を確認する文書であるが、東京府の嘱託日が 10 月 25 日だっ

たことが判明する。

　また、徳川頼倫の寄附については、井上友一府知事から文部大臣への「賞与」に関する上

申書が残されていた 4。

　辰官発第九号

　　　　　賞与方上申

　別表之通リ寄附候ニ付相当御賞与相成度上申候也

　　大正五年一月二十日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京府知事法学博士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上友一（印）

表１　史蹟名勝天然紀念物保存協会役員（1914＝大正３年９月現在）

会長 徳川頼倫

副会長 徳川達孝、阪谷芳郎

幹事 戸川安宅、国府種徳、橘井清五郎

常務委員 井上友一、三宅秀、三上参次、関野貞、三好学、白井光太郎、本多静六、渡瀬庄三郎、神保小虎、井上禧之

助

評議員 貴族院議員：�蜂須賀茂韶、三宅秀、田中芳男、田所美治、石黒忠悳、浜尾新、目賀田種太郎、阿部浩、鎌田栄吉、

奥田義人

衆議院議員：床次竹二郎、尾崎行雄、足立荒人、箕浦勝人

内務官僚：井上友一、一木喜徳郎、水野錬太郎、斯波淳六郎、潮惠之輔

文部官僚：九鬼隆一、正木直彦、福原鐐二郎、岡田良平

宮内官僚：山口鋭之助

ジャーナリスト・編集者：徳富猪一郎、坪谷善四郎

文学：芳賀矢一

歴史学・考古学：三上参次、黒板勝美、三宅米吉、喜田貞吉、坪井正五郎

建築史学：伊東忠太、関野貞

植物学・林学：三好学、白井光太郎、松村任三、伊藤篤太郎、川瀬善太郎、本多静六

動物学：渡瀬庄三郎

地理学・鉱物学・地質学：山崎直方、神保小虎、井上禧之助

＊『史蹟名勝天然紀念物』１巻１号、1914 年９月より作成された、斎藤智志『近代日本の史蹟保存事業とアカデミズム』p,154 の表を改変した。
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　　文部大臣法学博士

　　　高田早苗殿

　（別表）　寄附取調書

寄附受領ノ年月日：大正四年十一月二十五日

寄附ノ目的：東京府史蹟名勝天然記念物保存費

金額：壱、〇〇〇円

現住所及本籍身分：東京市麻布区飯倉六丁目十四番地

　　　　　　　　　　　同上・華族

官職位勲功学位爵・氏名：貴族院議員　従三位侯爵　徳川頼倫

　ここからは、寄附が 11 月 25 日に行われ、金額は 1,000 円、「史蹟名勝天然記念物保存費」

として使途限定のものであったことがわかる。

２　保存事業の推進者
　さて、それでは徳川頼倫会長、幹事戸川安宅、常務委員井上友一という、史蹟名勝天然紀

念物保存協会の中心メンバーが、東京府において強力なトリオを形成したことの意義を確認

するため、改めてこの３人の経歴と、史蹟等保存運動への関わり方を見ておきたい。

【徳川頼倫 5】
　明治５年（1872）６月 27 日、田安徳川家・徳川慶

よしより

頼の子として生まれる。徳川宗家を

継承した徳川家
いえ

達
さと

の弟に当たる。同 12 年、紀伊徳川家の養子となる。29 年、ケンブリッ

ジ大学に留学。帰国後、35 年に麻布区飯倉町の邸内に私設図書館南
なん

葵
き

文
ぶん

庫
こ

を設立する。

南葵文庫は、徳川家旧来の書籍約２万冊とその後の購入・寄贈を含めて約５万冊の蔵書を

有しており、のち、作家の永井荷風が通い詰めたことでも知られた。また音楽会を催すな

ど文化人サロンとしての機能ももっていた。39年に家督を相続、この年貴族院議員となる。

44 年、史蹟名勝天然紀念物保存協会会長となる。同協会設立の前提となった史蹟や老樹

の説明会、茶話会などから、協会設立後の会合など

は南葵文庫を拠点とした。頼倫の会長就任は、決し

て名士として担がれたものではなく、史蹟等保存に

向けた彼自身の強い意志とリーダーシップの帰結で

あった。実際、保存協会初期の予算は過半が頼倫の

寄附で賄われていた。

【井上友一 6】
　明治４年 (1871)�４月 10 日、加賀藩士井上盛重

の長男として金沢に生まれる。同 26 年東京帝国大

学法科卒業、内務省に入る。主として県治局・地方

局に勤務し、地方行政に取り組む。31 年、内務省

地方局府県課長。41 年、内務省神社局長兼地方局

府県課長。この間、日露戦争後には、国家の要請に

こたえうる強力な町村の造出をめざして、地方改良

運動を推進したことで知られる。日露戦争後、多大

図1　井上友一府知事肖像　　　　
　　　　　　　　　　（東京都公文書館蔵）
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な戦費による地方財政破綻の立て直しと、社会矛盾の激化、講和への不満などで動揺した

民心を、国家主義で統合することを目ざして内務省主導で進められた官製運動を地方改良

運動という。その一環として、史蹟を顕彰して郷土愛を育み、さらに国民性を涵養すると

いう論理で、内務省及び内務官僚は史蹟等の保存運動に熱心に取り組んだ。井上友一はま

さにその推進者に他ならなかった。大正４年（1915）４月、東京府知事に就任、同８年６

月 12 日、府知事在職中に病没した。

【戸川安宅 7】
　安政２年 (1855)10 月、3,000 石の旗本戸川安行の子として江戸に生まれる。慶応４年

（1868）５月、彰義隊に参加。６月、領地のあった備中国早島に移る。明治３年（1870）

から大学南校、続いて慶應義塾、築地学校で学ぶ。同７年洗礼を受けキリスト教徒になり、

16 年に西宮で牧師となる。23 年、日本基督教会麹町教会の牧師を務める。26 年１月「文

学界」が創刊されると、客員として同誌に詩文を発表する。戸川残花というペンネームを

多く用いた。文学者としての活動活性化の中で教会は辞す。その後『三百諸侯』（博文館、

1894-95 年）、『徳川武士銘々伝』（博文館、1894 年）等を刊行の後、30 年より雑誌『旧幕府』

を継続刊行し、江戸幕府、特に幕末の幕府関係史実の集録、史料の収集・発表を行っていっ

た。34 年、南葵文庫の主任学芸員に就任。保存協会の事務局が南葵文庫内に置かれたこ

ともあろうが、機関雑誌『史蹟天然紀念物』の創刊号から 50 号までの編集発行責任者を

戸川が務めている。また各種調査に精力的に取り組んでいく。保存協会の屋台骨を支えた

人物とみてよい。

　以上、３人の経歴をたどってみたが、それぞれの立場から史蹟名勝天然紀念物保存活動に

接近し、保存協会による活動の中枢を占めるに至った人物たちであった。

　

３　事業の開始―史蹟等への標識設置
　ではこの最強のトリオによる東京府での事業はどのようなものだったのだろうか。保存協

会機関誌に掲載された次の報告がそれを示している 8。

　東京府下の史蹟天然紀念物の顕揚

本誌前号に記せる如く、東京府にては本会会長徳川侯爵より、府下の史蹟天然紀念物等

顕揚の為め、金壱千円の寄附ありたるにより、戸川安宅氏顧問として実地調査を施し、

已に東京市の内外五十余箇所に公札を立て、保存物の位置と来歴とを示せる。

　大正４年 10 月末に戸川が嘱託となり、11 月には徳川頼倫保存協会会長からの寄付もあり、

井上友一府知事の下、東京府による事業が開始された。まずは府下の史蹟名勝天然紀念物に

標識を設置することからスタートしたのである。標識には説明文が書かれるはずであるから

当然調査研究を含めた取り組みということになる。その結果、引用文が掲載された同５年１

月下旬段階ですでに 50 箇所以上に標識（「公札」）が設置されていたという。

　ただし、このあまりに短期間での標識設置は、標識に記される各史蹟等に関する調査・研

究の蓄積がすでにあったからこそ実現可能なものであった。戸川は、東京の史蹟 93 箇所を

写真と解説文で紹介する試みに取り組んでおり 9、その成果が標識設置に援用されたものと

考えられる。

　同年９月には、さらにこれに加えて 17 箇所に標識設置を行う旨が言明される。今その追
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加候補地を列挙しておこう 10。

霞ヶ関阯（外務省附近）　一橋殿邸跡（一ツ橋内）　柳の井戸と桜の井戸（参謀本部前並

土手下）�牢屋敷址（小伝馬上町）　兜塚（兜町）�宝晋斎基角の草庵址（茅場町）�

石川島（佃島）浅野内匠頭邸跡（京橋明石町）�切支丹屋敷跡（小日向）

了翁禅師の寿像（上野輪王寺）�普済寺（立川）�犬屋敷跡（中野停車場辺）�

虫塚（上野桜木町勧善院）�国分寺（武州国分寺）首尾の松（高等工業学校）�

吾妻の森（吾妻森）�大河内輝貞墓（上野公園、図書館構内）

　ここで、標識追加設置の候補として武蔵国分寺が挙げられたことに注意しておきたい。

４　史的紀念物天然紀念物勝地保存心得の公布
　大正４年 (1915) 末から翌年にかけて史蹟等への標識設置が急ピッチで進められた後、こ

の事業を基礎として次のステップが用意された。同７年 (1918)10 月、東京府は独自に「史

的紀念物天然紀念物勝地保存心得」を布告した 11。以下に全文を引用したい。

　　史的紀念物天然紀念物勝地保存心得

愛郷ノ精神ハ其ノ郷土ニ保有セラルヽ史的紀念物天然紀念物勝地等ニヨリテ涵養セラルヽ

コト大ナルノミナラス、国家的思想亦此ニ淵源ス、故ニ今日民治ノ局ニ当リ訓育ノ職ニア

ル者ハ常ニ其ノ郷土ニ於ケル史的紀念物天然紀念物及勝地ノ保存ト愛護トニ意ヲ致シ、其

ノ学術上ノ価値ヲ明ニシ進ンテ之カ利用ノ途ヲ講シ、其ノ研究ヲ怠ラサルコトヲ要ス、是

等ノ保存ト研究トニ就キテハ将来出版物又ハ講演等ニヨリ随時之ヲ指示スヘキモ、郡市区

町村及学校当事者ハ教育会青年会其ノ他各種ノ団体並篤志家ト共ニ左記標準ニ依リ之カ保

存ノ道ト研究ノ方法ヲ講シ、之ヲ地方教化ノ要具トシテ十分其ノ利用ニ工夫スヘシ

　　　　保存スヘキモノノ種類

第一　史的紀念物　　之ヲ分チテ史料及史蹟トス

　　　其一　史　料

史料トハ文書・記録・金石文・地図・絵画・彫刻・棟札・制札等ヲ云フ

一、�文書　布達・禁制 ･ 掟書・褒状・知行状・感状・売買貸借及譲与状・願文・訴状・

裁許状等ノ類

二、�記録　戸口・検地・開墾・治水・漁撈・牧畜・林政其ノ他殖産興業及交通ニ関スル

モノ及美事善行ノ事蹟等ニ係ルモノ

三、金石文　墓碑・鐘・鐸・燈籠・額・水盤ノ銘文

四、地図　国・郡・市・町・村・社寺其ノ他特殊建築物ノ図面

五、絵画　風景・花鳥・人物・庭園等ヲ画ケルモノ

六、彫刻　神像・仏像・人物及天然物ヲ彫刻セルモノ

七、棟札　社寺・民家等ノ由来ヲ記セルモノ

八、制札　禁制及規定ヲ記セルモノ

　　其二　史　蹟

史蹟トハ先史時代ノ貝塚・遺物包含層ト歴史時代ノ神社・寺院・墳墓・公署・城砦・都

鄙・民屋・学堂・市場・関所・駅場・橋梁・戦場・園地及其ノ遺址ヲ云ヒ其ノ他著名ナ

ル事件及人物ニ由縁アル土地ヲ含ム

第二　天然紀念物　之ヲ分チテ動物・植物及地質トス
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　　其一　動　物

動物ニテハ鳥獣魚介中地方固有ノモノ及珍奇ナルモノヲ主トス

　　其二　植　物

植物ニテハ社寺墳墓等ニ由縁アル樹木・大樹・名木・並木又ハ一地方ノ代表的森林及重

要ナル植物ヲ主トス

　　其三　地　質

地質トハ岩石及地層ヲ云ヒ保存スヘキハ水成岩・火成岩ノ構造及之ト関連セル地形・風

景・産業等ノ特色ヲ見ルニ足ルヘキ地区ヲ主トス

第三　勝地

形勝ノ位置ヲ占メ風光秀麗ナル所ハ史的紀念物天然紀念物ト相俟チテ有名ナル地区ヲ云

フ

　保存ニ関スル注意

一、�市区町村ハ相当調査ノ上、管内ニ於テ保存スヘキモノト認ムル史料史蹟天然紀念物及

勝地ニ関シ、名称・種類・所在地・所有者・来歴・現況ヲ明記セル台帳ヲ調整スルヲ

要ス

二、�史料ハ成ルヘク複本ヲ作製シテ之ヲ市区町村又ハ学校ニ保存シ、水火等ノ災ニ遇ヒ散

逸又ハ湮滅スルコトナカラシムルヲ要ス

三、�史蹟及勝地ハ常ニ原形ノ毀損セサランコトヲ努メ、殊ニ附近ノ開墾・耕地整理・道路

改修等ニ当リテハ充分斟酌シ、原形ヲ失フノ巳ムヲ得サル場合ニ於テハ地図・写真等

ヲ作製シ後日ノ研究ニ遺漏ナカラシムルヲ要ス

四、�天然紀念物中動物ハ成ルヘク其ノ適住地ニ安ンセシメ、植物ニ就テハ風水・開墾・土

木等ニヨリテ衰滅ノ恐多キ地区ヲ保護シ、岩石ノ如キモ無益ニ採集又ハ破壊スルコト

ヲ避クルヲ要ス

五、�保存スヘキ地物ニ対シテハ必ス標識ヲ設クヘク、其ノ愛護ハ青年団等ノ努力ニ俟ツヘ

シ、是レ愛郷ノ観念ヲ助長セシメ得ルカ故ナリ

六、�保存ニ要スル経費ハ郡ニアリテハナルへク郡費、市区町村島嶼ニアリテハナルヘク市

区町村費ヨリ支辨スヘキモ、公益団体ノ経営篤志者ノ寄附又ハ一般ノ醵金ニ依ルヲ妨

ケス

　　　　大正七年十月二十六日布告　　　　　　　　　　　　　　　　東　京　府

　史蹟名勝天然紀念物保存法制定の前年に布告された東京府の「保存心得」について、注目

すべき点を３点挙げておきたい。

　第１に、趣旨を述べる冒頭の文章を見ると、「愛郷ノ精神ハ其ノ郷土ニ保有セラルヽ史的

紀念物天然紀念物勝地等ニヨリテ涵養」されるとし、しかもその価値は「国家的思想亦此ニ

淵源」することに及ぶ。郷土愛が国家へと回収される論理となっている。そして「民治ノ局

ニ当リ訓育ノ職ニアル者」や「郡市区町村及学校当事者」らが、「教育会青年会其ノ他各種

ノ団体並篤志家」らと協同して、保存・愛護・研究に当たり、「地方教化ノ要具トシテ十分

其ノ利用ニ工夫」すべきことが記されている。まさに、内務省主導による地方改良運動の一

環としての「史的紀念物天然紀念物勝地保存心得」であった。内務省幹部として地方を指導
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する側にあった井上友一が東京府知事となり、自ら率先して実践に移した布告であったとい

えよう。

　第２に、後に制定される法が史蹟・名勝・天然記念物の３つのカテゴリーから成る構成で

あったのに対し、本布告は史的紀念物・天然記念物・勝地の３区分となっている。そして史

的紀念物が①史料と②史蹟とに分かたれている。この内、「史料」の具体的内容として文書・

記録・金石文・地図・絵画・彫刻・棟札・制札が列挙されている。ここでは１点ごとの美術

的工芸的価値によらず、歴史的事実を把握する上での記録資料としての価値そのものに重要

性を認めている。

　おそらくここには、明治 30 年前から、旧幕時代を知り語る人物も少なくなり、史料も散

逸していくという危機感をもって、雑誌「旧幕府」により史料の収集・翻刻・掲載を続けた

戸川安宅の意向が反映しているのではなかろうか。今日の文化財保存事業の中では、有形文

化財美術工芸の中に歴史資料というカテゴリーが設けられ、当館所蔵の「東京府・東京市行

政文書」等、歴史的基本資料が位置づけられている。しかし、本布告制定当時、文化財保護

法制としては明治 30 年（1897）施行の古社寺保存法しかない段階であるから、これら「史料」

を「史的紀念物」として位置づけた先見性は注目に値しよう。

　第３に、市区町村に対して、保存の必要があると認められた史料・史蹟・天然紀念物・勝

地に関して、統一的な内容をもった台帳の作成とそれへの登録を求めている。保存すべき対

象の所在する地元の行政団体においてまずもって対象の調査・把握を促していることになる。

ただし、費用負担については、郡費、市区町村費からの支弁を求め、これを補うものとして

「公益団体ノ経営篤志者ノ寄附又ハ一般ノ醵金」をあげるにとどまっている。

　これら一連の東京府の施策の達成点として、大正８年（1919）３月、『東京府史蹟』が刊

行された 12。写真と解説を付して府下の史蹟等を紹介する刊行物である。今その序言を引用

しておきたい。

　　　序言

一、　�史蹟名勝及天然紀念物ノ闡明ハ学術上最モ重要ナルノミナラス、国民性ノ涵養上亦

忽諸ニ付スヘカラサル事ナルヲ以テ、本府ハ夙ニ之カ調査ト保存トニ意ヲ致シ、大

正四年十一月先ツ御大典ヲ紀念トシテ其ノ標識ヲ行ヒタリ、爾来之ヲ継続スルノミ

ナラス、大正七年十月ニハ史的紀念物天然紀念物保存心得を公布スルト共ニ、史蹟

講演会及展覧会第一回ヲ開催シ、大正八年二月ニハ府下ノ史的紀念物天然紀念物勝

地ノ台帳ヲ編製スル事ニ着手シタリ。今ヤ其ノ調査ニ基キ本書ヲ公ニスルハ、史蹟

遺物其ノ他紀念物ノ保存及愛護ノ精神ノ徹底ヲ期スルニ外ナラス。

　井上友一府知事の下、徳川頼倫から多額の寄付を受け、戸川安宅を中心に開始された事業

は、ここにひとまずの達成をみた。同書の巻末には「東京府史蹟図」が折り込まれ、67 箇

所の史蹟名勝と共にその所在地が地図上にプロットされている。以下、これを確認していこ

う。

1. 江戸城　2. 桜田門　3. 柳ノ井戸　4. 桜ノ井戸　5. 閑院宮家門（旧出雲国松平家上屋

敷）　6. 日枝神社　7. 外務省（旧黒田家上屋敷）長屋　8. 華族会館（旧薩摩藩装束屋敷）

門　9. 日比谷門　10. 市内最初の並木（内務省裏門側）　11. 神田橋内（旧一橋家）長屋　
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12. 神田神社　13. 塗家造りの町並町屋（日本橋通旅籠町）　14. 土蔵（日本橋小舟町等）　

15. 迷子の碑（日本橋一石橋脇）　16. 増上寺　17. 芝公園古墳（丸山古墳）　18. 芝公園

貝塚　19. 岩崎家別邸門（旧岡山藩上屋敷より移設）　20. 泉岳寺　21. 善福寺の大公孫樹　

22. 亀岡八幡神社　23. 神田上水旧関口洗堰　24. 切支丹屋敷跡�25. 光円寺の大公孫樹　

26. 大塚先儒墓地　27. 東京帝国大学（旧加賀藩邸）赤門　28. 湯島聖堂　29. 上野寛永寺

五重塔　30. 上野東照宮　31. 谷中天王寺五重塔 32. 浅草寺　33. 待乳山　34. 津波警戒

の碑（深川区州崎、平富町）　35. 亀戸神社　36. 水森の森（隅田川神社）　37. 荒川の桜　

38. 西ヶ原一里塚　39. 西ヶ原貝塚　40. 飛鳥山碑　41. 王子権現　42. 静勝寺　43. 水道

碑（四谷大木戸）　44. 大宮八幡神社　45. 円融寺　46. 本門寺　47. 井の頭池　48. 深大

寺　49. 久米河古戦場　50. 小金井の桜　51. 玉川上水小金井水道　52. 国分寺　53. 普斎

寺　54. 谷保天満宮　55. 高安寺　56. 善明寺　57. 大国魂神社　58. 国府跡　59. 分倍河

原古戦場　60. 小野神社　61. 金剛寺　62. 瀧山城跡　63. 高尾山　64. 大悲願寺　65. 多

摩川　66. 御嶽神社　67. 鍾乳洞（氷川村）

　地域区分を見てみると、旧江戸市街地を中心とする当時の東京市 15 区が１から 36 までを

占め、周辺郡部が 37 から 67 となっている。市街地から選定された史蹟等を見ると武家屋敷

図２　「東京府史蹟図」（『東京府史蹟』東京府、大正８年３月）
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の関連や幕府施設等が相対的に大きな比重を占めているように思われる。これは、戸田安宅

の「史蹟」観をある程度反映したものといえよう 13。

　その一方で郡部の史蹟や天然紀念物がかなり盛り込まれていることにも気づかされる。東

京府は郡や市区町村を巻き込んだ保存事業の展開上、意図的に多様な地域に分布する形で選

定作業を行ったものと思われる。

おわりに
　井上友一東京府知事の下で実施された東京府の史的紀念物・天然紀念物・勝地保存事業を

検討してきた。大正４年（1915）10 月下旬に始動し、まずは各地の史蹟・天然紀念物・勝

地に解説標識を設置、その後、「保存心得」を公布してその意義を明確に示すと共に、東京

府－郡役所－市区町村役場の関係の中で、史蹟等保存事業、具体的には標識設置とそのため

の調査、そして台帳への登載といった行政事務が動き出すことになった。

　これを主として担ったのは国による法整備に向けて旺盛な活動をしていた、史蹟名勝天然

紀念物保存協会の主力メンバー３名だったことからすれば、この一連の東京府の事業は国レ

ベルでの法制定に先だって行われた、史蹟等保存行政の実践トライアルだったに違いない。

　最後に、ここまで述べてきた東京府の史蹟保存事業と武蔵国分寺跡との関わりについて考

えておきたい。

　武蔵国分寺については、近代以降も考古学的学術調査は繰り返され、最大級の国分寺遺跡

としてその歴史的な意義は明白であった。その一方で現地の実状は、麦や稗、桑などの畑が

広がり、その所々に古瓦や礎石が露呈するといった状態が続いていた。大塔跡などは荒れ地

だった所を明治期以降近隣の住人が開墾するに至ったという 14�。こうした事実は遺跡・遺

構のある土地が多数の地権者に分割所有されていたことを意味する。史蹟として認識される

こと、一体的な整備や保存を行っていくためには不利な条件もこの地域には存在していたの

である。

　そうした中、はじめて東京府「布告」を根拠とした史蹟保存の対象とされ、国分寺村ある

いは北多摩郡役所において、大正８年２月段階で史蹟として台帳に登録するという行政行為

が行われていたことは重要な意味を持った。３年後に実現することとなる国の史蹟指定に向

けて、地域にとっても大切な予行演習になったはずである。

1� 文化財保護行政の制度的な歩みの中に位置づけるものとして文化財保護委員会編『文化財保護の歩み』（文化財保護委員

会、1960 年）、日本史研究会の特集「近代の文化財と歴史意識」に寄稿された髙木博志「史蹟・名勝の成立」（『日本史

研究』351 号、1991 年 11 月）、住友陽文「史蹟顕彰運動に関する一考察」（同前）、機関誌復刻版の解題として執筆され

た丸山宏「『史蹟名勝天然紀念物』の潮流―保存運動への道程」（『復刻版　史蹟名勝天然紀念物』別冊、不二出版、2003

年）、史蹟評価をめぐる由緒的価値と学術的価値の関係性に着目して従来の研究を精緻化した斎藤智志『近代日本の史蹟

保存事業とアカデミズム』（法政大学出版会、2015 年）

2� 斎藤智志前掲書

3�「史蹟名勝天然紀念物調査の件（戸川安宅出張旅費）」『例規�冊ノ 57』（302.F3.14）

4�「寄付行賞の件�麻布区飯倉�徳川頼倫」『大正７年　学事�冊の 1』（302.B1.09）なお、別表部分の記載様式は改変している。

5� 注 1 の他、坪田茉莉子�『南葵文庫―目学問・耳学問』（東京都教職員互助会、2001 年）

6� 注 1 住友論文、丸山論文の他、近江匡男編『井上明府遺稿』（1920 年）、右田紀久恵「井上友一研究１」（『社会問題研究』

42 巻１号、1992 年１月、大阪府立大学人間社会システム科学研究科）

7� 別役咲枝「評伝戸川残花―近代文学研究資料 280」（『学苑』350 号、1965 年５月）、岩淵令治「『江戸史蹟』の誕生―旧
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幕臣戸川残花の軌跡から」（『文人世界の光芒と古都奈良―大和の生き字引・水木要太郎』思文閣出版、2009 年）。岩淵

論文には、戸川の東京府嘱託としての活動についても言及がある。

8�『史蹟名勝天然紀念物』第１巻９号（大正５年１月 20 日号）

9� 戸川残花『東京史蹟写真帖』（画報社、1914 年）

10�『史蹟名勝天然紀念物』第 1巻 13 号（大正５年９月 20 日号）

11�『警視庁東京府公報』第 966 号（大正７年 10 月 26 日）

12�『東京府史蹟』（東京府、1919 年）

13�注 (7) 岩淵前掲論文

14�『東京府史蹟勝地調査報告書』第一冊（東京府、1923 年）

※本報告書の著作権は東京都にあります。「私的使用のための複製」や「引用」など著作権法上認められた場合を除き、
　無断で複製・転用することはできません。
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はじめに
　シリーズ 1 第４回となる本稿では、前回に引き続き東京都処務規程をはじめとした文書管

理関連規程を取り上げ、昭和 40 年代における東京都の文書管理制度を概観する。

　当該期においては、決定書方式の導入や東京都公文書館の設置など文書事務全体に関わる

重要な制度改革が行われている。本稿では、これら制度改革の進展を経て、昭和 47 年（1972）

に制定された東京都文書管理規程までを扱う。また、秘密文書処理基準や文書保存年限設定

基準など、東京都文書管理規程と密接な関わりを持つ規程類もあわせて確認する。

１　東京都処務規程における文書管理関連規定
　はじめに、シリーズ第３回で取り上げた東京都処務規程に関する基礎事項のうち、本稿

で扱う内容を理解するにあたり必要となる点について整理する。

（1）東京都処務規程の概要
　東京都処務規程は、昭和 27 年（1952）から同 47 年まで用いられた文書管理に関する

規程であり、27 年 11 月１日に制定された。従来の文書取扱規程に加え、事案の専決や

行政考査、服務心得などを扱う複数の規程を統合したものであり、全８章でまとめられ

た 98 条の条文及び附則並びに別表で構成されている。各章は統合された旧規程の内容

と対応しており、文書管理に関しては、第５章「文書の管理」に配された第 20 条から

第 60 条で扱われている 2。

　加えて、昭和 38 年（1963）12 月 28 日には、東京都処務規程の特例として「文書の

管理の特例に関する規程」が制定された 3。本規程ではファイリングシステム及び文書

管理カードの運用について定めており、指定する部局においてこれらの制度が新たに導

入された。

　昭和 40 年代はじめにおける東京都の文書管理制度は、以上の２規程に基づき運用さ

れていた。なお、上記の規程は知事部局を対象としたものであり、行政委員会や公営企

業局などでも文書管理に関してそれぞれ同種の内容を備えた規程を設けている 4。

（2）昭和 40 年代における東京都処務規程の主な改正
　昭和 38 年の特例規程制定以降、東京都処務規程は合計 26 回改正されている 5。それ

らの大半は、都の組織改編に応じ条文を変更したもので占められている。

【シリーズ・東京都の文書管理規程】

　④昭和 40 年代の文書管理規程
　　東京都公文書館の設置と東京都文書管理規程の制定

東京都公文書館　史料編さん担当
太田　亮吾
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　その一方、文書事務全般に関わる大幅な変更となった改正としては、（1）公文規程改

正に伴う昭和 42 年４月１日適用の改正、（2）決定方式を決定書方式に改めた同年 10 月

１日適用の改正、（3）東京都公文書館設置に伴う翌 43 年 10 月１日適用の改正が挙げら

れる。これらのうち、文書管理制度に直接影響した（2）と（3）について、次に概要を

取り上げる。

２　決定書方式の導入
　ここではまず、決定書方式の導入に関わる昭和 42 年 10 月１日適用の東京都処務規程改

正について、その概要を整理する。

（1）第一次臨時行政調査会による改革意見
本改正は、臨時行政調査会が昭和 39 年９月に提出した「事務運営の改革に関する意見」

を契機としている 6。

　臨時行政調査会（第一次臨調）は、行政の実態に全般的な検討を加え、行政制度及び

行政運営の改善に関する基本的事項を調査審議するため、36 年 11 月に設置された総理

府の付属機関である 7。その成果としてまとめられた改革意見は総論と 16 項目の各論で

構成されており 8、「事務運営の改革に関する意見」はこの各論のひとつにあたる。ここ

で扱われている改革意見の中に「りん議制の改善について」が含まれている。

　意思決定の方式として広く用いられているりん議は、担当者が文書により作成した原

案を関係者に回付し承認を得た後に最高管理者の決裁を受けることで意思決定が行われ

るが、回付する範囲が広がりやすく非効率であり責任の所在もあいまいになりがちだと

されている。そのため、改革意見では、りん議を決定事務処理の機能に純化する方向で

改善する必要があるとし、明確化された決定責任者の責任において決定が行われること

を形式的に明示した「決定書」を従来のりん議書の様式に代わり用いるよう勧告してい

る。そのうえで、決定書の様式及びこれを用いた具体的な方法を示し、決定案の回付を

通じた関係者との連絡や報告、コミュニケーションなど、りん議の機能に含まれている

これらの側面は別種の事務として処理すべきだとしている 9。

（2）東京都処務規程改正要綱の庁議決定
　この改革意見をうけ、東京都でも回議様式による既存の「りん議書方式」を改め、上

記勧告で示されている決定書を用いた「決定書方式」を新たに導入することとした。そ

のための規程改正は、昭和 42 年９月 19 日に実施した首脳部会議の審議を経て、同月

19 日開催の庁議で決定した「東京都処務規程一部改正要綱」に基づき行われた 10。

　この要綱では、「決定すべき事案とその事案を決定する者（決定権者）との関係（い

わゆる決裁区分）を合理的に編成しなおし、あわせて事案を決定する事務手続きを整備

し、もって都行政の能率的近代的運営を図るため」、（1）従来の決裁区分を全面的に改め、

都行政の基本的な方針及び計画に関する事案は知事及び副知事が決定するものとしたう

えで、それらに基づく個々の具体的事案の決定は局長以下に任せること、（2）副知事決

裁区分を廃止し、知事とともに最高管理者と位置付けること、（3）事案決定権の個別的

委譲や事案決定の臨時代行、例外措置の規定など、決定権を弾力的に運用するための制

度を整備すること、（4）事案の決定方式及び決定過程に関わる手続き面の合理化を進め

ることが示されている 11。
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（3）規程改正の概要
　東京都処務規程の改正は、以上の諸点をふまえ行われた。これにより、事案決定に関

わる規定が配されていた第３章及び第４章が全面的に改められ、新たな第３章「事案の

決定」にまとめられた。

　また、従来の規程では明確に示されていなかった事案の決定方式を整備し、第４章「事

案の決定方式」が新たに設けられた。これにより、事案の決定は、決定権を有する者自

らもしくは下位の職位のうちから指定した作成責任者によって作成した決定案に、決定

権を有する者が署名または押印することにより行われると定められた。

　あわせて、決定権者以外の者を決定に関与させる場合の方式も規定され、文書回付方

式と、決定関与者を招集する会議方式が設けられた。このうち後者の方式が導入された

ことで、第５章にあった合議に関する規定が削除された。

（4）起案用紙様式の刷新
　以上の決定方式が定められたことに伴い、あわせて起案用紙の様式も全面的に改めら

れた。それまで起案用紙は、昭和 24 年 12 月 27 日付の訓令「東京都回議様式」12 に基

づいていたが、これを廃止し、新たに東京都処務規程の様式として定めることとした。

また、同規程の条文で使われている用語についても、従来「回議文書」「回議用紙」と

していたものを、「起案文書」「起案用紙」に変更している。

　このとき新たに定められた起案用紙の様式には、決定権者が署名又は押印する欄が設

定されている。紙幅の関係でその様式を本稿の資料編では取り上げていないが、基本的

な枠組みは【資料 2】で収録した昭和 47 年制定の東京都文書管理規程で定める起案用

紙の様式にそのまま引き継がれた。

３　東京都公文書館の設置
　　続いて、東京都公文書館設置に伴う規程改正の内容を確認する。

（1）公文書館設置に至る経緯
　東京都公文書館は、史料編さん事業及び東京府・東京市文書等の保存及び公開を担っ

ていた都政史料館と、総務局総務部文書課の永久保存文書引継機能を統合するかたちで、

昭和 43 年 10 月１日に設置された 13。

　文書課が 41 年２月の段階で作成した説明資料 14 によると、公文書館の設置に至る経

緯は東京都処務規程の制定までさかのぼる。同規程により東京都の永久保存文書は各局

における分散管理から文書課で集中管理する方式に変更されたのだが、そのための保存

書庫が確保できないでいた。また、33 年からは永久保存文書をマイクロフィルム化し

て保存する制度が始まるが、マイクロフィルムの法的認証性に問題があったため撮影済

文書の廃棄が進まないうえ、撮影作業自体も捗らず処理すべき永久保存文書が各局で滞

留する事態に陥り、新たな保存施設の必要性が検討されることとなった。

　こうしたなか、34 年 11 月に日本学術会議が「公文書の散逸防止について」の勧告を

行い、政府に対し国立公文書館設置を要望するともに、地方公共団体も必要な措置を考

慮すべきとの要請がなされた。

　以上を経て、系統的な文書等の収集とあわせて効率的な利用、公開の便宜提供をめざ

し、総合的、統一的な公文書の管理を行うため、公文書館の設置が決められた。
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（2）公文書館設置に関わる規程改正
　昭和 43 年 10 月１日、公文書館設置根拠となる東京都組織規程の改正が行われ 15、あ

わせて公文書館の掌理事項や組織、職員の職責、公文書館長の決定対象事案等を定める

東京都公文書館処務規程（【資料１】）が新たに制定された。これと対応するかたちで、

東京都処務規程も改正されている。その主な内容は、(1) 永久保存文書の管理を文書課

から公文書館へ変更したことに伴う文書の引継ぎに関わる規定の改正、(2) 引継文書の

調査及び保存方法に関する各規定の削除、(3) 公文書館に引き継がれた文書の借覧及び

閲覧に関わる規定の新設である 16。

　このうち、(2) の削除事項については東京都公文書館処務規程であらためて定めるこ

ととし、同規程第 10 条では引継文書の保存年限に関する適否の調査及び、永久保存文

書を主務課で保管する際の承認、同第 11 条では引継文書の整理及びマイクロフィルム

化に関する事項が、それぞれ定められている。

（3）永久保存文書の廃棄に関する構想
　また、上記第 11 条の第４項では、永久保存文書の廃棄に関する規定を設けている。

ここでは、マイクロフィルム撮影後の文書及び「保存の必要がないと認めるに至つた文

書」について、公文書館長は文書課長と協議のうえ廃棄するとしている。

　この点について、東京都公文書館処務規程制定の決定文書に添付されている規程の整

備についてまとめた説明資料から、永久保存文書の廃棄に関して当初はさらに踏み込ん

だ内容が構想されていたことが確認できる 17。それによると、「保存の必要がない」文

書は、完結から11年以上経過しているものを対象にその選別を行うとされている。また、

永久保存文書を撮影したマイクロフィルムも、原本の廃棄手続きに準じて廃棄を行うと

記されている。加えて、廃棄の選別については、学識経験者等も交えた「公文書保存審

議会のごときもの」を設けることも検討するとある。この添付資料において以上の記述

は抹消されており実施には至らなかったものの、大幅な永久保存文書の削減が構想段階

で考えられていたことがうかがえる。

　その一方、この添付資料では、有期保存文書について、現状は各局で分散管理してい

るが、「将来は、これも保存期間経過後、公文書館に引継ぎ、公文書館において学術的、

史料的に価値のあるものを選別して保存し、他は廃棄することとする」と記されている。

同様の趣旨は、前述の昭和 41 年２月に文書課が作成した説明資料でも公文書館の機能

として言及されており、歴史的資料として必要なものを選別収集するという中間保管庫

機能をあわせもつ構想 18 だったことがわかる。

（4）公文書館設置時の組織
　公文書館の設置に伴い「東京都公文書館事務分科」が定められ、庶務係・整理閲覧係・

マイクロフィルム係の各係と、修史事業を担う主任調査員が置かれた 19。このうち庶務

係と主任調査員は都政史料館からの移行、残る２係は新設である。

　事務分科で定める整理閲覧係の分掌事務は、（1）公文書類の引継及び資史料の収集、�

（2）公文書類及び資史料の選別、整理、保存及び廃棄、（3）公文書類及び資史料の目録

作成、（4）製本、（5）館利用者の受付、相談、（6）公文書類及び資史料の閲覧、利用及

び展示とされている 20。文書課から移された文書の引継機能と、それらの保存及び閲覧

利用に関わる機能を、同係が担う体制となっている。
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　一方、マイクロフィルム係に関して、前出の東京都公文書館処務規程制定の決定文書

では、技術的専門的であることや、他の業務と執務場所が異なること、事務量が多いこ

となどを理由に、マイクロフィルム化に関する業務を扱う係を設置するとある 21。永久

保存文書の撮影だけでなく、東京都の文書全体をマイクロフィルム化する構想について

も言及されており、文書保存にとどまらないマイクロフィルムの活用が考えられていた

ことが確認できる。

４　東京都文書管理規程の制定
　ここでは、東京都処務規程に代わり昭和 47 年に制定された東京都文書管理規程につい

て取り上げる。

（1）東京都処務規程の廃止
　既述のとおりファイリングシステムの導入に伴い、昭和 39 年 12 月に「文書の管理の

特例に関する規程」を制定して以降、文書管理に関する規程は東京都処務規程と上記特

例規程の２本建てで運用されていた。特例規程を適用するファイリングシステム実施課

の数は段階的に増え、同 46 年度末の時点で全体の 80 パーセントに達する。特に本庁で

は全局で導入が完了したため、規程を一本化しファイリングシステムを原則とした文書

管理制度を確立することとなった 22。

　また、元来、東京都処務規程は複数の規程を統合して制定したものであり、執務上必

要となる事柄が網羅されているという利点はあるものの、その枠内で複雑化する実務の

実態に即した内容へ整備し続けることが次第に困難となっていった。そのため、東京都

処務規程の各章をそれぞれ独立した規程に改めることとし、文書管理に関しては同規程

第５章と特例規程を統合して新たに「東京都文書管理規程」を設けた（【資料２】）。
　本規程は昭和 47 年３月 15 日に制定され、同年４月１日から施行された。また、施行

と同時に、規程制定の趣旨や運用上の留意事項等をまとめた副知事依命通達が出されて

いる（【資料３】）23。なお、東京都処務規程は、事案の決定及び決定方法を定める第３

章及び第４章に代わり制定された東京都事案決定規程の施行によって廃止された 24。

（2）新規程の概要
　東京都文書管理規程は、全 66 条の条文と附則からなる。章構成は、東京都処務規程

第５章の各節とおおむね対応しており、第１章「総則」、第２章「文書の収受及び配布」、

第３章「文書の処理」、第４章「文書の浄書及び発送」、第５章「文書の整理及び保存」、

第６章「補則」の順で配列されている。規程制定の決定文書でまとめられている改正の

要点は、以下のとおりである 25。

　まず、第１章の総則に関する事項として、前述のとおり文書管理はファイリングシス

テムが原則となった。加えて、特例規程で定めていた各種文書管理カードについては、

文書授受カードと文書収発カードの２種類のみの運用に整理されている。

　また、文書主任及び文書取扱主任の命免手続きが簡略化され、例えば各局長が文書主

任を任命する際に要した総務局長との協議は廃止された。

　このほか、文書記号及び文書番号の規定が改められ、文書番号では枝番号の使用が正

規に認められるようになった。さらに大きな変更として、文書年度の周期が暦年から会

計年度に切り替えられている。
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　次に、第２章の文書の収受及び配布に関する事項では、従来文書管理カードに全ての

文書を登録していたが、軽易な文書については省略できるようにした。

　続く、第３章の文書の処理、第４章の浄書及び発送に関する事項では、定例的な事案

に係る起案は起案用紙によらず帳票を用いてもよいとしたことや、供覧に関する規定が

新たに盛り込まれた。

（3）文書保存年限設定方法の変更
　第５章の文書の整理及び保存関連では、保存年限設定方法が全面的に改められている。

東京都処務規程では決定区分に応じ保存期限を決めるしくみとなっていたが、各主務課

で文書保存年限表をあらかじめ用意して、これに基づき文書の内容ごとに保存年限を設

定する方法へ変更された。加えて、保存年限の種別も、従来の「永久保存」「十五年保

存」「十年保存」「五年保存」「一年保存」に代わり、「長期保存」「十年保存」「五年保存」

「三年保存」「一年保存」の５種に再編された。有期の保存年限に関しては全体的に短縮

化されていることがわかる。

　文書課がまとめた説明によると 26、従来の保存年限設定方法は決定区分に応じて保存

期間を画一的に設定するため、本来短期間の保存でたりる文書であっても一律に必要以

上の保存期間となるなど不都合が生じていた。また、決定権者の職位の違いにより実際

に必要とされる保存期間の長短が定まるわけでもない。そのため、新規程では全般的に

保存年限を短縮し、かつ事案ごとに適切な保存年限を設定できるようにしたという。

　なお、以上の方法による保存年限の設定は、文書保存年限表の作成にあたり参考する

よう定められていた後述する基準の制定を経て昭和49年に運用が始まった27。その間は、

附則第５項にあるとおり東京都処務規程で定める従前の方法がとられていた。

（4）公文書館による保存文書の「精査」
　このほか、ファイリングシステムでは、年度末に当該年度の完結文書はキャビネット

内の所定の棚へ移換えをし、前年度の保管文書はキャビネットから保存箱へ置換えを行

うのだが、新規程ではその置換えの際に保存年限が長期保存とされた文書を公文書館へ

引き継ぐとしている。また、長期保存以外の文書のうち、公文書館長の求めがあるもの

は引き継がなければならないとされている。

　加えて、文書保存に関し特筆すべき点として、公文書館長は引き継いだ文書について、

それぞれ保存年限の起算日から 10 年経過ごとにあらためて保存の可否を決めると定め

られている。また、特別な理由により保存の必要がないとした文書は速やかに廃棄する

とある。文書課の監修により昭和 49 年に刊行した『東京都文書事務の手引』では、こ

の保存の可否を決定する作業のことを「保存文書の精査」と表記している 28。公文書館

設置にあたり検討されていた永久保存文書廃棄に関する構想を継承した内容の規定とみ

ることができる。

　新規程の制定にあわせて出された前述の依命通達では、保存の可否を決定する作業を

説明する中で、廃棄となる文書を「資史料的価値がない文書等特別な理由により保存の

必要がないと認めた文書」と表現している。また、上記『東京都文書事務の手引』では、

文書の保存年限を設定する際の留意点として、「行政上の証拠資料又は管理用具として

の保存の必要性を中心とし、史資料的な価値の面からの保存の必要性については、公文

書館等の史資料収集の専門機関の判断に任せるのが妥当である」と解説してもいる 29。
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保存の可否を判断する基準として「資史料的価値」を想定していることが、これらから

はうかがえる。

　東京都文書管理規程は昭和 60 年（1985）に全部改正され、作成から 30 年経過した文

書の評価選別に関する規定が新たに設けられる 30。ここでは、「その文書の歴史資料と

しての保存価値等を評価し直し、公文書館において引き続き保存する必要があるか」判

断し、保存する必要がない文書については廃棄するとしている。上記保存文書の「精査」

は、この評価選別制度に至る原初的な枠組みであると捉えることができる。

５　秘密文書処理基準の制定
　次に、東京都文書管理規程の内容を補う位置づけとなる「東京都秘密文書及び取扱注意

文書処理基準」について取り上げる。

（1）制定の経緯と目的
　本処理基準は、秘密の取扱いを要する文書の範囲とその指定者を明確化することによ

り「民主的で公正明朗な行政」を確保するため、昭和 47 年７月７日付で制定された 31。

　それまで秘密文書の指定は局ごとで個別に行われ、具体的にどのような文書を秘密文

書として扱うのか、統一的な基準は定められていなかった。こうしたなか、沖縄返還協

定に関わる外務省機密漏えい事件を契機として、知事の指示に基づき処理基準が作成さ

れることとなった 32。

（2）秘密文書の種類
　処理基準では、まず、秘密の扱いは住民の利益のためにするのであり、単に行政側の

便宜のためにするものであってはならないことが強調されている。

　そのうえで、秘密の取扱いを要する文書を「秘文書」「一時秘文書」「取扱注意文書」

の３種類に区分し、それぞれ該当する文書を例示している。また、例示の文書以外で秘

密の取扱いとすべきものについても、局ごとに実施細目を作成し明確にするよう定めて

おり、処理基準制定後、各局で実施細目が作成された。

　この基準において秘文書として具体的に想定されているのは、基本的人権に関わる文

書であり、個人のプライバシーを保護するため秘密の扱いを要するとされている 33。処

理基準作成にあわせて文書課が示した説明によると、「これらの秘密は、時間経過とと

もに秘密でなくなる性質のものではなく、また、だれがみてもそれを秘密にしておく必

要性が明らかなものであるから絶対的な秘密（絶対秘）、実質的な秘密（実質秘）である」

という 34。

　これに対し、一時秘文書は、記載内容の漏えいが法令に基づく行政上の諸制度を破壊

し住民全体の利益に重大な損害を与えるおそれがあるため時期を限って秘密の扱いとす

る文書とされており、処理基準では入札や試験問題に関する文書などが例示されている。

　以上はいずれも、秘密にする必要が明白な実質秘にあたり、その判断に法的な規定が

あるものが対象となる。一方、取扱注意文書は、その内容から秘密の扱いにすべきこと

が直ちに明白ではなく、指定によりはじめて秘密であることを認識しうるものであると

され、記載内容を秘密にしておくことで得られる住民全体の利益が情報を開示すること

による利益より大きいときに行政の公平や円滑な執行のため時期を限って秘密の扱いと

する文書とされている。
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（3）秘密文書の指定者
　秘文書及び一時秘文書の指定は、起案文書の場合は事案の決定権者、起案文書以外は

その事案を主管する部長もしくは所長が行うとされている。取扱注意文書については、

主務課長が指定者とされている。

　また、処理基準では、一時秘文書及び取扱注意文書のうち、秘密とする必要がなくなっ

たものに関しては、指定の解除をしなければならないとしており、これらがあくまで時

限的な秘密文書であることを明確にしている。

６　文書保存年限設定基準の制定
　続いて、東京都文書管理規程において文書保存年限表の作成で参照するよう定められて

いる「東京都文書保存年限設定基準」について、その概要を確認する。

（1）基準制定に至る経緯
　先述のとおり、東京都処務規程における文書保存制度では、個々の文書の保存期間が

長期化する傾向にあった。このことは、保管する文書の総量増加につながり、廃棄を阻

害していると捉えていた文書課では、長らく文書保存年限の設定方法を抜本的に見直す

作業が積み重ねられていた 35。

　まず模索されたのは、帳票類も含むあらゆる文書名を列挙した文書保存年限表をあら

かじめ設けることで文書ごとに適切な保存年限を設定する方法であった。しかし、全体

を網羅した表を作成することができず、昭和 40 年までに試案をまとめたものの成案を

得るには至らなかった 36。

　次いで、昭和 42 年３月に方針を改め、各文書の保存期間は１年を原則とし、２年以

上の保存が必要となる文書に対象を絞り文書保存年限表を作成することとした。だが、

それでももれなく列挙することは困難を極め、作業は中断した。

　以上の曲折を経て設けられたのが、東京都文書管理規程第 50 条の規定である。本規

定では、網羅的な文書保存年限表を用意するのではなく、その前提となる基準を設け、

それを参考に実際の文書保存年限表は各課で個別に作成することとされている。基準は

総務局長が別に定めるとしており、昭和 48 年４月に制定された 37。

（2）設定基準の原則
　この設定基準で対象となる文書は、一般文書及び帳票とされている。このうち、一般

文書は起案文書と供覧文書をさしている。

　また、一般文書の保存年限設定に関しては、事務事業を「計画」「実施」「統制」に区

分したうえで、原則として、計画機能に係る文書は長期保存、実施機能に係る文書は

10 年保存以下、統制機能に係る文書は１年以下にするとしており、事案ごとに文書の

利用度や重要度を考慮して保存年限を設定するよう定めている。その際、保存年限は必

要最小限度にとどめなければならないとしている。

（3）原本保存主義
　以上の設定基準は、総務局長名により各局宛に通知された。その際、あわせて本基準

に関わる留意事項が示されている 38。例えば、各課で作成した文書保存年限表は文書課

長及び公文書館長に送付すべきことや、複数の課で同種の文書を扱う場合の文書保存年

限表の作成方法といった主務課長に対する具体的な指示のほか、文書の保存及び利用の
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段階でその文書のマイクロフィルム化を考慮すべきことなどが示されている。

　また、以上に加え注目すべきこととして、「原本保存主義」に言及している点が挙げ

られる。これは、一般文書であれば、主管課において起案文書を保存することで、その

事案に関する情報は確保されるため、通達や通知などその起案文書を基に発せられた文

書を収受した他の課においては、その収受文書について上記の起案文書よりも短期間の

保存年限を設定するというものである。このことには、同じ内容の文書が組織内で重複

して保存されることを避けるねらいがある 39。

７　公文書館の現存資料からみる文書保存の実態
　以上をふまえ、東京都公文書館で現在所蔵している文書を用いて、ここまでに確認した

文書管理規程の運用実態を探る。とりわけ、当該期に導入されたファイリングシステムに

焦点を絞り、同制度による保存文書がどのようなかたちとなっているか、確認をする。

（1）ファイリングシステム導入以前における文書の保存形態
　そもそも、ファイリングシステムが導入されるまで、完結文書は一定の規則に基づき

簿冊の形態で保存をしていた。例えば、東京都処務規程による文書管理が行われていた

時期であれば、同規程により完結文書は事項別もしくは保存年限別に編集及び製本しな

ければならないとされていた。また、その具体的な手順についても取扱要領が別途定め

られており、統一的な方法により処理するしくみとなっていた 40。

　画像１は、上記の規程及び取扱要領に従って製本された東京都公文書館所蔵の簿冊で

ある 41。規程では文書を暦年単位で整理するよう定めており、この簿冊では昭和 30 年

の完結文書が綴られている。また、簿冊の表紙には、「東京都公文」と表示したうえで、

編綴されている文書の事項名や主管局部課名を記すこととなっており、取扱要領ではそ

の基準が図示されていた（画像２）。この事例からは、簿冊の編集及び製本は取扱要領

に従い処理されていたことがわかる。

（2）ファイリングシステムにおける長期文書の保存形態
　文書の管理の特例に関する規程が施行された昭和 39 年以降、ファイリングシステム

実施課では、東京都処務規程で定める文書の編集及び製本は行わないとされた。このこ

とはファイリングシステムを原則とする東京都文書管理規程でも踏襲され、あわせて上

記取扱要領が廃止されている 42。

画像２　取扱要領による製本方法の例示画像１　簿冊形態による文書保存の事例
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　画像３は、東京都公文書館が所蔵する昭和 40 年代の文書のうち、この時点でファイ

リングシステムを導入していた実施課のものである 43。紐で綴じられているのは一件の

文書のみとなっている。同課からあわせて引き継がれた文書は、基本的にこの事例と同

様、一件ごとにそれぞれ紐やステープラによってまとめられた状態で保存されている。

東京都のファイリングシステムでは、完結文書を一件ずつ所定のフォルダにはさみ、専

用のキャビネットで保管した後、保存対象となる文書のみ公文書館へ引き継ぐしくみと

なっていた。この事例からは、ファイリングシステム運用下の文書は、編集及び製本さ

れることなく、キャビネットで保管していた段階における状態のまま引き継がれたこと

がわかる。

　しかし、公文書館が所蔵するこの時期の保存文書には上記の原則にあてはまらないも

のも多い。画像４は、衛生局総務部庶務課による昭和 51 年の起案文書がまとめられた

簿冊であり、同局所管の条例制定に関する文書が綴じられている 44。ここからは、表紙

の記載事項が一部簡略化されているものの、ファイリングシステム導入以前と同様の仕

方で文書が編集されていることが確認できる。表紙を開くと綴られている文書の一覧を

示した目次が備え付けられているが（画像５）、これも簿冊形態による文書保存が行わ

れていたときに必須とされていた処置である。画像６は、以上の簿冊と同じ主務課によ

る同種の事項名が記された簿冊を抽出し、その一部を並べたものとなる。この事例では、

例外はあるものの類似した保存形態の文書が昭和 50 年代末まで続いている。

画像４　簿冊による「例外」の保存文書画像３　ファイリングシステム運用下の保存文書

画像6　衛生局庶務課条例関係綴 ( 一部抜粋 )画像 5　簿冊に備え付けられた目次
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　東京都文書管理規程第 53 条では、必要があると認められる文書について編集及び製

本することができると定められており、その対象について、同規程制定時の依命通達で

は「キヤビネツトに収納することが不適当な文書、利用度の高い文書等」としている。

公文書館に現存する簿冊形態の文書は、この規定に基づき製本されたものとみられる。

　やや後年のこととなるが、昭和 56 年４月から公文書館整理閲覧係で文書の引継ぎ整

理を実際に担当していた職員の証言によると 45、編綴されていない状態、すなわちファ

イリングシステムの方式で引き継がれてくる文書はあまりなく、大部分は板紙等を用い

簡易に綴じられた簿冊の形態で引き継がれてきたという。また、公文書館に多くの文書

を引き継いでいた局においては、ほとんどが従来の簿冊形態であったとされている。先

ほど挙げた簿冊も、この証言内容に対応する事例のひとつであるといえるだろう。

　このように公文書館の保存文書からは、ファイリングシステムによる文書管理が貫徹

しているとはいいがたく、すべてを同方式によって処理できたわけではなかったことが

みえてくる。少なくとも文書保存の段階においては、従前の方法を併用せざるをえない

状況であったことがうかがえる。本稿で確認した具体例は少数に限られるため、これに

よりただちに結論を得ることはできないが、新たな文書管理方式と位置付けられたファ

イリングシステムの枠組みと、文書保存の実態との間にずれがある点は指摘できるもの

と思われる。

おわりに
　本稿では、昭和 47 年に制定された東京都文書管理規程の運用体制が整えられるまでの過

程をたどった。東京都の文書管理に関する規程は、昭和 30 年代から同 40 年代にかけ改善を

積み重ね、「文書管理」の名を冠した単独の規程が制定されるに至る。あわせて現在に続く

文書管理の基本的な要素や考え方のいくつかがこの間に生み出され、次第に制度的な枠組み

が形作られていったことがわかる。また、昭和 43 年には東京都公文書館が設置され、文書

保存の基盤が構築されたこともこの時期の特筆すべき制度改革であるといえる。

　以上を経て、東京都の文書管理制度は昭和 50 年代以降、さらなる改革が行われることと

なる。その概要に関しては、本シリーズの次回において取り上げる予定である。

1� 本シリーズ過去の論考は、以下のとおりである。

宮﨑翔一・佐藤佳子「【シリーズ・東京都の文書管理規程】①東京都制施行時の文書管理規程」『東京都公文書館調査

研究年報〈WEB 版〉』第６号（令和２年）

小野美里「【シリーズ・東京都の文書管理規程】②戦後東京都の文書管理規程―昭和 20 年代」『東京都公文書館調査

研究年報〈WEB 版〉』第７号（令和３年）

太田亮吾「【シリーズ・東京都の文書管理規程】③昭和30年代の文書管理規程―マイクロフィルムによる文書保存とファ

イリングシステムの導入」『東京都公文書館調査研究年報〈WEB 版〉』第８号（令和４年）

2� 本規程は、制定当時「東京都庁処務規程」という題名であったが、昭和 32 年３月 30 日の改正で「東京都処務規程」と

改められた。なお、制定当時の条文は本シリーズ第２回収録の資料３で示したほか、昭和 32 年の改正までを反映したも

のをシリーズ第３回の資料２で掲載している。このほかの時期の条文を確認する手段としては、同じくシリーズ第３回

で紹介した『東京都文書事務関係規程集』や『都政六法』の各版がある。

3� 制定当時の条文は、シリーズ第３回の資料６に掲載している。東京都処務規程同様、『東京都文書事務関係規程集』や『都

政六法』で各時期の条文を確認することができる。
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4� 東京都編『職員ハンドブック』1968 年版（帝国地方行政学会、昭和 43 年）、331 頁

5� 前掲「【シリーズ・東京都の文書管理規程】③昭和 30 年代の文書管理規程」掲載の表２（30 頁）を参照

6� 東京都総務局総務部文書課編『東京都文書事務の手引』令和３年版（東京都生活文化局広報広聴部都民の声課、令和３年）、

67 頁

7�『東京都行政資料集録』昭和 39 年度版（東京都、昭和 40 年）、12-16 頁

8� 行政管理庁史編集委員会編『行政管理庁史』（行政管理庁、昭和 59 年）、848-857 頁

9� 文書事務研究会編『東京都文書事務の手引』新訂版（ぎょうせい、昭和 56 年）、48-53 頁

10�東京都公文書館所蔵東京都文書「東京都処務規程の一部改正について」（昭和 42 年９月 28 日起案、総総文発第 271 号）（請

求番号：ウ 110.10.3）

11�「東京都処務規程一部改正要綱」（前掲「東京都処務規程の一部改正について」）、東京都公文書館所蔵東京都文書「東京

都処務規程一部改正要綱について」（昭和 42 年９月 19 日、決定第 39 号）（請求番号：ツ 405.5.6）

12�「東京都回議様式改正」（東京都訓令甲第 197 号）『東京都公報』号外（昭和 24 年 12 月 27 日）登載。廃止時点における

様式の内容については、『東京都文書事務関係規程集　昭和四十二年四月一日現在』（東京都総務局総務部文書課、昭和

42 年）（請求番号：総務 B57）149-156 頁を参照

13�『東京都政五十年史』事業編Ⅲ（東京都、平成６年）、320 頁。『東京都公文書館年報』令和３年度版（東京都公文書館、

令和４年）、２頁

14�総務局総務部文書課作成「公文書館建設説明資料」（昭和 41 年２月４日）。記載内容に関しては、白石弘之「東京都公文

書館の歴史――文書疎開から 30 年公開まで」（『東京都公文書館調査研究年報〈WEB 版〉』第１号、平成 27 年）において

詳述されている。令和５年３月現在、本資料は当館所蔵の公開資料に含まれていないため、本稿では上記論文を参照した。

15�「東京都組織規程の一部を改正する規則」（東京都規則第 185 号）『東京都公報』号外 168（昭和 43 年 10 月 1 日）登載

16�東京都公文書館所蔵東京都文書「東京都処務規程の一部改正について」（昭和 43 年９月 24 日起案、総総文発第 247 号）（請

求番号：ク 204.16.8）

17�「公文書館における公文書保存業務について」（東京都公文書館所蔵東京都文書「東京都公文書館処務規程の制定について」

（昭和 43 年９月 24 日起案、総総庶発第 1701 号）（請求番号：N02.07.03））

18�前掲「東京都公文書館の歴史」、12 頁

19�東京都公文書館所蔵東京都文書「東京都公文書館事務分科の制定等について」（昭和 43 年 10 月１日起案、総総庶発第

1709-2 号）（請求番号：N02.07.07）。さらに、昭和 43 年 12 月の事務分科改正により、『東京百年史』刊行の事務局を担

う東京百年史編集係が設置された（東京都公文書館所蔵東京都文書「東京都公文書館事務分科の一部改正について」（昭

和 43 年 12 月 16 日起案、総総庶発第 2174-2 号）（請求番号：N02.07.07））。

20�前掲「東京都公文書館事務分科の制定等について」

21�「公文書館係設置理由書」（前掲「東京都公文書館処務規程の制定について」）

22�東京都処務規程改正の概要――新規程制定の経緯について」『文書だより』第５号（東京都総務局総務部文書課、昭和

47 年４月）（請求番号：総務 A274）。『文書だより』は、文書事務に携わる職員向けとして文書課が発行した庁内刊行物

である。各局の文書係に配られ、文書事務に関する指導記事が掲載されていた（水野保「アーキビストの足跡――専門

的職務と一般職のはざまで」『アーカイブズ学研究』第 33 号）。

23�東京都公文書館所蔵東京都文書「東京都文書管理規程に制定に伴う依命通達について」（昭和 47 年３月 25 日起案、総総

文発第 61 号）（請求番号：ク 210.22.8）。なお、本通達の施行によって、昭和 29 年 12 月 28 日付の副知事依命通達「文

書の編集および保存について」（本シリーズ第３回において資料１として掲載）は廃止された。

24�「東京都事案決定規程」（東京都訓令甲 10 号）『東京都公報』増刊６（昭和 47 年３月 15 日）登載。本規定の施行は、東

京都文書管理規程と同じ昭和 47 年４月１日である。

25�東京都公文書館所蔵東京都文書「東京都文書管理規程の制定について」（昭和 47 年３月３日起案、総総文発第 42 号）（請

求番号：ク 210.22.8）

26�「東京都文書保存年限設定基準の制定について」『文書だより』第９号（東京都総務局総務部文書課、昭和 48 年５月）（請

求番号：総務 A274）

27�前掲『東京都文書事務の手引』新訂版、181 頁

28�文書事務研究会編『東京都文書事務の手引』初版（帝国地方行政学会、昭和 49 年）、192 頁

29�同上、172 頁

30�「東京都文書管理規程の全部改正」（東京都訓令第５号）『東京都公報』増刊 28（昭和 60 年３月 25 日）登載。文書事務

研究会編『東京都文書事務の手引』全訂版（ぎょうせい、昭和 60 年）、120 頁参照
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31�東京都公文書館所蔵東京都文書「東京都秘密文書及び取扱注意文書処理基準の制定について」（昭和 47 年６月 29 日起案、

総総文第 145 号）（請求番号：ク 210.22.1）。本文書からは、処理基準制定にあわせ昭和 47 年７月７日付で副知事依命

通達が出されていることも確認できる。

32�「東京都秘密文書及び取扱注意文書処理基準の考え方」『文書だより』第６号（東京都総務局総務部文書課、昭和 47 年 10 月）

（請求番号：総務 A274）、東京都情報公開制度研究会作成『情報公開に関する研究報告書』（東京都総務局情報公開準備室、

昭和 57 年４月）（請求番号：総務 C31）。上記『研究報告書』によると、本処理基準は「全国に先駆けて制定されたもので」、

「理念的にも先導的なものであった」（49 頁）。

33�「東京都秘密文書及び取扱注意文書処理基準」記載文書添付の「資料」（東京都公文書館所蔵東京都文書「【庁議】秘密文

書及び取扱注意文書処理基準について」（昭和 47 年７月７日）（請求番号：ツ 404.4.4））

34�前掲「東京都秘密文書及び取扱注意文書処理基準の考え方」

35�文書保存年限設定基準の制定に至る経緯は、「文書の新保存年限の制定について」（前掲『文書だより』第 6号）に詳しい。

36�現在当館では、昭和 39 年 10 月作成（請求番号：総務 C2）と同 40 年３月作成の試案（請求番号：総務 C3）を所蔵している。

37�東京都公文書館所蔵東京都文書「東京都文書保存年限設定基準の制定について」（昭和48年４月20日起案、総総文第33号）

（請求番号：ク 212.24.3）。この基準により実際に各課で文書保存年限表を作成し、保存年限の設定が行われるようになっ

たのは、昭和 49 年４月以降であった（注 27 の資料を参照）。

38�前掲「東京都文書保存年限設定基準の制定について」

39�前掲『東京都文書事務の手引』初版、176 頁

40�前掲「文書の編集および保存について」

41�東京都公文書館所蔵、請求番号が 501-09.B3-04.04、補助件名が「昭和 30 年　建築基準」の東京都文書

42�注 23 参照

43�東京都公文書館所蔵東京都文書「昭和 44 年度南多摩新都市開発本部組織改正案について（部課の設置等）」（昭和 44 年

1 月 30 日起案、多管庶収第 6号）（請求番号：C05.05.09）

44�東京都公文書館所蔵、請求番号がオ 306.16.05 の東京都文書

45�元東京都公文書館整理閲覧係職員・水口政次氏へのヒアリング（令和５年１月 23 日実施、インタビュアは佐藤佳子・東

京都公文書館史料編さん担当課長代理）。資料として、両氏の許諾のもと聞き取り記録の全文を以下に掲載する。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ファイリングシステム導入後の東京都公文書館引継ぎ文書について
（元公文書館職員ヒアリング記録　令和 5年 1月 23 日実施）

話者：水口政次（�昭和 56 年４月から平成 12 年３月、同 14 年４月から平成 19 年３月まで整理閲覧係で現代公文書の

引継ぎ整理を担当）

インタビュー・文責：佐藤佳子（平成２年４月から同 11 年３月、同 16 年４月から現在、史料編さん担当職員）

Ｑ　東京都公文書館に引き継がれてきた文書に、ファイリングシステムで整理された文書がそのままの形で引き継がれて

きた事例はあったか。その割合はどの程度か。

Ａ　割合は明確ではないが、ファイリングシステムでバラバラの文書が引き継がれてくることはあまりなかった。大部分は、

板紙等で簡易に綴じられた簿冊の形態で引き継がれたと思う。

　公文書館においては、ルーティン業務として、引き継がれた文書を一旦解体してマイクロフィルム撮影した後、元の

簿冊と同じ秩序で再製本を行っていた。一部の例外※はあるが、原則として「原秩序の保存」が公文書館の原則であり、

自分が記憶している限りでは当初の引継ぎ単位と異なる形で合冊製本することはなかった。

　ファイリングシステム管理のものは、特定の局で見られたが、総務局・財務局・建設局など公文書館に多くの文書を

引き継いでいた局においては、従来の簿冊形態がほとんどであった。

Ｑ　ファイリングシステムについての印象は？

Ａ　文書を保存年限別に管理するのは、業務を行う上で不便な方式であった。例えばある一つの事業を行うとき、それを

行うための決定原議（根拠原議）が長期保存文書だったとすると、事業実施原議やそれに伴う経費の支出原議等はたい

てい有期保存文書となる。そのため、そうした関連原議も次々と根拠原議の上に綴っていく従来のやり方の方が、当該

事業に関する全ての文書を網羅することができるため、合理的で便利だった。

※オリンピック関係文書を指す。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

※本報告書の著作権は東京都にあります。「私的使用のための複製」や「引用」など著作権法上認められた場合を除き、
　無断で複製・転用することはできません。
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資料編
資料の収録にあたって
・縦組みの資料は、横組みに変更しています。

・�誤字や内容に誤りがある箇所には、その上に（　）で小さく正しい

字もしくは（ママ）と記しました。

・正誤表がある資料は、その内容を反映しています。

・�編集による省略等、編者の注については、小さい文字で、○省略。の

ように記しました。

・様式等の収録には、縮尺の異なるものが含まれています。

・�紙幅の関係上、様式等については収録の順序を一部入れ替えてい

るところがあります。その該当箇所には、注を付しました。

【資料１】
⦿東京都訓令甲第百九十七号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　務　　局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財　　務　　局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公　文　書　館

　東京都公文書館処務規程を次のように定める。

　　昭和四十三年十月一日

　　　　　　　　　　　　　　　東京都知事　美�濃�部　　亮　吉

　　　東京都公文書館処務規程

（掌理事項）

第一条　東京都公文書館（以下「館」という。）は、都の公文書類及び資

史料の保存及び利用並びに都政に関する修史事業を行なうため次の事

務をつかさどる。

　一�　公文書類及び資史料の収集、製本、保存、利用及び廃棄に関する

こと。

　二　公文書類及び資史料のマイクロフイルム化に関すること。

　三　都政史料の編さんに関すること。

　四　資史料の閲覧に関すること。

（係の設置）

第二条　総務局長は、知事の承認を得て、館に係を置くことができる。

（職　員）

第三条　館に次の職員を置く。

　館長

　主事

２　前項のほか、係長、主任調査員及び必要な職員を置くことができる。

（職員の資格及び任免）

第四条　館長は、事務吏員のうちから、知事が命ずる。

２　係長及び主任調査員は、吏員のうちから、総務局長が命ずる。

３　前二項以外の職員は、総務局所属の職員のうちから、総務局長が配

属する。

（職員の職責）

第五条　館長は、総務局総務部長の命を受け、館の事務をつかさどり、

所属職員を指揮監督する。

２　係長及び主任調査員は、館長の命を受け、係又は担任の事務を処理

する。

３　前二項以外の職員は、上史
（司）

の命を受け、事務に従事する。

（館長の決定対象事案）

第六条　館長の決定すべき事案は、おおむね次のとおりとする。

　一�　職員の事務分掌、即日帰庁の出張、休暇（公民権の行使及び育児

時間の利用を含む。）、超過勤務、休日勤務及び勤務を要しない日の

振替えに関すること。

　二�　予定価格が五十万円未満の請負又は委託により行なう工事、修

繕、通信又は運搬に係る役務の提供に関すること。

　三�　予定価格が三十万円未満の物件の買入れ、売払い、貸付け又は借

入れに関すること。

　四�　二十万円未満の補助金、分担金及び負担金（法令によりその交

付が義務づけられているものにあつては、二十万円以上のものを含

む。）の交付並びに寄附金の贈与に関すること。

　五　軽易な事項に関する報告、答申、進達及び副申に関すること。

　六　軽易な申請、照会、回答及び通知に関すること。

　七　諸証明に関すること。

　八　文書の受理に関すること。

（決定事案の細目）

第七条　総務局長は、前条により館長の決定の対象とされた事案の実施

細目を定めなければならない。

（事業計画）

第八条　館長は、毎年三月末日までに、翌年度の年間事業計画を定め、

総務局総務部長の承認を受けなければならない。

（事業報告等）

第九条　館長は、毎月五日までに、次に掲げる事項について総務局総務

部長に報告しなければならない。

　一　前月分の職員の勤務状況

　二　前月分の事業の実績及び概要

２　前項の規定にかかわらず、館長は、重要又は異例に属する事項は、

そのつど総務局総務部長に報告しなければならない。

（永久保存文書の引継に伴う処理）

第十条　館長は、東京都処務規程（昭和二十七年東京都訓令甲第八十九

号）第五十五条第一項及び文書の管理の特例に関する規程（昭和

三十八年東京都訓令甲第九十二号）第二十条の二第一項の規定によ

り、永久保存文書の引継を受けたときは、保存年限の正否等を調査し

たうえ、引継結果を文書課長に通知しなければならない。

２　館長は、東京都処務規程第五十五条第二項及び文書の管理の特例に

関する規程第二十条の二第三項の規定による承認をしようとするとき

は、あらかじめ文書課長に協議しなければならない。

（永久保存文書の保存、廃棄方式等）

第十一条　館長は、引継を受けた永久保存文書を永久保存文書分類基準

の項目別に区分整理して保存しなければならない。

２　館長は、引継を受けた永久保存文書をマイクロフイルム化実施基準

の定めるところに従い、マイクロフイルムに撮影し、そのフイルムを保

存しなければならない。

３　永久保存文書分類基準及びマイクロフイルム化実施基準は、館長が

文書課長の承認を得て定める。

４　館長は、引継を受けた永久保存文書のうち、マイクロフイルムに撮影

した文書及びその他特別な理由により保存の必要がないと認めるに至

つた文書については、文書課長及び主務課長と協議のうえ、廃棄する

ものとする。

（保存文書の公開）

第十二条　館長は、引継を受けた永久保存文書を職員以外の者の閲覧に

供し又は謄写させるときは、保存公文書公開基準の定めるところに従

つて行なわなければならない。

２　保存公文書公開基準は、館長が総務部長の承認を得て定める。

（館の処務細則）

第十三条　館長は、あらかじめ総務部長の承認を得て、館の処務細則を

定めることができる。

（準　用）

第十四条　この規程に定めるものを除いては、東京都処務規程を準用す

る。

　　　附　則

　都政史料館処務規程（昭和三十二年訓令甲第二十号）は、廃止する。

（『東京都公報』号外168　昭和43年10月1日）
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【資料２】
⦿東京都訓令甲第十一号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庁　中　一　般

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支　　　　　庁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　　業　　所

　東京都文書管理規程を次のように定める。

　　昭和四十七年三月十五日

　　　　　　　　　　　　　東京都知事　美�濃�部　　亮　　吉

　　　東京都文書管理規程

目次

　第一章　総則（第一条―第十条）

　第二章　文書の収受及び配布（第十一条―第二十条）

　第三章　文書の処理（第二十一条―第三十六条）

　第四章　文書の浄書及び発送（第三十七条―第四十条）

　第五章　文書の整理及び保存

　　第一節　通則（第四十一条―第四十四条）

　　第二節　文書の引継ぎ及び保管（第四十五条―第四十八条）

　　第三節　文書の保存（第四十九条―第五十五条）

　　第四節　文書の利用（第五十六条―第六十条）

　　第五節　文書の廃棄（第六十一条―第六十五条）

　第六章　補則（第六十六条）

　　　附　則

　　　第一章　総則

（目的）

第一条　この規程は、文書事務の管理について、基本的な事項を定める

ことにより、文書事務の円滑かつ適正な実施を図り、もつて事務の能率

化及び合理化に資することを目的とする。

（用語の定義）

第二条　この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ

当該各号に定めるところによる。

　一�　局　東京都組織規程（昭和二十七年東京都規則第百六十四号。以

下「組織規程」という。）第八条第一項に規定する本庁の局及び室並

びに都民室、都立大学、競走事業廃止対策本部、養育院、南多摩新

都市開発本部、中央卸売市場、消費生活対策室及び都市防災本部を

いう。

　二�　所　組織規程別表一に掲げる本庁行政機関（前号に規定する局を

除く。）及び組織規程別表二に掲げる地方行政機関（係に相当する

地方行政機関を除く。）をいう。

　三　部　局の部及びこれに相当する室等をいう。

　四�　課　局及び所の課並びにこれに相当する室等並びにこれらに相当

する所（以下「課相当の所」という。）をいう。

　五�　庶務主管課　局（総務局を除く。）、部又は所の庶務をつかさどる

課をいう。

　六　庶務主管課長　前号に規定する庶務主管課の長をいう。

　七　完結文書　文書上の事務処理が完結した文書をいう。

　八　未完結文書　文書上の事務処理が完結していない文書をいう。

　九�　文書の保管　文書を当該文書に係る事案を担当する課（以下「主

務課」という。）の事務室内の一定の場所に収納しておくことをいう。

　十�　文書の保存　文書を書庫等事務室以外の場所に収納しておくこと

をいう。

　十�一　移換え　フアイリング・キヤビネツト（以下「キヤビネツト」�

という。）の上二段に収納している当該会計年度の文書をキヤビネツ

トの下二段又は事務室内の書類庫、書棚等に移すことをいう。

　十�二　置換え　キヤビネツトの下二段又は書類庫、書棚等に収納して

いる文書を保存箱に入れて書庫等事務室以外の場所に移すことをい

う。

　十�三　持出し　主務課の職員が、文書を借り出すことをいう。

　十四　貸出し　主務課の職員以外の者に文書を貸し出すことをいう。

（文書取扱いの基本）

第三条　文書は、正確、迅速、丁寧に取り扱い、事務が能率的かつ適正

に行なわれるように処理及び管理しなければならない。

（文書主任及び文書取扱主任の命免）

第四条　総務局総務部文書課（以下「文書課」という。）及び局の庶務主

管課に文書主任を、その他の課に文書取扱主任を置く。ただし、局の

長（以下「局長」という。）が文書取扱主任を置く必要がないと認める

課については、この限りでない。

２�　前項ただし書による場合は、局長（総務局長を除く。）は、あらかじ

め総務局長の承認を得なければならない。

３　文書主任及び文書取扱主任は、局長が命免する。

４�　局の庶務主管課長は、文書主任の命免があつたときは、すみやかに

総務局総務部文書課長（以下「文書課長」という。）に通知しなければ

ならない。

（文書主任及び文書取扱主任の職務）

第五条　文書主任及び文書取扱主任は、上司の命を受け、文書主任にあ

つてはその所属する局及び課、文書取扱主任にあつてはその所属する

課における次の事務に従事する。

　一　文書の収受、配布及び発送に関すること。

　二　文書の処理の促進に関すること。

　三　文書の審査に関すること。

　四　文書の整理、保管、保存、引継ぎ及び廃棄に関すること。

　五　資料及び図書の整理、保管及び利用に関すること。

　六　文書事務の進行管理に関すること。

　七　文書事務の指導及び改善に関すること。

　八　その他文書事務に関し必要なこと。

（フアイル責任者の設置）

第六条　課の長（以下「課長」という。）は、その課の文書事務に従事す

る職員（文書主任及び文書取扱主任を除く。）のうちから、フアイル責

任者一人を指名する。ただし、文書課長の承認を得て、フアイル責任

者を置かないことができる。

２　課長は、必要があると認めるときは、フアイル責任者の補助者を置く

ことができる。

（フアイル責任者の職務）

第�七条　フアイル責任者は、その所属する課の文書主任又は文書取扱主

任を補助し、次に掲げる事務に従事する。

　一　文書の収受、配布及び発送に関すること。

　二　未完結文書の追求に関すること。

　三　完結文書の持出し及び貸出しに関すること。

　四　完結文書の移換え、置換え、引継ぎ及び廃棄に関すること。

　五　文書授受カード及び文書収発カードの記載及び整理に関すること。

　六　前各号のほか、文書の整理、保管及び保存に関すること。

（文書管理帳票）

第八条　文書の管理に要する簿冊は、次のとおりとする。

　一　文書課に備える簿冊

　　（一）文書授受簿� （第一号様式）

　　（二）親展（秘）文書送付簿� （第二号様式）

　　（三）文書使送簿� （第三号様式）

　　（四）金券送付簿� （第四号様式）

　　（五）条例原簿� （第五号様式）

　　（六）規則、訓令、告示原簿� （第六号様式）

　二　局及び所の庶務主管課並びに課相当の所に備える簿冊

　　（一）文書授受簿� （第一号様式）

　　（二）文書使送簿� （第三号様式）

　　（三）金券送付簿� （第四号様式）

　三　その他の課に備える簿冊
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　　（一）文書使送簿� （第三号様式）

第九条　前条に定めるもののほか、文書の管理に関し次の帳票を使用す

る。

　一　文書授受カード

　（一）文書授受カード（甲）� （第七号様式）

　　（二）文書授受カード（乙）� （第八号様式）

　二　文書収発カード

　（一）文書収発カード（甲）� （第九号様式）

　（二）文書収発カード（乙）� （第十号様式）

２　相当件数の同種の文書を定例的に処理する場合は、主務課の長（以

下「主務課長」という。）は、文書課長の承認を得て、当該文書の管理

に関し、文書授受カード又は文書収発カードによらず別の帳票（以下

「特例帳票」という。）を使用することができる。

（文書の記号及び番号）

第十条　受発文書には、受発した当該会計年度の数字と主務の局・部・

課又は所・課を表わす四以内の文字とからなる記号を附し、番号を記

載しなければならない。ただし、文書収発カードに登録しない文書に

は、番号の記載は、必要としない。

２　前項に定める文書の記号は、課ごとに文書課長又は局の庶務主管課

長が定める。

３　前条第二項の規定により、特例帳票を使用する場合の文書の記号

は、主務課長が文書課長又は局の庶務主管課長の承認を得て、前項に

規定する記号に当該事案を表示する一字を加えたものをもつて定める

ものとする。

４　文書の番号は、毎年四月一日に第一号から一連番号によりつけ始め、

翌年三月三十一日に止める。

５　第一項及び前項の規定にかかわらず、受発文書の発信人、名あて人

等と関連文書の往復等を行なう必要があるときは、当該関連文書には

当初の受発文書の記号及びその番号の枝番号を附することができる。

　第二章　文書の収受及び配布

（本庁に到達した文書）

第十一条　本庁に到達した文書（局に直接到達した文書を除く。）は、文

書課長が受領するものとする。

２　文書課長は、知事、副知事又は都あての文書（親展（秘）文書を除

く。）を開封する。

３　文書課長は、受領した文書（知事又は副知事あて親展（秘）文書を除

く。）を局の庶務主管課長に配布しなければならない。ただし、内閣及

び各府省の通達等のうち重要又は異例の文書で緊急の処置を要すると

認めるものは、配布前に知事及び副知事の閲覧を受けなければならな

い。

４　文書課長は、次表の上欄に掲げる文書の種別に応じ、同表下欄に掲

げる収受及び配布の方法により、受領した文書を処理するものとする。

文書の種別 収受及び配布の方法

一�　知事又は副知事あ

ての親展（秘）文書

ア � 封筒に第十一号様式による都収受印（以

下「都収受印」という。）を押し、親展

（秘）文書送付簿に所要事項を記載して、当

該文書を総務局知事室長に配布すること。

二�　書留扱い（現金書

留を含む。）、内容

証明扱い及び配達証

明扱いによる文書並

びに特別送達文書

イ �（ア）文書の余白（開封しないものにあつ

ては封筒）に都収受印を押し、文書授受

簿に所要事項を記載して、当該文書を局

の庶務主管課長に配布すること。

�（イ）現金書留で開封したものは、金券

送付簿に所要事項を記載して、当該現

金を出納長に送付すること。この場合に

は、金券送付簿に出納長室の事務担当者

の受領印を徴すること。

三�　開封した文書のう

ち、収受の日時が権

利の得喪にかかわる

と認められるもの

ウ �（ア）文書の余白に都収受印を押し、文

書授受簿に所要事項を記載して、当該文

書を局の庶務主管課長に配布すること。

�（イ）到達日時を文書の余白に明記し、

収受事務担当者が押印すること。

�（ウ）差押通知書、債権譲渡通知書等

は、出納長を経由して局の庶務主管課長

に配布すること。

四�　開封した文書のう

ち、金券が添附され

ているもの

エ （ア）ウの（ア）に同じ。

�（イ）文書の余白に金券の種類及び員数

を記載し、かつ、「金券出納長室送付」

の印を押すこと。

�（ウ）金券送付簿に所要事項を記載し、金

券をイの（イ）に準じて処理すること。

五�　開封した文書のう

ち、重要と認められ

るもの

オ ウの（ア）に同じ。

六�　開封した文書のう

ち、二の項から前項ま

でに該当しないもの

カ � 文書の余白に都収受印を押し、当該文

書を局の庶務主管課長に配布すること。

七�　知事、副知事又は

都あての文書以外の

文書（二の項に該当

するものを除く。）

キ　� そのまま局の庶務主管課長に配布する

こと。

５�　数局に関連する文書は、文書課長が正文を最も関係の多い局の庶務

主管課長に配布し、写しをその他の局の庶務主管課長に配布するとと

もに、その旨をそれぞれの文書の余白及び文書授受簿に記載しておか

なければならない。

６�　第三項（ただし書を除く。）から前項までの規定にかかわらず、総務

局に係る文書については、次条及び第十三条の規定を準用する。

　（局の庶務主管課における文書の収受及び配布）

第�十二条　局に直接到達した文書及び文書課長から配布された文書（第

十六条に定める部又は課に係る文書を除く。）は、局の庶務主管課長が

収受しなければならない。ただし、局に到達した知事又は副知事あて

親展（秘）文書は、そのまま文書課長に回付するものとする。

２�　局の庶務主管課長は、親展（秘）文書その他開封を不適当と認めるも

のを除き、すべての文書を開封する。

３�　局の庶務主管課長は、収受した文書を主務課長に配布しなければな

らない。

４�　局の庶務主管課長は、次表の上欄に掲げる文書の種別に応じ、同表

下欄に掲げる収受及び配布の方法により文書を処理するものとする。

文書の種別 収受及び配布の方法

一�　親展（秘）文書そ

の他開封を不適当と

認める文書

ア � 封筒に第十二号様式による収受印（以下

「収受印」という。）を押し、文書授受カー

ドに所要事項を記載して、当該文書を文書

授受カード（乙）とともに主務課長又は名

あて人の属する課の長に配布すること。

二　起案を要する文書 イ �（ア）文書の余白に収受印を押し、文書

収発カードに所要事項を記載して、当該

文書を文書収発カード（乙）とともに主

務課長に配布すること。

�（イ）局で開封した文書のうち収受の日

時が権利の得喪にかかわると認められ

るものは、到達日時を文書の余白に明記

し、収受事務担当者が押印すること。
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　　�（ウ）局で開封した文書のうち、金券が

添附されているものは、文書の余白に金

券の種類及び員数を記載し、金券送付

簿により当該金券を出納長に送付するこ

と。この場合には、金券送付簿に出納長

室の事務担当者の受領印を徴すること。

三�　起案を要しない文

書で、保存年限が一

年をこえるもの及び

保存年限が一年以下

の書留、内容証明等

の特殊扱いのもの

ウ　�（ア）文書の余白に収受印を押し、文書

授受カードに所要事項を記載して、当該

文書を文書授受カード（乙）とともに主

務課長に配布すること。

　　（イ）イの（イ）に同じ。

　　（ウ）イの（ウ）に同じ。

四�　起案を要しない文

書で、保存年限が一

年以下のもの（三の

項に掲げるものを除

く。）

エ　�（ア）文書の余白に収受印を押し、主務

課長に配布すること。

　　（イ）イの（イ）に同じ。

　　（ウ）イの（ウ）に同じ。

５�　前項の規定にかかわらず、第九条第二項に定める特例帳票に係る文

書については、局の庶務主管課長が収受印を押し、主務課長に配布す

るものとする。

６�　局内の数課に関連する文書は、局の庶務主管課長が正文を最も関係

の多い主務課長に配布し、写しをその他の主務課長に配布するととも

に、その旨をそれぞれの余白及び文書授受カード又は文書収発カード

に記載しておかなければならない。

第十三条　前条の規定にかかわらず、所又は所の長（以下「所長」とい

う。）あての文書については、局の庶務主管課長は、収受印を押し所の

庶務主管課長（課相当の所にあつては当該所の長）に配布するものと

する。ただし、権利の得喪にかかわると認められる文書等重要と認めら

れるものについては、文書授受簿に記載しなければならない。

（部相当の所に到達した文書の収受及び配布）

第十四条　部に相当する所（以下「部相当の所」という。）に到達した文

書は、当該所の庶務主管課長が収受しなければならない。

２　部相当の所の庶務主管課長は、親展（秘）文書その他開封を不適当

と認める文書を除き、すべての文書を開封する。

３　部相当の所の庶務主管課長は、収受した文書を主務課長に配布しな

ければならない。

４　前各項に定めるもののほか、部相当の所の庶務主管課長は、第十二

条
（ママ）

四項から第六項まで及び第十三条の規定に準じて文書を収受し、配

布するものとする。

（課相当の所に到達した文書の収受）

第十五条　課相当の所に到達した文書は、当該所の長が前条の規定に準

じて収受するものとする。

（文書の収受及び配布の特例）

第十六条　局又は所の庶務主管課長（総務局にあつては文書課長）は、

当該局の部若しくは課又は当該所の課が特殊の事情にあると認めると

きは、当該局の部の庶務主管課長若しくは当該局の課の長又は当該所

の課の長と協議し、文書課長の承認を得て、当該局の部若しくは課又

は当該所の課において第十二条及び第十三条の例により文書の収受及

び配布を行なわせることができる。この場合において、総務局にあつて

は、文書課長の承認は、必要としない。

（主務課における文書の取扱い）

第十七条　主務課長は、当該課に直接到達した文書を受領したときは、

文書課又は庶務主管課において収受手続をしなければならない。

２　主務課長は、文書課長又は庶務主管課長から配布された文書が、文

書授受カード若しくは文書収発カードに登録されていない場合におい

て、当該文書を文書授受カード若しくは文書収発カードに登録する必

要があると認めるとき、又は誤つて登録されている場合において、登

録を是正する必要があると認めるときは、文書課長又は庶務主管課長

に対し、当該文書の登録を行ない、又は是正するよう求めることができ

る。

（文書配布の方法）

第十八条　文書主任又は文書取扱主任は、定時に、文書課又は庶務主管

課において文書の配布を受けるものとする。

（勤務時間外の到達文書の収受）

第十九条　勤務時間外に到達した文書は、各庁舎における宿直員が収受

し、文書課長又は庶務主管課長に引き継がなければならない。

（親展文書）

第二十条　知事又は副知事あての親展文書が閲覧後交付されたときは、

総務局知事室長は、遅滞なく文書課長に当該文書を回付しなければな

らない。

２　文書課長は、前項の規定により文書の回付を受けたときは、第十一条

の例により処理するものとする。

　　　第三章　文書の処理

（処理方針）

第二十一条　文書は、すべて主務課長が中心となり課の事務担当者にお

いてすみやかに処理しなければならない。この場合において、主務課

長以外の者の決定を要する事案に係る文書の処理については、当該事

案の決定権者の指示を受けるものとする。

２　施行期日の予定されるものは、決定案を記載した文書（以下「起案文

書」という。）の回付等に必要な余裕をおいて起案し、必要な審議、審

査、協議その他の事案決定に対する関与が行なわれる機会を失わない

ように努めなければならない。

（事務担当者等への引渡し）

第二十二条　主務課において、収受し、又は配布を受けた文書は、文書

主任若しくは文書取扱主任又はフアイル責任者が主務課長の指示を受

け、次表の上欄に掲げる文書の種別に応じ、同表下欄に掲げる引渡し

方法により遅滞なく当該文書を引き渡さなければならない。

文書の種別 引渡し方法

一　親展（秘）文書 ア�　文書授受カード（乙）に所要事項を記載

し、受領印を徴して名あて人に引き渡すこ

と。

二�　文書授受カード

（乙）又は文書収発

カード（乙）ととも

に配布された文書

イ�　文書授受カード（乙）又は文書収発カー

ド（乙）に所要事項を記載し、受領印を徴

して事務担当者に引き渡すこと。

三�　特例帳票により処

理する文書

ウ�　特例帳票に所要事項を記載し、事務担当

者に引き渡すこと。

四�　前各号に定める文

書以外の文書

エ　そのまま事務担当者に引き渡すこと。

２�　主務課長は、主務課長以外の者の決定を要する事案に係る文書を収

受し、又は配布を受けた場合において、その処理が特に重要なものであ

るときは、直ちに処理できるものを除き、あらかじめ当該文書を決定権

者の閲覧に供しなければならない。

３�　事務担当者は、文書の引渡しを受けたときは、当該文書の左上の余白

に第四十三条に定めるフアイル基準表による文書分類記号及び当該文

書の保存年限を記載しなければならない。

（起案）

第�二十三条　起案は、規則、訓令等に定めのある場合を除き、第十三号

様式による起案用紙（以下「起案用紙」という。）を用い、別に定める

東京都公文規程（昭和四十二年東京都訓令甲第十号）により平易明確

に行なわなければならない。

２�　軽易な事案に係る起案は、起案用紙を用いず符せんを用い、又は文
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書に余白がある場合は、その余白を利用して行なうことで
（ママ）

きる。

３　定例的に取り扱う事案に係る起案は、主務課長が文書課長の承認を

得て、起案用紙を用いず、一定の帳票を用いて行なうことで
（ママ）

きる。

４　起案文書には、決定区分、文書分類記号、保存年限、決定関与者職

名、起案年月日等の必要事項を、それぞれの欄に記載しなければなら

ない。

（資料の添附）

第二十四条　起案文書には、必要に応じて起案の理由及び事案の経過を

明らかにする資料を添えなければならない。

（特別取扱い方法）

第二十五条　起案文書には、事案の性質により、「至急」、「秘」、「公

報登載」、「官報登載」、「例規集収録」、「公印省略」、「略割印」

等の注意事項を回付上・施行上の注意欄に朱書することによつて表示

し、機密を要する起案文書は、封筒に入れてその旨を表示しておかな

ければならない。

（文書の発信者名）

第二十六条　庁外へ発送する文書は、知事名を用いる。ただし、文書の

性質又は内容により、特に必要がある場合は副知事名若しくは局長名

（都立大学事務局長名を含む。以下同じ。）又は都名を用いることがで

きる。

２　一般照復文書、対内文書等は、事案の軽重により局長名、部長（部

の長をいう。）名又は所長名を用いるものとする。ただし、特に軽易

な事案に係る一般照復文書、対内文書等は、課長名を用いることで
（ママ）

き

る。

３　前項の規定にかかわらず、法令等に定めのあるとき、又は特に必要の

あるときには、都名、局名、部名、課名又は所名を用いることで
（ママ）

きる。

４　対内文書には、職名のみを用い、氏名等は省略することができる。

（事務担当者の表示）

第二十七条　発送する文書には、照会その他の便宜に資するため当該文

書の末尾に事務担当者の所属、職名、氏名及び電話番号を記載するも

のとする。

（起案文書の登録等）

第二十八条　収受文書によつて起案した場合には、フアイル責任者が文

書収発カード（乙）に所要事項を記載し、直ちに決定の手続をしなけれ

ばならない。

２　収受文書によらないで起案した場合には、事務担当者が文書課又は

局若しくは所の庶務主管課において文書収発カードに所要事項の登録

を受け、直ちに決定の手続をしなければならない。

３　前項の規定は、課相当の所及び第十六条に定める部又は課について

準用する。この場合において、前項中「文書課又は局若しくは所の庶務

主管課」とあるのは、「当該課」又は「当該部の庶務主管課」と読み替

えるものとする。

４　収受文書により起案する場合には当該収受文書の番号を、収受文書

によらないで起案する場合には発議する文書の番号をそれぞれ起案文

書の番号とする。

５　決定済みの条例、規則、訓令及び告示の番号は、文書課で条例原簿

又は規則、訓令、告示原簿に記載する。

（起案文書の回付）

第二十九条　事案決定のための起案文書の回付は、すべて流れ方式によ

るものとする。ただし、特に緊急又は機密を要する起案文書、その他重

要な起案文書は、内容を説明することができる職員が持回りすることが

できる。

（起案文書の回付に係る事案の検討）

第三十条　事案決定に対する関与を行なうための起案文書の回付を受け

たときは、決定関与者は、直ちに当該文書の回付に係る事案を検討し、

当該事案に係る決定案について異議があるときは、その旨をすみやか

に主務課長に連絡しなければならない。

２　前項の検討を終了したときは、決定関与者は、直ちに主務課長にそ

の旨連絡しなければならない。

（廃案の通知等）

第三十一条　事案に係る決定案を廃し、又は当該決定案の内容に重要な

変更（以下「内容変更」という。）を加えたときは、主務課長は、その旨を

すでに決定の関与を終了した決定関与者に通知しなければならない。

　　この場合において内容変更を加えたときは、再度文書を回付しなけ

ればならない。

（供覧）

第三十二条　起案を要しない文書で供覧を要するものは、起案用紙を用

いて供覧するものとする。ただし、軽易なものは、文書の余白に供覧の

表示をし、供覧押印欄を設けて文書を回付することで
（ママ）

きる。

２　第二十九条の規定は、前項の場合について準用する。

（機密又は緊急事案の処理）

第三十三条　機密又は緊急を要する起案文書は、上司の指揮を受けて通

常の手続によらず、便宜処理することができる。ただし、事後に所定の

手続をとらなければならない。

（未完結文書の追求）

第三十四条　文書主任又は文書取扱主任は、主務課長の指示を受け、文

書収発カード（乙）等によつて、未完結文書を追求し、その処理状況を

明らかにしておかなければならない。ただし、軽易で定例的なものは、

フアイル責任者が行なうことで
（ママ）

きる。

２　文書主任若しくは文書取扱主任又はフアイル責任者は、起案予定月

日、引継予定月日等が到来してもまだ処理が完結していない文書につ

いては、再度予定月日を定め、文書収発カード（乙）等に記載して、処

理の促進を図らなければならない。

（文書処理状況の調査等）

第三十五条　文書課長又は局若しくは所の庶務主管課長は、必要がある

と認めるときは、文書の処理状況を調査し、又は主務課長から報告を

受け、それに基づき主務課長に指示を与えることで
（ママ）

きる。

（既決箱等）

第三十六条　文書を処理するため、決定権者は、既決箱及び未決箱を備

えなければならない。

　　　第四章　文書の浄書及び発送

（浄書）

第三十七条　決定済みの起案文書で浄書を要するものは、即日浄書する

ものとする。

２　タイプライターによる浄書は、文書課又は局若しくは所の庶務主管

課で行なうものとする。ただし、文書課長又は局若しくは所の庶務主管

課長が不適当と認めるときは、この限りでない。

３　浄書した者は、起案文書の浄書欄に押印しなければならない。

４　決定済みの起案文書に所定の公文の形式等と異なる形式等又は過誤

を認めたときは、浄書を担当する課の長は、起案の趣旨に反しない限り

修正することで
（ママ）

きる。この場合修正した者は、その旨を附記して押印し

なければならない。

（照合）

第三十八条　浄書文書は、浄書後直ちに起案文書と照合しなければなら

ない。

２　照合した者は、起案文書照合欄に押印しなければならない。

（公印）

第三十九条　照合を終了した浄書文書は、東京都公印規程（昭和二十八

年東京都規則第百五十八号）の定めるところにより、公印を押印しなけ

ればならない。ただし、対内文書又は軽易な文書については、起案文

書及び発送文書に「略割印」又は「公印省略」の記載をし、公印を省略

することで
（ママ）

きる。

（発送）

第四十条　発送を要する文書は、直ちに使送、郵送又は集配に区分し、
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使送するものは、文書使送簿に所要事項を記載し、発送しなければな

らない。

２�　機密を要する文書を発送する場合には、当該文書を封筒に入れて密

封し、その旨を表示して発送しなければならない。

３　発送した者は、起案文書の発送欄に押印しなければならない。

　　　第五章　文書の整理及び保存

　　　　第一節　通則

（文書の整理）

第四十一条　文書は、常に整然と分類して整理し、必要なときに、直ちに

取り出せるように保管し、又は保存しておかなければならない。

２　文書の保管又は保存に当たつては、常に紛失、火災、盗難等の予防

の処置をとるとともに、重要なものは、非常災害時に際しいつでも持ち

出せるように、あらかじめ準備しておかなければならない。

（保管単位）

第四十二条　文書の保管は、主務課において行なう。ただし、職員の数、

文書の発生量、事務室の状況等により、主務課長が他の保管単位によ

ることが適当と認めるときは、この限りでない。

２　前項ただし書による場合は、主務課長は、あらかじめ文書課長の承

認を得なければならない。

（フアイル基準表）

第四十三条　文書の分類は、フアイル基準表により行なう。

２　フアイル基準表の作成又はその内容の変更は、主務課長が文書課長

の承認を得て行なう。

３　同種の事務を取り扱う所が多数あるときは、主務課長は、局の庶務主

管課長が文書課長の承認を得て定めたフアイル基準表の準則に基づい

て、フアイル基準表を作成することで
（ママ）

きる。この場合には、前項の文書

課長の承認は、必要としない。

（保管用具）

第四十四条　文書の整理及び保管には、キヤビネツト及びフアイリング

用具を使用する。ただし、キヤビネツトに収納することが不適当な文書

については、書類庫、書棚等それぞれ適切な用具を使用することがで

きる。

　　　　第二節　文書の引継ぎ及び保管

（事務担当者の文書の整理及び引継ぎ）

第四十五条　事務担当者は、未完結文書をフオルダーに入れてキヤビネ

ツトの一定の位置に収納しておかなければならない。

２　事務担当者は、文書上の処理が完結したときは、当該文書を直ちにフ

アイル責任者に引き継ぎ、自己の手元においてはならない。

３　フアイル責任者は、前項の規定により引継ぎを受けた文書について

は、処理の完否を確かめた後、文書授受カード（乙）又は文書収発カー

ド（乙）に所要事項を記載しなければならない。

４　フアイル責任者は、常に完結文書の回収に努めなければならない。

（完結文書の整理及び保管）

第四十六条　フアイル責任者は、完結文書を必要に応じて利用すること

ができるように、フアイル基準表に定める分類項目別に整理し、フオル

ダーに入れてキヤビネツトに収納しておくものとする。

２　前項の規定により文書を保管するときは、四段キヤビネツトにあつ

ては、当該会計年度の完結文書は上二段に、前年度分は下二段に収納

し、その他のキヤビネツトにあつては、これに準ずるものとする。

（移換え及び置換え）

第四十七条　保管文書の移換え及び置換えは、毎年度末に行なう。

２　常時利用する保管文書は、移換え又は置換えを行なわないことがで

きる。

（文書授受カード等の整理及び保管）

第四十八条　文書授受カード（甲）及び文書収発カード（甲）は文書課又

は局若しくは所の庶務主管課（第十六条に規定する部にあつては当該

部の庶務主管課）において、文書授受カード（乙）及び文書収発カード

（乙）は主務課においてそれぞれ保管する。

２　文書授受カード及び文書収発カードは、文書の追求、索引及び利用

に便利なように文書番号順、分類項目別等に整理しておくものとする。

　　　　第三節　文書の保存

（文書の保存年限の種別）

第四十九条　文書の保存年限の種別は、次の五種とする。

　　　　一年保存

　　　　三年保存

　　　　五年保存

　　　　十年保存

　　　　長期保存

２　前項の規定にかかわらず、法令に保存期間の定めのある文書及び時

効が完成する間証拠として保存する必要がある文書については、文書

の保存年限は、それぞれ法令に定める期間又は時効期間による。

３　主務課長は、文書の保存年限が前二項の規定によりがたいと認める

ときは、文書課長の承認を得て、文書の保存年限の種別を新設するこ

とで
（ママ）

きる。

（保存年限の設定）

第五十条　文書の保存年限は、文書保存年限表により、主務課長が定め

る。

２　文書保存年限表の作成又はその内容の変更は、主務課長が文書課長

の承認を得て行なう。

３　主務課長は、文書保存年限表を作成し、又はその内容を変更しよう

とするときは、総務局長が別に定める基準を参考にし、かつ、法令等

の定め、文書の効力、重要度、利用度、資料価値等を考慮するものと

する。

（保存年限の計算）

第五十一条　文書の保存年限の計算は、その完結した日の属する会計年

度の翌年度初めから起算する。ただし、暦年による必要がある文書は、

その完結した日の属する年の翌年一月一日から起算する。

（完結文書の保存方法）

第五十二条　保存を必要とする完結文書は、文書主任又は文書取扱主任

の指示を受けて、フアイル責任者が次に掲げるところに従い保存しな

ければならない。

　一�　会計年度（以下「年度」という。）による文書は年度ごとに、暦年

による文書は暦年ごとに保存年限別に仕分けし、かつ、分類項目別

に区分して整理すること。

　二　保存箱に収納すること。

　三�　文書量の都合により、二年度又は二年以上にわたる分を同一の保

存箱に収納するときは、区分紙を差し入れ、年度又は年の区分を明

らかにしておくこと。

　四�　保存箱の表には、保存箱番号、分類項目名、年度又は年、廃棄予定

年、文書名、主管局部課名又は所名その他必要な事項を記載すること。

　五�　年度又は年をこえて処理した文書は、その事案が完結した年度又

は年の文書として区分すること。

　六�　相互にきわめて密接な関係がある二以上の完結文書は、一件とし

て整理すること。この場合において、保存年限を異にするものについ

ては長期のものにより、分類項目を異にするものについては主たる文

書の分類項目により整理すること。

２　保存箱に収納した文書については、その保存箱の番号を文書収発

カード（乙）に記載し、当該文書収発カード（乙）を保存箱番号別に区

分して整理しなければならない。

（編集及び製本）

第五十三条　必要があると認める文書は、別に定めるところにより編集及

び製本をすることで
（ママ）

きる。

（長期保存の文書等の引継ぎ）

第五十四条　主務課長は、置換えに際して長期保存の文書に文書収発
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カード（乙）を添え、文書課又は局の庶務主管課を経て、東京都公文

書館長（以下「公文書館長」という。）に引き継がなければならない。

この場合において、文書収発カード（乙）を添えることができない文書

については、これに代えて引継目録を添えなければならない。

２　主務課長は、長期保存の文書以外の文書について、公文書館長から

引継ぎを求められたときは、当該文書を公文書館長に引き継がなけれ

ばならない。

３　前二項に定める文書の引継ぎができないとき、又はそのまま主務課

において保管しようとするときは、主務課長は、公文書館長の承認を得

なければならない。

（機密文書の引継ぎ）

第五十五条　機密文書の引継ぎについては、前条の規定によらないこと

ができる。

　　　　第四節　文書の利用

（文書の持出し）

第五十六条　文書の持出しをしようとする者は、持出カードを当該文書

がはいつていたフオルダーに入れておかなければならない。

２　持ち出した文書は、退庁時までに必ずフアイル責任者に返還しなけ

ればならない。

（文書の貸出し等）

第五十七条　文書の貸出しを受け、又は文書を閲覧しようとする職員は、

フアイル責任者に申し出なければならない。

２　前項の申出があつたときは、フアイル責任者は、主務課長の承認を

得て、貸し出し、又は閲覧させるものとする。

３　フアイル責任者は、前項により文書を貸し出し、又は閲覧させるとき

は、貸出・閲覧カードに所要事項を記載して、当該カードを当該文書が

はいつていたフオルダーに入れておかなければならない。

（職員以外の者への文書の貸出し等）

第五十八条　職員以外の者に文書を貸し出し、又は閲覧させるときは、

フアイル責任者は、主務課長の許可を得て行なわなければならない。

２　前条第三項の規定は、前項の場合について準用する。

（長期保存の文書等の貸出し等）

第五十九条　公文書館長は、第五十四条第一項及び第二項の規定により

公文書館長に引き継がれた保存文書の貸出しを受け、又は閲覧をしよ

うとする者があるときは、主務課長の同意を得て、当該貸出し又は閲覧

を許可することで
（ママ）

きる。

（貸出期間）

第六十条　貸出期間は、十日以内とする。ただし、主務課長又は公文書

館長が特に必要があると認めるときは、この限りでない。

２　貸出文書の返還予定月日が過ぎてもなお当該文書が返還されないと

きは、公文書館長又はフアイル責任者は、返還の督促をしなければな

らない。

　　　　第五節　文書の廃棄

（文書の廃棄の決定）

第六十一条　主務課長は、文書（第五十四条第一項及び第二項の規定に

より公文書館長に引き継がれた文書を除く。）が保存年限を経過したと

きは、すみやかに廃棄しなければならない。

２　主務課長は、長期保存の文書以外の文書で、保管し、又は保存する

必要がなくなつたと認める文書については、当該文書の保存年限の経

過前においても、文書課長又は局の庶務主管課長と協議して廃棄する

ことで
（ママ）

きる。この場合において、一年保存の文書については、文書課長

又は局の庶務主管課長との協議は、必要としない。

第六十二条　公文書館長は、第五十四条第一項及び第二項の規定により

公文書館長に引き継がれた文書について、当該文書の保存年限の起算

日から十年ごとに、あらためて保存の可否を決定するものとする。

２　前項の規定にかかわらず、公文書館長は、必要があると認めるとき

は、そのつど公文書館長に引き継がれた文書の保存の可否を決定する�

ことができる。

３　公文書館長は、前二項の規定により保存の可否を決定しようとする場

合は、あらかじめ主務課長及び文書課長に協議しなければならない。

４　公文書館長は、第一項及び第二項の規定により保存する必要がない

と決定した文書については、すみやかに廃棄しなければならない。

第六十三条　文書を廃棄し、滅失し、又はき損したときは、その旨を文書

授受カード（乙）又は文書収発カード（乙）に記載し、その年月日、分

類項目名、件数、廃棄方法、滅失き損の原因その他必要な事項を文書

課長又は局の庶務主管課長に通知しなければならない。ただし、一年

保存の文書及び第六十一条第二項に定める文書については、この限り

でない。

（廃棄文書の処理）

第六十四条　廃棄を決定した文書のうち、秘密保持を必要とするもの

は、焼却、溶融又は裁断等の処置をとらなければならない。

２　廃棄を決定した文書で、事務執行上の参考とするため必要なもの

は、資料として保管することで
（ママ）

きる。

（長期保存の文書等の保存、利用及び廃棄）

第六十五条　第五十四条第一項及び第二項の規定により公文書館長に引

き継がれた文書の保存、利用及び廃棄については、この規程に定める

もののほか、東京都公文書館処務規程（昭和四十三年東京都訓令甲第

百九十七号）に定めるところによる。

　　　第六章　補則

（課を置かない部等の特例）

第六十六条　課を置かない部については、当該部は課と、当該部の庶務

をつかさどる課長相当の職にある者は課長とみなす。

２　課を置かない部相当の所については、当該所は課相当の所と、当該

所の庶務をつかさどる課長相当の職にある者は課長とみなす。

３　課で長を置かないものにあつては、当該課の庶務をつかさどる課長

相当の職にある者は、
（ママ）

課長とみなす。

４　病院等の事務室は、部相当の所又は課相当の所とみなす。

　　　附　則

（施行期日）

１　この訓令は、昭和四十七年四月一日から施行する。

（文書の管理の特例に関する規程の廃止）

２　文書の管理の特例に関する規程（昭和三十八年東京都訓令甲第

九十二号。以下「旧特例規程」という。）は、廃止する。

（経過措置）

３　この訓令の施行の際、すでに保存年限の設定されている文書は、次

表の上欄に掲げる保存年限の区分に応じ、同表下欄に掲げる保存年限

の文書とみなす。

永久保存 長期保存

十五年保存 十年保存

十年保存 五年保存

五年保存 三年保存

一年保存 一年保存

東京都処務規程（昭和二十七年東

京都訓令甲第八十九号）第五十二

条の七の規定による保存年限

第四十九条第三項の規定による保

存年限

４　前項に規定するものを除くほか、この訓令の施行前に、東京都処務

規程（以下「旧規程」という。）又は旧特例規程によつてなした手続そ

の他の行為（局又は所の処務規程により旧規程を準用してなした手続

その他の行為を含む。）は、この訓令にこれに相当する規定があるとき

は、この訓令の相当規定によつてなしたものとみなす。

５　文書の保存年限の設定については、第五十条第二項の規定による文

書保存年限表が作成されるまでの間は、なお従前の例による。この場

合には、附則第三項の規定を準用する。
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６　この訓令の施行の際、フアイリング・システムが導入されていない課

にあつては、フアイリング・システムが導入されるまでの間は、この訓

令中フアイリング・システムに基づく事務処理に関する規定は、適用せ

ず、なお従前の例による。

７　旧規程又は旧特例規程により調整した簿冊及び様式類で用紙の現に

残存するものは、当分の間、なお使用することで
（ママ）

きる。

（東京都訓令前行署名式及び令達式の一部改正）

８　東京都訓令前行署名式及び令達式（昭和二十三年東京都訓令甲第

百四十六号）の一部を次のように改正する。

　　二中ただし書を削る。

（東京都公文規程の一部改正）

９　東京都公文規程の一部を次のように改正する。

　　第二条第五号中「訓令甲又は訓令乙」を「訓令」に改める。

　　別記五中「第一訓令甲」を削り、「訓令甲」を「訓令」に改め、第二

を削る。

第1号様式

収　受　月　日
文　書　番　号

件　　　　　　　　名 発信者・受領印

(日本工業規格　Ｂ５)

　　月　　　日

文　書　授　受　簿

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

第2号様式

　　　月　　日
文 書 課 受 付

　　月　　日受領
知　事　室　㊞

　　　月　　日
文 書 課 回 付

　　　月　　日
　　　　課配付

　　　月　　日
文 書 課 受 付

　　月　　日受領
知　事　室　㊞

　　　月　　日
文 書 課 回 付

　　　月　　日
　　　　課配付

　　　月　　日
文 書 課 受 付

　　月　　日受領
知　事　室　㊞

　　　月　　日
文 書 課 回 付

　　　月　　日
　　　　課配付

　　　月　　日
文 書 課 受 付

　　月　　日受領
知　事　室　㊞

　　　月　　日
文 書 課 回 付

　　　月　　日
　　　　課配付

親　展 (秘) 文　書　送　付　簿

　　発 信 者

　　  住　所

　　  氏　名

　　記　事 　　発 信 者

　　  住　所

　　  氏　名

　　記　事 　　発 信 者

　　  住　所

　　  氏　名

(日本工業規格　Ｂ５)

　　記　事

　　記　事 　　発 信 者

　　  住　所

　　  氏　名

第3号様式

発　送
月　日

文 書 番 号 件　　　　　名 あ　て　先 受 領 印

月　日

月　日

月　日

月　日

月　日

文　　書　　使　　送　　簿

第4号様式

月　日 課　長 主　任 件　　名 種　別
庶　務
主管課

出納長室
取 扱 者

(日本工業規格　Ｂ５)

金　額

金　　券　　送　　付　　簿

第5号様式

公報番号 公布番号 題　　　名 議決月日 関 係 課 備　 考

(日本工業規格　Ａ４)

条　　例　　原　　簿

登載月日

(日本工業規格　Ｂ５)
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第9号様式

(統計カード)

文書取扱主
任 受 領 印

分類
記号

金･郵･収 円 　枚 摘　　　要

 あて先

特･書･現

文 書 収 発 カ ー ド (甲)

　
　
第
九
号
様
式
　
文
書
収
発
カ

ド

(

甲)

　件　　名  年　月　日　第　号

 発信者

(　年　月　日　第　号)　照依報通進申

第10号様式

継

保 存 箱
番　　号

 備　 考 主 務 課
保管承認

公 文 書
館 引 継

施　　行 廃棄予定

書･内･配

速 ・ 普
小 ・ 電

(統計カード)

特･書･現

 年　月　日　第　号　件　　名

(　年　月　日　第　号)　照依報通進申  あて先

処　理　経　過 保 存 廃 棄 経 過

取扱者 発信者

年　月　日

金･郵･収 円 　枚 決定区分 知･局･部･所･課

年　月　日

案回年　月　日
F･No.

C･No.

摘　　　要

記号

取

受

領

者

起

案

者

長･10･5･3･1

年　月　日 年　　月

廃　　案 年　月　日

文書収発カード(乙)　表

決　　定 年　月　日 廃　　棄 年　月　日
線

　
　
第
十
号
様
式
　
文
書
収
発
カ

ド

(

乙)

　
○
　
 
○
　
 
○
　
 
○
　
 
○
　
 
○
　
 
○
　
 
○

切 分類

起　　案 年　月　日

返還予定
年 月 日

　備　考

(統計カード)

文書収発カード(乙)　裏

貸　　出　　先 貸出年月日 返還年月日 照　　合 摘　要

　
○
　
 
○
　
 
○
　
 
○
　
 
○
　
 
○
　
 
○
　
 
○

切

取

線

35mm

昭 　　和

東 京 都

収 　 受

47 . 4 . 1

第11号様式 第12号様式

法

（　）

時

（　）

特

（　）

47 . 　4 . 　1
東　　京　　都

40mm

30mm

○ ○ 課

 ○ ○ ○　第　　　号

 ○ ○ 局　○ ○ 部

第6号様式

公報番号 公布番号 題 名 又 は 件 名 主 管 課 返済月日 備　 考

(日本工業規格　Ａ４)

規 則、訓 令、告 示 原 簿

登載月日

第7号様式

年　　月　　日

文書番号 件　　　名 発　信　者 受領印 摘　要

(日本工業規格　Ｂ６)

第
七
号
様
式
　
文
書
授
受
カ

ド

(

甲)

部　　　課　　　

文 書 授 受 カ ー ド (甲)

第8号様式

年　　月　　日

文書番号 件　　　名 発　信　者 分類記号
処
理

供

継

収

廃

供

継

収

廃

供

継

収

廃

供

継

収

廃

供

継

収

廃

供

継

収

廃

(日本工業規格　Ｂ６)

文 書 授 受 カ ー ド (乙)

第
八
号
様
式
　
文
書
授
受
カ

ド

(

乙)

部　　　課　　　

受
領
印
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第13号様式　乙号(表及び裏)

(日本工業規格　Ｂ５)

5 10 15

16×16＝256

5 5

10 10

15 15

第
1
3
号

様
式

　
丙

号

（
日

本
工

業
規

格
　

Ｂ
４

）

東

　
京

　
都

123456

123456

123456

123456

第13号様式　甲号(表)

保 存

(日本工業規格　Ｂ５)

主管課長 係　　長

協
議
 
決
定
後
供
覧

知 局

審
　
　
議

副　　　知　　　事 主　　管　　局　　長

決
定
権
者

起
　
　
 
案

部

部(所)

課　　　　電　話

先方の
文　書

浄書照合

主管部長

する。　　

文書取扱主任

所 課

審　　　　　　　　査

文書主任文書課長

局　　　　起案者　　事務担当者

　 件　　名

押　　印公印照合発信者

知事名・副知事名・局長名

部長名・所長名・課長名

　 あ　て　先

収　　受 昭和　 年　 月　 日昭和　　年　　月　　日　　　　　　第　　　号

決　　定

起　　案

昭和　 年　 月　 日

昭和　 年　 月　 日

　回付上・施行上の注意 施　　行 昭和　 年　 月　 日

年 

第　　　　号

分類記号

施行予定 昭和　 年　 月　 日

発　 送浄　 書

第13号様式　甲号(裏)

(日本工業規格　Ｂ５)

10

5

15

16×16＝256

5

10

15

5 10 15

別 紙
裏 面

 のように上記のことについて 

（『東京都公報』増刊6　昭和47年3月15日）

（「正誤」『東京都公報』第4391号　昭和47年3月27日）
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【資料３】
47総総文発第61号

昭和47年４月１日

各　局（室）長、出納長、

都民室長、都立大学総長、

競走事業廃止対策本部長、

養育院長、南多摩新都市　　　　殿

開発本部長、中央卸売市

場長、消費生活対策室長、

都市防災本部長

東京都副知事

　　磯　　村　　光　　男

東京都副知事

　　舩　　橋　　俊　　通

東京都副知事

　　常　　陸　　壮　　吉

　　　東京都文書管理規程の制定について（依命通達）

　昭和47年３月15日東京都訓令甲第11号をもつて東京都文書管理規程

（以下「新規程」という。）が制定され、同年４月１日から施行された。

　この規程は、知事部局におけるフアイリング・システムの導入がおおむ

ね完了するのに伴い、従来の東京都処務規程（昭和27年東京都訓令甲第

89号。以下「旧規程」という。）と文書の管理の特例に関する規程（昭和

38年東京都訓令甲第92号）を一本化し、新たにフアイリング・システムに

則した文書の管理に関する手続規定を整備することによつて事務執行の

能率化及び合理化を図る趣旨のもとに制定されたものである。

　ついては、貴職においては、下記事項に留意するとともに、十分所属職

員に周知徹底せしめその運営に当たつては遺憾のないよう取り計らわれ

たい。

　この旨命によつて通達する。

　おつて、文書の編集および保存について（昭和29年総総文発第213号副

知事依命通達）は、廃止する。

記

第１　総則に関する事項

１　文書取扱いの基本（第３条）

　　文書の処理及び文書の管理は、事務の能率化を促進するように行な

う必要があることを明確化したこと。

２　文書主任及び文書取扱主任の命免（第４条）

(1)　文書主任及び文書取扱主任は、文書管理制度を運営していくため

に種々の実務を統轄する役割を与えられており、その意味で文書管

理制度のかなめであるので、局長が命免するものとしたこと。

(2)　管理の対象となる文書の発生量がきわめて少ないと認められる課

にあつては、局長があらかじめ総務局長の承認を得て、文書取扱主

任を置かないことができるものとしたこと。

(3)　文書主任を任命するための総務局長協議並びに文書主任を免じ、

及び文書取扱主任を任免したときの総務局長への通知は、廃止し、

文書主任を命免したときにのみ局の庶務主管課長が文書課長にあて

通知することを要するものとしたこと。

３　文書主任及び文書取扱主任の職務（第５条）

(1)　文書主任はその所属する局及び課、文書取扱主任はその所属す

る課における文書管理に関する事務及び文書の審査に従事するもの

であること。ただし、部相当の所の庶務主管課及び第16条に規定す

る局の部の庶務主管課の文書取扱主任は、当該所又は部に到達した

文書の収受及び配布に関する事務をあわせて行なうものであること

（第14条・第16条）。

(2)　文書の処理の促進とは、起案から決定を経て施行に至るまでの一

連の文書事務を促進することをいい、文書事務の進行管理とは、文

書の収受、配布、起案、審査その他の決定関与、決定、浄書、公印の

押印及び発送に至る文書事務並びに発生した文書の保管、保存及び

廃棄の一連の文書事務をそれぞれ促進するよう管理することをいう

ものであること。

(3)　職務の内容として、新たに資料の整理、保管及び利用に関するこ

とを加えたこと。

４　フアイル責任者の設置（第６条）

(1)　フアイル責任者を置かないことができる課としては、文書の発生

量が少ないため、文書取扱主任がフアイル責任者の補助を必要とし

ない課がその対象としてあげられること。この場合においては、文書

取扱主任がその職務を行なうこと。

(2)　フアイル責任者の補助者を置く必要があるのは、文書の発生量

が特に多い課又は係が本課から離れている場合の当該課等であるこ

と。

５　文書管理帳票（第８条・第９条）

(1)　文書授受カード及び文書収発カードの採用により文書授受簿

（乙）、文書収受件名簿、文書発議件名簿及び文書件名簿を廃止し

たこと。

　　なお、従来フアイリング実施課において使用した文書管理カード

（授受）、文書管理カード（収）及び文書管理カード（発）も廃止し

たこと。

(2)　文書郵送簿は、文書収発カードの発送種別欄により文書管理上の

機能は十分果たしうるので、廃止したこと。

(3)　文書使送簿は、施行される文書を使送するときには必ず使用しな

ければならないものとしたこと（第40条）。

(4)　文書授受簿に登録すべき文書は、下記のとおりであること。

ア　文書課に置かれる文書授受簿

第11条第４項の表に掲げる処理方法に基づくもの

イ　局の庶務主管課に置かれる文書授受簿

(ア)　所又は所長あての文書のうち、重要なもの（第13条）

(イ)�　文書の収受及び配布の特例を認められた部又は課に係る文

書のうち、重要なもの（第16条）

ウ　所の庶務主管課又は課相当の所に置かれる文書授受簿

　所又は所長あての文書のうち、重要なもの（第14条・第15条）。

ただし、課相当又は係相当の所をもつ部相当の所の庶務主管課及

び係相当の所をもつ課相当の所に限り、文書授受簿を使用するこ

と。

エ　部の庶務主管課に置かれる文書授受簿

所又は所長あての文書のうち、重要なもの（第16条）

(5)　訓令（甲）及び訓令（乙）は、新規程附則第９項により訓令と改

められたので規則、訓令（甲）告示原簿及び訓令（乙）原簿を廃止

し、規則、訓令、告示原簿を置くものとしたこと。

(6)　第８条に掲げるもののほか、文書管理帳票として第９条に掲げる

ものがあること。これらの帳票は、庶務主管課と主務課の双方でその

記載を完成させるものであるので、動態的な帳票の設置として別条

としたものであること。

(7)　特例帳票としては、次のようなものが考えられるものであること。

ア　収受文書に係るもの

　届出書収受簿、通知書収受簿、申請書収受簿兼処理簿、依頼書

収受簿兼処理簿、申込書収受簿兼処理簿、契約台帳等

イ　発議文書に係るもの

報告書発議件名簿等

ウ　経由文書に係るもの

申請書収受簿兼送付簿、合議文書処理経過簿等

(8)　定例的に処理される文書で、特例帳票の使用が認められるものの

相当件数とは、同種の文書が年間100件以上発生すると予想される場

合又は同種の文書の年間発生件数が文書授受カード若しくは文書収

発カードに記載する文書の年間発生予想件数（ただし、300件未満の
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場合を除く。）の２割をこえると予想される場合をいうものであるこ

と。

６　文書の記号及び番号（第10条）

(1)　受発文書の記号は、受発した当該会計年度の数字と主務の局・

部・課又は所・課を表わす４以内の文字とからなるものとし、収発の

文字は不要としたこと。たとえば「47総総文第〇〇号」となるもので

あること。

　　なお、従来主務課を十分区別して表現できない場合があつた（た

とえば、江戸川清掃事務所と江戸川清掃事業所と江戸川清掃工場と

の区別）ので３以内の文字を４以内の文字に改めたものであること。

(2)　受発文書の記号は、局内で同一のものが生じないよう調整を図る

ため、局の庶務主管課長（総務局にあつては文書課長）が定めるも

のとしたこと。

(3)　特例帳票に係る受発文書の記号を定めるときは、当該記号の案

及び特例帳票の案をまとめて一つの起案として、局の文書主任を経

て、当該記号について当該局の庶務主管課長の承認を得た後、特例

帳票設定についての文書課長の承認を得なければならないものであ

ること。

(4)　枝番号を使用できるのは、おおむね次のような場合であること。

ア　国又は他府県からの照会文書に対し、その回答を作成するた

め、当該事案を主管する課以外の課又は区市町村等に対して更に

照会を必要とする場合の当該課又は当該区市町村等への照会文書

イ　相手先別、件名別等により一件態として文書を保管又は保存す

るのに適切な訴訟事件、工事案件等に係る文書を取り扱う場合

で、当該事件又は当該案件の発端となる文書以外の当該事件又は

当該案件を処理するための発議文書

(5)　枝番号のつけ方は、発端となる収受文書を第１号とすれば、関連

照会文書の最初の発議は、第１号の２で行ない、当該関連照会文書

に対する回答文書は、文書授受カードに登録するものであること。こ

の場合において、発端となる文書の文書収発カード（乙）の備考欄

に、枝番号により発した文書に対し回答があつた旨及び当該文書の

収受月日を記載しておく必要があること。第１号の３、第１号の４等

も同様に扱うものであること。

　　なお、回答を必要としない関連文書の発議であつても、枝番号の

つけ方は、同様に扱うものであること。

(6)　発端となる文書が発議文書である場合も、同様であること。

(7)　発端となる文書が収受文書である場合において、種々の調査等が

終り、当該発端となる文書の発信人に回答するときは、当該発端とな

る文書の番号を用いること。

第２　文書の収受及び配布に関する事項

１　本庁に到達した文書（第11条）

(1)　本庁に到達した文書（局に直接到達した文書を除く。）とは、文

書課文書交換室に郵送、使送等により到達した文書及び文書課文書

管理係で郵便局員から直接受領した文書をいうものであること。

(2)　局に直接到達した文書とは、局の各課で直接受領した文書をいう

ものであること。

(3)　文書課で開封した文書であつても、収受の日時が権利の得喪にか

かわると認められるもの、金券が添附されているもの、書留等特殊扱

いによるもの及び重要と認められるものを除き、簿冊に登録しない

で、都収受印のみを押して局の庶務主管課長に配布できるものとし

たこと。

(4)　書留扱い（現金書留を含む。）、内容証明扱い及び配達証明扱い

による文書並びに特別送達文書の収受及び配布の方法を明記したこ

と。

(5)　開封した文書のうち、重要と認められるものの収受及び配布の方

法を明記したこと。

　　なお、開封した文書のうち、重要と認められるものとは、国からの

通達、住民からの陳情書、請願書等事務事業の運営の方針に係るも

の又は住民の権利義務に係るものをいうものであること。

２　局の庶務主管課における文書の収受及び配布（第12条・第13条）

(1)　局の庶務主管課長は、親展（秘）文書その他開封を不適当と認め

るものを除き、すべての文書を開封するものとしたこと。この場合に

おいて、開封を不適当と認められるものには、現金書留等が考えられ

るものであること。ただし、局の庶務主管課において東京都会計事

務規則（昭和39年東京都規則第88号）による処理を行なうことにな

つているものにあつては、当該局の庶務主管課において開封して処

理しても差しつかえないこと。

(2)　従来、すべての文書を文書授受簿（乙）又は文書収受件名簿（フ

アイリング実施課にあつては文書管理カード（授受）又は文書管理

カード（収））に登録することとしていたのを改め、起案を要しない

文書で、保存年限が１年以下のもの（書留、内容証明等の特殊扱い

のものを除く。）は、書面に収受印を押し、主務課長に配布できるも

のとしたこと。

(3)　従来、文書収受件名簿（フアイリング実施課にあつては文書管理

カード（収））に記載していた文書のうち、起案を要しない文書で保

存年限が１年をこえるものについては、文書授受カードに登録する

ものとしたこと。

(4)　特例帳票に係る文書については、局の庶務主管課長は、収受印を

押して、主務課長に配布できるものとしたこと。

(5)　所又は所長あての文書についての取扱方法を明文化したこと。こ

の場合において局の庶務主管課で押印する収受印は、当該庶務主管

課名入りのものを使用するものであること。

３　部相当の所に到達した文書（第14条）

　所の庶務主管課長が開封を不適当と認める文書については、２(1)と

同様であること。

４　文書の収受及び配布の特例（第16条）

(1)　特例が認められる特殊の事情とは、部又は課が、その所属する局

又は所の庶務主管課との関係において特殊の庁舎事情にある場合そ

の他文書の発生量、文書の性質、職員の配置状況等により真に止む

を得ない事情にある場合をいうものであること。

(2)　特例が認められた場合には、部の庶務主管課又は課において文書

授受カード、文書収発カード及び文書授受簿等により文書を収受す

るものであること。当該部内の各課又は当該課の収受印も当該部の

庶務主管課又は当該課において管理するものであること。

(3)　特例が認められた部又は課に係る文書に局の庶務主管課で収受印

を押印するときは、当該庶務主管課名入りのものを使用するもので

あること。

(4)　特例が認められた部にあつては、第12条中「局」とあるのは

「部」と、「文書課長」とあるのは「局の庶務主管課長」と、「局

内」とあるのは「部内」と、第13条中「所又は所の長あて」とあるの

は「当該部又は当該部長あて」と、「所」とあるのは「当該部」と読

み替えるものであること。

(5)　特例が認められた課についても、(4)に準じて取り扱うものである

こと。

５　主務課における文書の取扱い（第17条）

　文書授受カード若しくは文書収発カードに登録されなかつた文書

で、主務課で登録の必要を認めるとき、又は文書授受カード若しくは

文書収発カードに誤つて登録されたときの登録又は登録の是正につい

て、明文化したこと。

第３　文書の処理に関する事項

１　事務担当者等への文書の引渡し（第22条第１項）

　事務担当者等に文書を引き渡す場合に文書主任若しくは文書取扱主

任又はフアイル責任者が取り扱う文書は、おおむね次のとおりであるこ

と。
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(1) 文書主任又は文書取扱主任が取り扱う文書

ア 親展（秘）文書

イ 文書授受カード（乙）又は文書収発カード（乙）とともに配布さ

れた文書（定例的な事案に係る文書で、主務課長がフアイル責任

者に取り扱わせることが適当であると認めたものを除く。）

(2) フアイル責任者が取り扱う文書

ア 文書授受カード（乙）又は文書収発カード（乙）とともに配布さ

れた文書のうち、定例的な事案に係る文書で主務課長がフアイル

責任者に取り扱わせることが適当であると認めたもの

イ 特例帳票により処理する文書

ウ 第22条第１項の表４の項に掲げる文書

２　現金書留の処理（第22条第１項）

　未開封のまま主務課長に送付された現金書留は、開封して、東京都

会計事務規則第119条の規定により、同規則に定める局の課長又は所長

が差出人の住所、氏名を記載した送付書に現金を添えて出納長又は特

別出納員に送付するものであること。現金書留に同封されていた文書

は、第22条第１項の表２の項から４の項までの引渡し方法により、文書

主任若しくは文書取扱主任又はフアイル責任者が事務担当者に引き渡

すものであること。

３　重要文書の閲覧（第22条第２項）

　文書の性質又は内容により、直ちに処理することが困難な文書のう

ち、主務課長以外の者の決定を要する事案に係る文書で、特に重要な

ものは、あらかじめ上司の閲覧に供し、当該事案についての情報提供

を行なわなければならないものであること。

４　起案用紙（第23条第１項）

　起案用紙の使用を合理的かつ、能率的に行なうために保存年限欄、

分類記号欄、審査欄、審議欄等の改善を行ない、起案用紙の整備を図

つたものであること。

　なお、起案用紙の記載方法は第11のとおりであること。

５　定例的に取り扱う事案に係る起案（第23条第３項）

(1) 定例的に取り扱う事案に係る起案は、起案用紙に記載すべき事

項の欄を設けた簿冊、伝票、カード等に必要事項を記載して行なう

ことができるものとしたこと。また、常例の文案（以下「例文」とい

う。）を添附し、施行月日、届出事項、あて先等事案に応じて変わ

る事項の欄並びに決定権者及び決定関与者の押印欄を設けた一定の

簿冊による処理（以下「例文処理」という。）ができるものであるこ

と。

(2) (1)により、起案用紙を用いずに一定の帳票を用いて起案する場

合には、主務課長が局の文書主任を経て、文書課長の承認を得て当

該帳票（例文処理の場合には、例文も含む。以下同じ。）を使用する

必要があること。この場合において主務課長は、決定後当該帳票を

１部文書課長に送付する必要があること。

(3) 起案用紙に代わる帳票が局、部又は部相当の所で用いられる場合

には、局、部又は部相当の所の庶務主管課長が文書課長の承認を得

るものとし、主務課長の文書課長への承認手続は、必要としないも

のであること。

(
（ママ）

3) 旧規程に基づき起案用紙に代えて用いていた簿冊は、新たに文書

課長の承認を得る必要がないものであること。

６　文書の発信者名（第26条）

(1)　一般照複
（復）

文書、対内文書の発信者名は、法令等に定めのある場合

を除き、あて先名と均衡を失しないように、あて先名と同等の職名を

用いるものであること。

(2) 地方自治法（昭和22年法律第67号）第153条の規定による委任事

務については、新規程は適用されないものであること。したがつて、

当該委任事務に基づく事案に係る文書の発信者名は、受任者名とな

るものであること。

７　起案文書の登録（第28条）

(1) 文書課、局若しくは所の庶務主管課、課相当の所又は第16条に定

める部の庶務主管課若しくは課の起案文書の登録については、文書

収発カード（甲）への記載は不要であり、文書収発カード（乙）への

記載で足りるものであること。

(2) 特例帳票によつて起案文書の登録を行なう場合には、フアイル責

任者が当該特例帳票に所要事項を記載するものであること。

(3) 第28条第３項の「当該課」は、第16条に定める「課」及び「課相

当の所」をいうものであること。

８　起案文書の回付方法等（第29条・第30条）

(1) 審議、審査、協議その他の事案決定に対する関与を行なう決定

関与者は、起案文書の回付を受けたときは、直ちに当該事案を検討

し、決定関与者自ら又は所属職員をして、その結果をすみやかに主

務課長又は起案者若しくは事務担当者に口頭、電話等で連絡するも

のとしたこと。

　なお、一定の簿冊を備えて回付された起案文書の記号、番号、回

付された月日等の所要事項を記録しておくことが望ましいものであ

ること。

(2) 起案文書の回付の順序は、おおむね次の順序によるものであるこ

と。ただし、庁舎事情や事案の性質、内容等によつては、この順序に

よらず適宜回付の順序を変えてよいものであること。

ア 決定権者の署名又は押印は、決定関与者の関与が終了したこと

を確認してから行なうこと。ただし、決定権者と同一の職位にある

者に協議を行なうときは、協議に先立って決定権者が決定権者欄

に署名又は押印して差しつかえないこと。

イ 審議は、協議に先立つて行なうこと。ただし、知事決定事案にお

ける副知事の審議は知事の決定の直前に、局長決定事案における

次長、技監又は道路監の審議は局長の決定の直前に行なうこと。

ウ 審議を行なう職位が複数の場合には、下位の職位から行なうこ

と。ただし、副知事の審議の順序は、当該事案を担任する副知事

が最後に審議し、その他の副知事は、知事の職務代理の順序と逆

順序に審議すること。

オ
（ママ）

　協議は、事案の内容に最も関係のある部課長等から順次行なう

こと。

エ
（ママ）

　審査は、審査を行なう者の上司が決定又は決定関与を行なう前

に行なうこと。ただし、文書課長が審査を行なう東京都公報に登

載すべき事項に係る事案、法規の解釈に関する事案で、文書課長

の上司が決定又は決定関与を行なわないものについては、決定を

行なう直前に審査を行なうこと。

カ 補助的決定関与を行なう者が指定されている場合には、その者

が先に決定関与の補助を行なうこと。

　なお、補助的決定関与を行なうことを指定された者が複数である

場合には、審議又は協議に準じて決定関与の補助を行なうこと。

９　供覧（第32条）

　収受した文書のうち、起案を要しないが、供覧しなければならない文

書は、起案用紙又は文書の余白に「供覧」の表示をして、閲覧に供すべ

きことを規定上明文化したものであること。供覧するために起案用紙を

用いる場合の記載方法は、次のとおりであること。

(1) あて先欄に「供覧」の表示をすること。

(2) その他の記載方法は、起案の場合に準じて行なうこと。

10　文書処理状況の調査等（第35条）

　各局長が処理未済文書報告書を作成して、総務局長に提出しなけれ

ばならないことを廃止し、文書課長又は局若しくは所の庶務主管課長

は、必要があると認めるときは、全庁の又は局内の若しくは所内の文書

処理状況を適時調査し、又は主務課長から課の文書処理状況の報告を

受け、これらの調査又は報告に基づき主務課長に文書処理について指

示を与えることができるものとしたこと。

第４　文書の浄書及び発送に関する事項
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１　文書の浄書、公印の押印及び発送の担当課（第37条―第40条）

(1)　文書の浄書及び発送は、文書の性質、内容及び量の多少によつて

最も適切な処理方法をとることができるものとしたこと。ただし、タ

イプライターによる浄書は、秘文書等の浄書又はタイピストの人員

配置等の理由により文書課又は局若しくは所の庶務主管課で行なう

ことが不適当である場合を除き、文書課又は局若しくは所の庶務主

管課で行なうものであること。

(2)　公印の押印は公印管守者により行なわれるものであり、公印の事

前押印及び公印印影の印刷は東京都公印規程（昭和28年東京都規則

第158号）の定めるところにより行なわれるものであること。

(3)　文書の浄書又は発送を集中管理している課においては、浄書依頼

伝票又は郵便物発送伝票等の帳票を定めて、浄書依頼者又は発送依

頼者に当該帳票に所要事項を記載させるなど一定の処理手続により

浄書又は発送を行なうようにする必要があること。

２　文書の発送（第40条）

(1)　文書郵送の記録は、文書収発カード（乙）の発送種別欄を用いて

行なうものであること。書留、内容証明又は配達証明で文書を郵送し

た場合には、引受局の記号番号を文書収発カード（乙）の発送種別

欄に記載するものであること。

(2)　書留等の引受証は、起案文書に添附しておく必要があること。

(3)　使送により文書を発送する場合は、課又は所の担当者が文書使送

簿に発送月日、文書番号、件名及びあて先を記載し、文書とともにあ

て先に持参し、受領印を徴して、当該文書を引き渡すものであるこ

と。

(4)　集配により文書を発送する場合は、局部課又は所の担当者が文書

課文書交換室又は局若しくは部等に設けられた文書交換箱を通じて

あて先に文書を送付するものであること。集配の記録は、特に行なう

必要のないものであること。

(5)　対内文書は、使送又は集配によりあて先へ発送するものであるこ

と。遠隔地で使送又は集配により発送できない場合等においては、

郵送により文書を発送することができるものであること。

第５　文書の整理及び保存に関する基本的事項

１　趣旨（第41条）

　フアイリング・システムは、文書を必要に応じて直ちに利用できる

ように、組織的に整理し、保管することをその目的とするものであるこ

と。したがつて、次の事項について十分考慮する必要があること。

(1)　事務担当者以外の者であつても、いつでも容易に文書を取り出す

ことができるように、当該文書を所定の場所に整理し、保管しておく

こと。

(2)　事務室に保管する文書は、事務執行上の参考その他の利用に供す

るため手元においておく必要のあるものに限ること。

(3)　文書は、保存年限を経過したとき、又は保存する必要がなくなつ

たときは、すみやかに廃棄手続を行ない、必要な文書を捜し出しや

すいようにしておくこと。

２　保管単位（第42条）

(1)　文書の保管は、課を単位として行なうものであること。ただし、

主務課長は、職員数、文書の性質、文書の発生量、事務室が同じ部

屋にあるかどうか等により、他の保管単位によることが文書を管理

し、及び利用するうえで適当であると認めるときは、あらかじめ文書

課長の承認を得て、課単位の原則によらないことができるものであ

ること。

(2)　２以上の課をまとめて１の保管単位とするときは、キヤビネツト

を管理する課の長が他の課の長に協議した後、文書課長の承認を得

て決定するものであること。この場合において、当該他の課の長は、

文書管理事務の一部をキヤビネツトを管理する課の長に委託するこ

とができるものであること。

３　フアイル基準表（第43条）

　主務課長は、当該課におけるフアイル基準表（別記第１号様式）を

作成し、又はその内容の変更を行なう場合には、局の文書主任を経て

文書課長の承認を得る必要があること。

４　保管用具（第44条）

　キヤビネツトに収納することが不適当な文書とは、次のような文書の

うち、当該文書の形状及び利用面からみて、書類庫、書棚、図面保管

庫、カード・キヤビツ
（ママ）

ト等キヤビネツト以外の用具を用いて保管するの

に適したものをいうものであること。

(1)　建物施設関係原議、用地買収原議、建築確認原議等１件の文書又

は２件以上の原議を一件態としてまとめた文書の量が、フオルダー

に収納するに適当な２センチメートルないし３センチメートル以上の

厚さとなるもの

(2)　設計図面

(3)　台帳、簿冊、伝票

(4)　秘密扱いを要する文書

第６　文書の引継ぎ及び保管に関する事項

１　事務担当者の文書の整理及び引継ぎ（第45条）

(1)　懸案事項となつている文書及び即日処理できなかつた文書は、懸

案フオルダーに入れてキヤビネツトの一定の場所に収納しておかな

ければならないものであること。

(2)　事務担当者は、文書が決定又は施行になつたときは、当該文書を

自己の手元に置くことなく、直ちにフアイル責任者を通じて文書主任

又は文書取扱主任に引き継ぐものであること。この場合は、仮保管

箱を使用するものであること。

(3)　完結文書は、事務室の所定の場所に集中して保管されるべきもの

であるので、文書主任又は文書取扱主任は、常にフアイル責任者を

通じて完結文書の回収に努めなければならないものであること。ま

た、文書主任又は文書取扱主任は、完結文書の引継ぎを受けたとき

は、事務担当者に保管を依頼したりすることのないよう留意する必

要があること。

２　移換え及び置換え（第47条）

(1)　完結文書を４段キヤビネツトに収納して保管するときは、当該年

度の文書は上２段に、前年度分は下２段に収納することとし、年度末

において、前年度の文書は、不要な文書を廃棄した後、保存箱（別

記第２号様式）に収納して書庫へ置き換え、当該年度の文書は、不

要な文書を廃棄した後、常時利用する文書等を除き、キヤビネツト

の下２段に移し換え、キヤビネツトの上２段を翌年度の文書の保管

スペースとして開放するものであること。

(2)　移換え及び置換えを行なうに当たつては、次の事項に注意する必

要があること。

ア　書類庫、書棚等を利用して文書を保管する場合においても(1)に

準じて処理すること。

イ　３以上の会計年度の文書を事務室に保管する場合においても移

換え及び置換えの趣旨を十分考慮すること。

３　文書授受カード等の整理及び保管（第48条）

(1)　文書授受カード（甲）及び文書収発カード（甲）の保管は、つづ

つたまま行なうものであること。

(2)　文書授受カード（乙）及び文書収発カード（乙）は、主務課にお

いて、バインダー（Ｂ５版用26穴）に１穴ずつずらしてつづり込む

ものであること。この場合において、文書授受カード（乙）は日付順

に、文書収発カード（乙）は文書番号順、分類項目別等検索に便利な

方法により整理するものであること（別図１、２参照）。

(3)　文書課、局若しくは所の庶務主管課、課相当の所又は第16条に定

める部の庶務主管課若しくは課にあつては、文書授受カード（乙）及

び文書収発カード（乙）のみの保管で足りるものであること。

第７　文書の保存に関する事項

１　文書の保存年限の種別及び設定（第49条・第50条）
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(1)　趣旨

　　�文書の保存は、必要最少限にとどめるべきであり、主務課長が中

心となり、かつ、文書の保存期間を短縮する方針で、文書の保存の

合理化を図つたものであること。

(2)　文書の保存年限の種別

ア　法令に保存期間の定めのある文書及び時効が完成する間証拠

として保存する必要がある文書を除き、保存年限の種別を１年保

存、３年保存、５年保存、10年保存及び長期保存とし、15年保存及

び永久保存は、廃止したものであること。

イ　主務課長は、所管の事務について特に必要があると認めるとき

は、第49条第１項及び第２項の規定にかかわらず、文書課長の承

認を得て、当該文書の保存年限の種別を新設することができるも

のとしたこと。

(3)　保存年限の設定

ア　主務課長は、文書の保存年限を定めようとするときは、文書保

存年限表により行なうものとしたこと。

　　なお、文書保存年限表の作成又はその内容の変更は、主務課長

が局の庶務主管課長を経た後、文書課長の承認を得て行なうもの

であること。

イ　主務課長は、文書保存年限表を作成し、又はその内容を変更し

ようとするときは、総務局長が別に定める基準を参考にするととも

に、法令等の定め、時効期間、適用期間、証拠期限、対住民関係、

組織及び制度との関係、利用度、統計価値、歴史的価値等にも十

分留意する必要があること。

２　編集及び製本（第53条）

(1)　文書の編集及び製本は、キヤビネツトに収納することが不適当な

文書、利用度の高い文書等で、特に必要があると認めるものに限り

行なうことができるものであること。

(2)　文書の編集及び製本は、次に定めるところにより行なうものであ

ること。

ア　厚さ８センチメートルを限度とすること。

イ　１簿冊に編集及び製本できないときは、保存年限別又は分類項

目別に適宜分冊すること。

ウ　紙数の都合によつて２年度又は２年以上にわたる分を１冊とす

る場合には、区分紙を差し入れ、年度又は年の区分を明らかにし

ておくこと。

エ　内部に索引目次をつけること。

オ　表紙には、「東京都公文」の印を押し、巻番号、分類項目名、年

度又は年、廃棄予定年、文書名、主管局部課名又は所名その他必

要な事項を記載すること。

カ　前アからオに定めるもののほか、文書の編集及び製本に当たつ

ては、第52条第１項第１号、第５号及び第６号の規定を準用して行

なうこと。

３　長期保存の文書等の引継ぎ（第54条）

(1)　公文書館長は、長期保存の文書以外の文書で、将来貴重な文献と

なるものの散逸を防止するために、当該文書を系統的に１箇所に集

中して適切な管理のもとに保存する必要があると認めるときは、主務

課長に対して、当該文書の引継ぎを求めることができるものとしたこ

と。

(2)　第54条第１項の置換えの時若しくは同条第２項の引継ぎを求めら

れた時に完結文書の引継ぎができないとき又はそのまま主務課にお

いて保管しようとするときは、主務課長は、公文書館長の承認を得

なければならないものであること。

第８　文書の利用及び廃棄に関する事項

１　文書の持出し（第56条）

(1)　文書を持ち出した職員は、フアイル責任者に当該文書を返還する

ときは、直接キヤビネツトの中にもどすことなく、仮保管箱の中に返

すものであること。

(2)　翌日再び利用する持出文書であつても、退庁時には、必ず、いつ

たんフアイル責任者に返還し、自己の手元に置いてはならないもの

であること。

２　文書の廃棄（第61条―第64条）

(1)　主務課長は、文書が保存年限を経過したときは、当該文書につい

てすみやかに廃棄の決定を行ない、廃棄しなければならないもので

あること。この場合において、当該文書を事務執行上の参考とする

ため、なお保管する必要があるときは、新たに保存年限を定めて保

管するのではなく、資料として保管し、用済みの後主務課長限りで廃

棄するものであること。

(2)　不必要な文書が事務室又は書庫に多すぎ、必要な文書が捜し出し

にくいことがないように主務課長は、保存年限の経過前においても

不要化した文書を廃棄することができるものとしたこと。この場合に

おいて、主務課長は、１年保存の文書及び長期保存の文書以外の文

書については、あらかじめ文書課長又は局の庶務主管課長に廃棄予

定年月日、分類項目名、件数、廃棄方法、不要化の原因等を示して協

議しなければならないものであること。

(3)　公文書館長は、資史料的価値がない文書等特別な理由により保存

の必要がないと認めた文書については、定期に又は随時、あらかじ

め主務課長及び文書課長に協議して、保存の可否を決定し、及び廃

棄し、公文書館の機能を十分に果たすよう努めなければならないも

のであること。

(4)　文書が保存年限を経過したときは、フアイル責任者は、文書主任

又は文書取扱主任の指示を受けて、当該文書の廃棄手続をとるとと

もに、文書授受カード（乙）又は文書収発カード（乙）に必要事項を

記載するものであること。

　　なお、文書を廃棄したときは、文書課長又は局の庶務主管課長に

この旨通知することにより、文書課長又は局の庶務主管課長が局の

文書の廃棄状況をは握できることとしたこと。

第９　経過措置（附則第３項・第５項）

　この訓令の施行の際すでに保存年限の設定されている文書及び第

50条第２項の規定による文書保存年限表が作成されるまでの間従前

の例によつて保存年限の設定される文書については、附則第３項の

規定により、第49条の規定による保存年限の文書とみなされることと

されたが、当該文書の廃棄に当たつては、第64条第２項の規定によ

る資料としてなお保管する等、その運用について十分配慮する必要

があること。�

第10　文書授受カード及び文書収発カードの記載方法

(1)　文書授受カード（別図３参照）

　欄番号� 記 載 事 項� 担　当　課� 記　載　時� 　　　　　　　　記　載　上　の　注　意　事　項

� ①� 収 受 年 月日� 庶務主管課� 収　受　時

� ②� 配布先部課名� 庶務主管課� 収　受　時

� ③� 文 書 番 号� 庶務主管課� 収　受　時� 先方の文書番号を記載すること。

� ④� 件　　　　名� 庶務主管課� 収　受　時

� ⑤� 発 � 信 � 者� 庶務主管課� 収　受　時�
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� ⑥� 受 � 領 � 印� 庶務主管課� 配　布　時� 主務課の文書取扱主任の受領印を徴すること。

� ⑦� 摘 　 　 要� 庶務主管課� 収　受　時� 処理上の注意事項を記載すること。

� ⑧� 受 � 領 � 印� 主　務　課� 引　渡　時� 事務担当者の受領印を徴すること。

� ⑨� 分 類 記 号� 主　務　課� 引　継　時�

� ⑩� 供 　 　 覧� 主　務　課� 引　継　時� 供覧済であるときは、供を〇印で囲むこと。

� ⑪� 引 　 　 継� 主　務　課� 引　継　時� 継を〇印で囲むこと。

� ⑫� 文書収発カー� 主　務　課� 引　継　時� 文書収発カードに登録すべき文書であることが判明し、その手続をとつたときは、

� � ド作成� � � 収を〇印で囲むこと。

� ⑬� 廃 　 　 棄� 主　務　課� 廃　棄　時� 廃棄手続を完了したときは、廃を〇印で囲むこと。

(2)　文書収発カード（別図４参照）

　　ア　収受文書の記載手順

　欄番号� 記 載 事 項� 担　当　課� 記　載　時� 　　　　　　　　　記　載　上　の　注　意　事　項

� ①� 件 　 　 名� 庶務主管課� 収　受　時� できるだけ１行目に記載すること。

� ②� 発信年月日、� 庶務主管課� 収　受　時

� � 文書番号

� ③� 文書の種類� 庶務主管課� 収　受　時� �収受文書の該当種類を表わす文字を〇印で囲むこと（照→照会、依→依頼、報→報告、

通→通達・通知、進→進達・副申、申→申請）。

� ④� 収受年月日、� 庶務主管課� 収　受　時

� � 記号、番号

� ⑤� 発 信 者 名� 庶務主管課� 収　受　時� 発信者を〇印で囲むこと。

� ⑥� 書留等の種類、� 庶務主管課� 収　受　時� 特別送達、書留（内容証明、配達証明を含む。）及び現金書留として収受したときは、そ

� � 番号� � � れぞれ該当種類を表わす文字を〇印で囲み、引受局記号番号を記載すること。

� ⑦� 金券等の種類、� 庶務主管課� 収　受　時� 金券（小切手、株券等）、郵券又は収入印紙（収入証紙）が添附されているときは、該当

� � 枚数� � � 種類を表わす文字を〇印で囲み、その種別及び枚数を記載すること。

� ⑧� 摘 　 　 要� 庶務主管課� 収　受　時� �処理上注意を要する事項（写しの送付先、機密又は緊急事案を便宜処理した旨等）を

記載すること。

� ⑨� 文書取扱主任� 庶務主管課� 配　布　時

� � 受領印

� ⑩� 事務担当者� 主　務　課� 引　渡　時

� � 受領印

� ⑪� 起案予定月日� 主　務　課� 引　渡　時� �回答、報告等起案を要するときは、案の文字を青色又は黒色の〇印で囲み、起案予定月

日を⑪に記載すること。

� ⑫� 引継予定月日� 主　務　課� 引　渡　時� 文書上の事務処理の完結予定月日すなわち事務担当者がフアイル責任者に引き継ぐこと

� � � � � のできる予定月日を⑫に記載すること。

� ⑬� 起案の督促� 主　務　課� 督　促　時� �⑪の起案予定月日が到来してもまだ起案がなされていないときは起案担当者に督促し、

その日のうちに起案できないときは予定月日を延長し、⑬に記載すること。予定月日を

さらに延長したときは、⑬'に記載すること。

� � � � � 起案されたときは、案の文字を赤色の〇印で囲むこと。

� ⑭� 分 類 記 号� 主　務　課� 起案完了時

� ⑮� 起 案 者 名� 主　務　課� 起案完了時

� ⑯� 決 定 区 分� 主　務　課� 起案完了時

� ⑰� 起 案 年 月日� 主　務　課� 起案完了時

� ⑱⑲� 備　　　考� 主　務　課� 起案完了時� �回付先を記載して督促のさい利用し、又は照会先を記載して回答若しくは報告の到達

状況を明らかにするために使用すること。

� � � � � �枝番号を使用するときは枝番号、あて先等を記載してその使用状況を明らかにしておく

こと。

� ⑳� 廃 案 年 月日� 主　務　課� 廃　案　時

� ㉑� 決 定 年 月日� 主　務　課� 決　定　時

� ㉒� 引継の督 促� 主　務　課� 督　促　時� �引継予定月日が到来しても引継ぎが完了していないときは事務担当に督促し、その日の

うちに引継ぎができないときは予定月日を延長し、その月日を㉒に記載すること。さら

に予定月日を延長したときは㉒'にその月日を記載し、引継ぎが完了したときは継の文

字を赤色の〇印で囲むこと。

� ㉓� 施 行 年 月日� 主　務　課� 引　継　時� �文書の発送又は公報登載の年月日を記載し、これらの処理を要しない文書については、

決定年月日を記載すること。

� ㉔� 発 送 種 別� 主　務　課� 引　継　時� �文書を郵送した場合には、その種別を表わす文字を〇印で囲み、書留には、その引受局

記号番号を表示すること（書→書留、内→内容証明、配→配達証明、速→速達、普→普

通郵便、小→小包、電→電報）。
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� ㉕� 保 存 年 限� 主　務　課� 起案完了時

� ㉖� 廃棄予定年月日� 主　務　課� 起案完了時

� ㉗� 保存箱番号� 主　務　課� 置　換　時

� ㉘� 主務課保管承認� 主　務　課� 承　認　時� 長期保存の文書等の主務課保管承認の手続完了年月日を記載すること。

� � 年月日

� ㉙� 公文書館引継� 主　務　課� 引　継　時� 長期保存の文書等を公文書館長に引き継ぐときその年月日を記載すること。

� � 年月日

� ㉚� 保存文書貸出先� 主　務　課� 貸　出　時

� ㉛� 保存文書貸出� 主　務　課� 貸　出　時

� � 年月日

� ㉜� 返還予定年月日� 主　務　課� 貸　出　時

� ㉝� 返 還 年 月日� 主　務　課� 返　還　時

� ㉞� 照 合 者 名� 主　務　課� 返　還　時

� ㉟� 摘 　 　 要� 主　務　課� 返　還　時� 返還された文書について、き損、汚損等があれば、その旨を記載すること。

� ㊱� 廃 棄 年 月日� 主　務　課� 廃　棄　時� 資料として保管する場合は、㉕に赤色の資を記載すること。

� ㊲㊳� マイクロフイ� 東京都公文� 撮影完了時� 公文書館長に引き継がれた文書でマイクロフイルムに撮影されたものについては、その

� � ルム撮影� 書館� � �撮影年月日、フイルム番号、フイルムキヤビネツト番号及び撮影取扱者名を記載するこ

と。

� � � � � マイクロフイルムの取扱上の注意事項は、㊳に記載すること。

イ 発議文書の記載手順

　欄番号� 記 載 事 項� 担　当　課� 記　載　時� 　記　載　上　の　注　意　事　項

� ①� 件 　 　 名� 庶務主管課� 登　録　時� できるだけ１行目に記載すること。

� ③� 文書の種類� 庶務主管課� 登　録　時� �発議文書の該当種類を表わす文字を〇印で囲むこと（照→照会、依→依頼、報→報告、

通→通達・通知、進→進達・副申、申→申請）。

� ④� 発議年月日、� 庶務主管課� 登　録　時

� � 記号、番号

� ⑤� あ � て � 先� 庶務主管課� 登　録　時� あて先を〇印で囲むこと。

� � � � � あて先が多い場合は、〇〇ほか何件と記載すること。

� ⑧� 摘 　 要� 庶務主管課� 登　録　時� 処理上注意を要する事項を記載すること。

� ⑪� 回答の回収� 庶務主管課� 登　録　時� 回答、報告等を相手から求める場合は、回の文字を青色又は黒色の〇印で囲み、回収予

� � 予定月日� � � 定月日を⑪に記載すること。

� ⑫� 引継予定月日� 庶務主管課� 登　録　時� 引継予定月日（文書上の事務処理完結予定月日）を⑫に記載すること。

� ⑬� 回答の督 促� 主　務　課� 督　促　時� �回答の回収予定月日（⑪）が到来しても回答文が到達していないときは相手方に督促

し、その日のうちに送付できないときは予定月日を延長し、その月日を⑬に記載するこ

と。

� � � � � 予定月日をさらに延長したときは、⑬'に記載すること。

� � � � � 回収が終つたときは、回の文字を赤色の〇印で囲むこと。

� ⑭� 分 類 記 号� 庶務主管課� 登　録　時

� ⑮� 起 案 者 名� 庶務主管課� 登　録　時

� ⑯� 決 定 区 分� 庶務主管課� 登　録　時

� ⑰� 起 案 年 月日� 庶務主管課� 登　録　時

� ⑱⑲� 備 考� 庶務主管課� 登　録　時� 回付先を記載して、督促のさい利用すること。

� � � � � �枝番号を使用するときは、枝番号、あて先等を記載してその使用状況を明らかにしてお

くこと。

� ⑳� 廃 案 年 月日� 主　務　課� 廃　案　時

� ㉑� 決 定 年 月日� 主　務　課� 決　定　時

� ㉒� 引継の督 促� 主　務　課� 督　促　時� �引継予定月日（⑫）が到来しても引継ぎが完了しないときは事務担当者に督促し、その

日のうちに引継ぎができないときは予定月日を延長し、その月日を㉒に記載すること。

さらに予定月日を延長したときは㉒'に記載し、引継ぎが完了したときは継の文字を赤

色の〇印で囲むこと。

� ㉓� 施 行 年 月日� 主　務　課� 引　継　時

� ㉔� 発 送 種 別� 主　務　課� 引　継　時� �文書を郵送した場合には、その種別を表わす文字を〇印で囲み、書留、内容証明又は配

達証明には、その引受局記号番号を表示すること（書→書留、内→内容証明、配→配達

証明、速→速達、普→普通郵便、小→小包、電→電報）。

� ㉕� 保 存 年 限� 庶務主管課� 登　録　時

� ㉖� 廃棄予定年月日� 庶務主管課� 登　録　時

� ㉗� 保存箱番号� 主　務　課� 置　換　時
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� ㉘� 主務課保管� 主　務　課� 承　認　時� 長期保存の文書等の主務課保管承認の手続完了の年月日を記載すること。

� � 承認年月日

� ㉙� 公文書館引継� 主　務　課� 引　継　時� 長期保存の文書等を公文書館長に引き継ぐときその年月日を記載すること。

� � 年月日

� ㉚� 保存文書貸出先� 主　務　課� 貸　出　時

� ㉛� 保存文書貸出� 主　務　課� 貸　出　時

� � 年月日

� ㉜� 返還予定年月日� 主　務　課� 貸　出　時

� ㉝� 返 還 年 月日� 主　務　課� 返　還　時

� ㉞� 照 合 者 名� 主　務　課� 返　還　時

� ㉟� 摘 　 　 要� 主　務　課� 返　還　時� 返還された文書について、き損、汚損等があれば、その旨を記載すること。

� ㊱� 廃 棄 年 月日� 主　務　課� 廃　棄　時� 資料として保管する場合は、㉕に赤色の資を記載すること。

� ㊲㊳� マイクロフイ� 東京都公文� 撮影完了時� 公文書館長に引き継がれた文書でマイクロフイルムに撮影されたものについては、�その

� � ルム撮影� 書館� � �撮影年月日、フイルム番号、フイルムキヤビネツト番号及び撮影取扱者名を記載するこ

と。

� � � � � マイクロフイルムの取扱上の注意事項は、㊳に記載すること。

第11　起案用紙甲号（表）の各欄の記載方法（別図５参照）

　欄番号� 欄 　 　 名� 記　載　時� 記　載　方　法

� ①� 文書保存年限� 起　案　時� (1) 文書保存年限表による保存年限を記載すること。記載方法は次のとおりとする。

文書の種類 記　載　方　法

1.第49条第１項に定める保存年限の文書 １年保存→　�１（年）

３年保存→　�３（年）

５年保存→　�５（年）

10年保存→　�10（年）

長期保存→�長期（年）

2.法令に保存年限の定めのある文書 法○(年)

3.�時効が完成する間証拠として保存する
必要がある文書

時○(年)

4.�第49条第３項の規定基づき定められた
保存年限の文書

特○(年)

� � � � (2)� 課の保存年限表を定めるまでの間は、文書の保存年限は、旧規程第52条に定める文書の保存年限の

種別を記載すること。記載方法は、保存年限（永久、15、10、５、１）を○で囲んで表示すること（永

久保存は�永久 、15年保存は⑮とする等）。

� ②� 分 類 記 号� 起　案　時� フアイル基準表による文書分類記号を記載すること。

� ③� 文書記号番号� 起案時又は� (1) 収受文書によつて起案した場合には、起案者が当該収受文書の記号及び番号を記載すること。

� � � 文書登録時� (2)� 収受文書によらないで起案した場合には、文書課又は局若しくは所の庶務主管課等の文書事務担当

職員が記載すること。

� ④� 浄 　 書� 浄　書　時� 文書を浄書した者が押印すること。

� ⑤� 浄 書 照 合� 浄書照合時� 決定済みの起案文書と浄書された文書との読合せを行なつた者が押印すること。

� ⑥� 発 　 送� 発　送　時� 文書を発送した者が押印すること。

� ⑦� 回付上・施行� 起　案　時� 至急、秘、公報登載、公印省略等文書の取扱い又は施行について注意を要する事項を朱書すること。

� � 上の注意

� ⑧� 処 理 経 過� 起案時、決定� 文書の収受から施行までの経過―先方の文書を収受した年月日、起案をした年月日及び施行の予定年月日

� � � 時及び施行時� を起案時に、決定が行なわれた年月日を決定時に、施行した年月日を施行時に―を記載すること。

� ⑨� 先方の文書� 起　案　時� 収受文書によつて起案した場合には、先方の文書の記号、番号及び施行年月日を記載すること。

� ⑩� あ　て　 先� 起　案　時� 対内文書には、職名のみを記載し、氏名は省略することができるものであること。

� ⑪� 発　信　者� 起　案　時� �該当する発信者名を で囲むこと。欄に表示してある発信者名と異なるときは、表示されている同等職

位の発信者名を消して、明確に発信者名を記載して で囲むこと。

� ⑫� 公 印 照 合� 公印照合時� �発送すべき文書が、決定済みの起案文書と内容的に誤りがないかどうかを確かめて、照合した者が押印す

ること。

� ⑬� 押 　印� 公印押印時� 発送する文書に公印を押印した者が押印すること。

� ⑭� 件 名� 起　案　時� �起案文書の件名は、目的、内容がすぐにわかるように要領よく簡潔に記載すること。件名の末尾には、申

請、許可、照会、回答等起案文書の性質による種類をかつこ書きで表示すること。

� ⑮� 決 定 権 者� � 起案文書に記載された事案の決定権者が知事である場合には「知」を、局長である場合には「局」を、部長

� � 決定区分� 起　案　時� �である場合には「部」を、部相当の所及び課相当の所の長である場合には「所」を、課長である場合には

「課」を○印で囲むこと。

� � 　押　　印� 決　定　時� (1) 決定権者が署名又は押印すること。
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（別図3）

第7号様式

年　　月　　日
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（別図1）

○ 年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　部　　　　課　　

○ 年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　部　　　　課　　

○ 年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　部　　　　課　　

○ 年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　部　　　　課　　

○ 年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　部　　　　課　　

（別図2）

案　
　回

案　
　回

案　
　回

案　
　回

案　
　回

継

○  件名 　年　月　日第　号 年　月　日 F･NO. 継

○  件名 　年　月　日第　号 年　月　日 F･NO.

継

○  件名 　年　月　日第　号 年　月　日 F･NO. 継

○  件名 　年　月　日第　号 年　月　日 F･NO.

継○  件名 　年　月　日第　号 年　月　日 F･NO.

� � � � (2)�　事案の決定権が委譲されて決定権者とされた者は、決定権者欄の右方上部に「委」の表示をして署

名又は押印すること。

� � � � (3)�　決定権者が不在で、かつ、当該事案について至急に決定を行なう必要のある場合において、あらか

じめ指定された者が決定権者となるときは、決定権者欄の右方上部に「代」の表示をして署名又は押

印すること。

� ⑯� 決　定　文� 起　案　時� �表示されている「裏面」又は「別紙」のうち不要な表示を二本線で消し、表示されている不動文字「上記

のことについて別紙、裏面のように」と「する」との間の余白に件名の事案についての処理内容（たとえ

ば決定、許可、報告等）を記載すること。

� ⑰� 起　案　者� 起　案　時� (1)�　起案者の所属局部（所）課名、電話番号を記載し、起案者の表示の下方に起案者が署名又は押印す

ること。

� � � � (2)�　起案者のほかに、実際に当該起案文書を作成した者がいる場合又は当該起案文書の回付等につい

ての連絡事務を担当する者がいる場合には、事務担当者の表示の下方にその者が署名又は押印するこ

と。

� � � � (3)�　起案の担当部署が局の部課であるときは「（所）」を消し、所の課又は課相当の所であるときは

「部」を消して、起案担当部署を記載すること。

� ⑱� 回　付　先� 起案時及び� (1)　協議その他の決定関与を行なう者及び決定後起案文書を供覧する者の職名を協議、決定後供覧の欄

� � � 決定関与時� 　に記載すること。協議と決定後供覧を区分する場合には一線をもつて画し、どちらか一方が不要である

� � � 又は供覧時� 　場合には不要な方を二本線で消すこと。

� � � � (2)　審査及び審議の各欄のうち、不要な欄は、中央に横線を引くこと。

� � � � (3)�　副知事が複数の場合には、副知事欄をその数に応じて区分して、左から知事の職務代理の順位にし

たがつてそれぞれの副知事の署名又は押印の位置とすること。

� � � � (4)�　次長、技監又は道路監が審議を行なう場合には、主管局長欄を二分又は三分して、その欄の右側又

は右側及び中央の部分を使用すること。

� � � � (5)�　事案決定に対する関与権が委譲されて決定関与者とされた者は、本来当該事案の決定に対する関与

権を有している者が署名又は押印すべき位置に署名又は押印し、その右方上部に「委」の表示をする

こと。

� � � � (6)�　決定関与者が不在で、かつ、当該事案について至急に決定関与を行なう必要がある場合において、

あらかじめ指定された者が決定関与者となるときは、本来当該事案の決定に対する関与権を有してい

る者が署名又は押印すべき位置に署名又は押印し、その右方上部に「代」の表示をすること。

○「別図１」は、下部を一部省略している。

○掲載にあたり、「別図２」と以下の「別図３　第７号様式」は、順序を入れ替えている。

○「別図２」は、下部を一部省略している。
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（別図4）

第9号様式

文 書 収 発 カ ー ド (甲)

　
　
第
九
号
様
式
　
文
書
収
発
カ

ド

(

甲)

　件　名  年　月　日　第　号

  発信者

　(　年　月　日第 号)　照依報通進申   あて先

特･書･現
分類
記号

摘　　　要金･郵･収 円 　枚

文書取扱
主任受領
印

①
④

⑤

② ③

⑥

⑦

⑭

⑧

⑨

第10号様式

 年　月　日　第　号 継

 備　 考

 備　考

 発信者

 あて先

照 合 摘　　　要

保 存 箱
番　　号

主 務 課
保管承認

公 文 書

文書収発カード(乙)
（表）

（裏）

決定区分 

起　案

廃　案

決　定

施　行

書･内･配

速･普･小･電

知局部所課

処　理　経　過

年 月 日

館 引 継

廃　　棄

廃棄予定

年 月 日

特･書･現

貸　　　出　　　先
予定年月日

返　　還
年 月 日

返　　　還
貸出年月日

年 月 日

　
　
第
十
号
様
式
　
文
書
収
発
カ

ド

(

乙)

　件　名 年　月　日
F･No. 案

回

取扱者
C･No.

　(　年　月　日第 号)　照依報通進申

( )( )( )

分類
記号

年 月 日

起
案
者

保 存 廃 棄 経 過

金･郵･収 円 　枚 摘　　　要

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

長10.5.3.1.
法 時 特

受
領
者

①
④

⑤

② ③

⑥

⑦

⑭

⑧

㊲

㊳

⑪ ⑫

⑬ ㉒

⑬' ㉒'

⑯

⑰

⑳

㉑

㉓

⑱

㉔ ㉕ ⑩ ⑮

㉗

㉘

㉙

㊱

㉖

㉚ ㉛ ㉜ ㉝ ㉞ ㉟

⑲

事　項　名

局 部 課

保存箱の規格及び様式

(第2号様式)

保存箱番号　No.

作成年 (度)　　 年(度)

廃棄年　昭和　年

分類項目名を記入する。

(Ａ) 大　分　類

中　分　類

小　分　類

細　分　類

(Ａ)

32センチ

メートル

26センチ

メートル

（別図5）

第13号様式　甲号(表)

保 存

　 あ　て　先

年 分類記号

第　　　　号 施行予定 昭和　 年　 月　 日

施　　行 昭和　 年　 月　 日浄　 書 浄書照合 発　 送 　回付上・施行上の注意

 発信者 公印照合 押　　印

決　　定 昭和　 年　 月　 日

起　　案 昭和　 年　 月　 日

先方の
昭和　　年　　月　　日　　　　　　第　　　号 収　　受 昭和　 年　 月　 日

文　書

 知事名・副知事名・局長名

 部長名・所長名・課長名

　 件　　名

決
定
権
者

知 局 部 所 課

する。　　

係　　長

協
議
 
決
定
後
供
覧

課　　　　電　話

審
　
　
議

副　　　知　　　事 主　　管　　局　　長 主管部長 主管課長

起
　
　
 
案

局　　　　起案者　　事務担当者 審　　　　　　　　査

部(所)
文書課長 文書主任 文書取扱主任

① ②

③

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨

⑩

⑪

⑫ ⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

（第1号様式）

分類記号 分類項目名 分類記号
摘   要

分類記号 分類項目名
 事 案 名

昭和　　年　　月　　日　

　 局　　部(所)　　課　

分類項目名

個別フオルダー

ファイル基準表

ケ ー ス ガ イ ドNo.

作成年月日

局部所課名分類記号 分 類 項 目 名

第１ガイド 第２ガイド
保存年限

別 紙
上記のことについて  のように

裏 面

○掲載にあたり、「別図５」及び「第１号様式」と以下の「第2号様式」は、順序を入れ替えている。

（『東京都公報』増刊21　昭和47年4月1日）

※本報告書の著作権は東京都にあります。「私的使用のための複製」や「引用」など著作権法上認められた場合を除き、
　無断で複製・転用することはできません。
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【活動報告】
令和４年度東京都公文書館企画展

「東京の鉄道と地域～鉄道開業150年記念」

東京都公文書館　史料編さん担当
馬場　宏恵

はじめに
　明治５年９月 12 日（1872 年 10 月 14 日）、我が国初の鉄道が新橋―横浜間に開業した。

令和４年（2022）は 150 年の節目の年に当たった。これを記念して、当館では令和４年７月

25 日から同年９月 20 日まで、企画展「東京の鉄道と地域～鉄道開業 150 年記念」を開催し

た。東京における鉄道の発展過程をたどりながら、東京の各地域にも視点を当てる展示であ

る。会期中に全国各地から多くの方に来館いただいた。

　本報告は、企画展の構成及び内容の概要、この企画展による新たな試み及びアンケート結

果をまとめ、展示の総括としたい。

１　展示構成及び内容
　構成は次のとおり５章立てで行った。

Ⅰ　鉄道開業～新橋・横浜間鉄道

Ⅱ　馬車鉄道から市街鉄道へ

Ⅲ　多摩地域の鉄道

Ⅳ　都市の発展と鉄道

Ⅴ　�市電から都電へ～さくらトラムの源流を探っ

て

　各コーナーを構成する主な資料は、東京府、東京市

及び東京都がその行政活動を展開するために作成し、

系統的に整理・保存を行ってきた当館所蔵の公文書等

である。当館では、鉄道敷設用地の確保から、私鉄各

社の路線許認可に関わる記録、それらに添付されたさ

まざまな図面など、実に多様な公文書等を保存してい

る。

　東京の鉄道のあゆみと、それがもたらした地域の変

容をたどりつつ歴史を再現する上で、欠かすことができないアーカイブズの力、博物館や図

書館とは一味違う、公文書館の所蔵資料の特色を感じていただけたのではないだろうか。

　以下、各コーナーの概要を記していきたい。

ポスター
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Ⅰ　鉄道開業～新橋・横浜間鉄道
　明治５年（1872）９月 12 日、明治天皇臨席のもと、我が国初の鉄道、新橋―横浜間鉄道

の開業式が開催された。しかし、ここに至る道は平坦なものではなかった。高輪から芝浦付

近では海岸沿いに堤を築いてその上に線路を敷設することになった。

　この地域には江戸時代以来、海に面し

た立地を活かした生業を営む人々が暮ら

していた。鉄道敷設のため立ち退きを余

儀なくされる人々、高輪沖埋め立てに伴

い海浜へのアクセスを遮断される人々へ

の対処と補償など、次々に生起する困難

に立ち向かいながら鉄道事業は進められ

た。

　日本初の時刻表＝運賃表の内容もわか

りやすく展示した。当館の動物キャラク

ターを登場させ、例えば品川―横浜間は

「犬一匹につき25銭。ただし同乗は不可」

等とスポットを当てた展示には、興味を

持たれた観覧者も多かった。文書中心の

当館の展示にアクセントを付ける工夫が奏功した事例と捉えたい。

Ⅱ　馬車鉄道から市街鉄道へ
　明治 15 年 (1882) ６月 25 日には、道

路にレールを敷いてレール上の客車を馬

により牽引する「馬車鉄道」の営業が、

新橋―日本橋間で開始された。新橋に本

社を置き、銀座・日本橋・上野・浅草と

いう目抜き通りを循環する馬車鉄道は、

文明開化を象徴するものとして多くの錦

絵に描かれた。

　電気を動力とする鉄道の営業許可が決

定されるまでには長い時を要し、初めて

の認可は明治 33 年 (1900) になった。東

京電車鉄道・東京市街鉄道・東京電気鉄

道の３社がそろって営業を開始した明

治 37 年以降、東京における市街鉄道の

時代が本格的に到来した。この３社も明

治 39 年には合併し東京鉄道となった後、

東京市に買収されて東京市電気局（現東

京都交通局）の経営する「市電」となった。

品川―横浜間　時刻表・運賃表の説明

東京馬車鉄道　全線路平面図
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Ⅲ　多摩地域の鉄道
　現在多摩地域の旅客輸送の大動脈となっているＪＲ中央線を始め、ＪＲ青梅線・同五日市

線・同南武線・同横浜線、京王線、西武線等は、いずれも初期においては建築資材である石

灰石や多摩川の砂利、主要貿易品であった生糸等を運ぶ目的で計画された民営鉄道だった。

　最も早く開通したのは、明

治 22 年（1889）に八王子―

新宿間を結んで開業した甲武

鉄道(現ＪＲ中央線)だった。

当館の現在地付近では、明治

43 年に東京砂利鉄道（国分

寺―下河原間、廃線）が開業

した。

　大正・昭和期には、貨物輸

送に加えて、住宅地開発に伴

う鉄道敷設や、「観光」客を

ターゲットとした、旅客輸送

目的の鉄道も登場する。これらの鉄道は、鉄道国有法（明治 39 年公布）や、戦時期の陸上

交通事業調整法等により、国有化や合併が進められた。

　今回、出願時に添付された多摩地域の路線平面図を多数展示した。

Ⅳ　都市の発展と鉄道
　20 世紀初頭から半ばにかけ、産

業の発達に伴い東京の人口は増え続

けた。とりわけ増加が顕著であった

のが都市近郊の農村地域である。鉄

道沿線を中心に各所で住宅地の開発

が進み、市街地が郊外に向けて拡大

する。

　郊外の発展は都心に向かう交通需

要を高め、多くの人たちが通勤や通

学のため日常的に鉄道を利用するよ

うになった。都心と郊外を結ぶ鉄道

路線の数も増え、新宿をはじめ都心

のターミナル駅を多くの利用客が行

き交う。

　一方、都市内部の交通網にも大き

な変化が生じる。この当時、東京市

内の主な交通手段は路面電車だが、利用客の増加に対応できず混雑していた。そうした中、

新たに建設が始まったのが地下鉄だった。地下鉄は戦争の時代を経て路線数を次第に増やし、

東京の主要な交通機関へと発展を遂げる。

東京砂利鉄道線路平面図（部分）

東京都市計画高速鉄道網図（地下鉄に関する都市計画図）



東京都公文書館調査研究年報（２０２３年　第９号）

47

　ここでは鉄道各社のパンフレット、住宅地パンフレット、事業開始・申請等書類を展示した。

Ⅴ　市電から都電へ～さくらトラムの源流を探って
　かつて、東京市街地には路面電車が最大

41 系統も走り、文字通り市民の足として活

躍した。現在は唯一、東京さくらトラム（都

電荒川線）が三ノ輪橋―早稲田間 12.2 ㎞を

走り、住民の交通手段として、また観光資源

として機能している。東京さくらトラムとい

う愛称で親しまれている都電荒川線の源流を

たどり、明治 44 年（1911）の市電の誕生から、

その後の普及拡大、震災や戦災による被害を

乗り越えての復興、交通事情の変化による撤

去といった変遷を追った。

　このコーナーでは、当館所蔵資料の中から

東京鉄道買収及び東京市電気局が発足する市

会議事を展示した。このほか、東京都交通局

の協力を得て、写真資料や実物資料を展示す

ることができた。大正時代から昭和にかけて

の切符や電車案内図、都電の広告宣伝付き系

統板に加え、実際に荒川電車営業所で使われ

ていた乗務員用鞄及びパンチ、菅沼式の日付

印字器（ダッチングマシン）及び木製の切符

発売箱など、懐かしい品々を展示することが

できた。

２　新たな試み～普及事業としての充実をめざして
（1）対面式の関連講演会開催と動画の後日配信

関連講演会は次のとおり開催した。

開催日� 令和４年９月２日（金）

講演会名� 企画展「東京の鉄道と地域～鉄道開業 150 年記念」関連講演会

講演内容� 「公文書から見た新橋・横浜間鉄道の開業事情」

� 講師：西木　浩一（東京都公文書館）

� 「考古学から見た開業期の鉄道について」

� 講師：斉藤　進　氏（港区埋蔵文化財調査指導員）

　当館主催の対面式の講演会は初めての試みであった。国分寺移転前の当館には講座を

開催する施設がなく、他施設へ出張しての講座を行うのみであった。また令和２年４月

開館以降、新型コロナウイルス感染症流行の影響を受けてきたため、昨年の講演会及び

絵葉書「東京市電車」（東京都交通局所蔵）

右から切符発売箱、都電乗務員用鞄、
左上：日付印字器、左下：パンチ　（東京都交通局所蔵）
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講座はオンライン開催であった。

　受講申し込みは、昨年に引き続きＷＥＢフォームを利用した。今回、社会人の参加を

見込み、受付開始時間は平日を避けて土曜日 10 時開始とした。コロナ禍であるため募

集定員を会場定員の約半分 40 名とし、会場は密にならないように座席と空間の余裕を

確保した。

　実際に会場に足を運んで館施設をご覧いただく、さらに前後の時間に閲覧室の利用及

び展示室の観覧をしていただくのは、利用促進のための普及事業としては直接的な効果

が高いといえる。

　その一方、人数には一定の制限をせざるをえなかったため、講演会を映像収録し編集

して、後日動画配信を行った（動画配信期間：令和４年 11 月７日から 12 月６日まで）。

動画配信も申込制とし、ＷＥＢフォームの自動送信機能を利用して URL を送付した。講

演会は２時間半にわたるため、動画は前編と後編に分けて配信をした。

（2）企画展紹介動画の配信
企画展紹介動画を作成し、会期半ばの８月 25 日から公開を開始した。約 13 分の動画

にはナレーションを入れ、YouTube の字幕自動生成機能を利用し、誤翻訳を修正して日

本語字幕を作成した。

　制作のねらいは３つあった。第１に、動画をダイジェストで視聴された上で、原資料

を見たいと企画展に足を運んでいただくこと。宣伝媒体としての活用である。

　第２に、展示を見逃した方、また遠方で来館は難しいという方にも視聴していただく、

さらに展示終了後にもアクセスしていただくこと。企画展の内容をより幅広く、末永く

ご覧いただくための試みとなる。

　第３に、字幕＋ナレーション入りの動画で視覚的にも聴覚的にも展示の内容をわかり

やすく伝えることを可能とすること。当館では、今展示のキャプションにユニバーサル

デザインのフォントを採用するなどの取り組みを行ったが、一歩進んで、障害のある方

にも利用可能な施設でありたいと考えている。今回の動画制作をきっかけとして、今後

公文書館にできることを模索していきたい。

（3）子ども向けイベントの開催
８月１日から会期最終日ま

で、子ども向けイベント「たぬ

きさんは何匹いる？」を開催し

た。当館動物キャラクターのた

ぬきさんやねこさんを忍ばせた

錦絵を大きく印刷して壁面に掲

示し、キャラクターを探して何

匹いたか当てるというクイズを

来館者に楽しんでいただいた。

親子連れの方や子ども心を忘れ

ていない大人の方 100 名を超え

る参加があった。正解者には手作り絵葉書（ぬりえ）等を贈呈した。公文書館という施

設に立ち寄りがたいイメージを持たれている方が少なくない中、まず一度入ってみよう

たぬきさんは何匹いる？
「東京高輪鉄道蒸気車走行之全図」（請求馬号：い３２）の

錦絵画像の中に５匹のたぬきさんを忍ばせた。
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というきっかけづくりをねらったイベントであり、一定の成果を収めることができた。

３　資料保存上の配慮
　鉄道関係の資料には青焼き図面が添付されていることが多い。青焼き図面は光に弱いため、

複製を作成して展示した。公文書を綴った簿冊等、開いて展示したい資料も、そのページを

開くことにより資料に負荷がかかる場合には、複製展示に切り替えた。

　展示ケース内は温湿度測定及び空気環境測定を行いつつ展示を開催した。国指定重要文化

財は、平成�30�年１月�29�日改訂「国宝・重要文化財の公開に関する取扱要項」（文化庁裁定）

により、年間の展示公開日数は延べ 60 日以内と定められている。将来に亘り、都民の財産

として資料を保存活用していくため、当館展示においてもこれを遵守している。

４　アンケート結果
　今回 200 名の方から回答をいただいた。ご観覧いただいた方の居住地は、都内：67％（内、

多摩地域：38％、23 区内：29％）、都外：33％と、当館が国分寺市に所在しているため多摩

地域からの観覧者が多くなっている。都外からは北は岩手県から南は熊本県まで、遠方から

もご来館いただいた。展示を知った情報源は、当館ホームページ及び SNS を上げた方が多く、

また鉄道雑誌等のウエブサイト及び SNS に当館展示情報が掲載されたため、全国各地からご

来館いただいたことがわかった。年齢では、今回は12歳以下：１％、13歳以上19歳以下：２％、

20 代：14％、30 代：11％、40 代：21％、50 代：23％、60 代：16％、70 代以上：12％であった。

当館の展示は、これまで 60 歳以上の割合が高かったが、30 代以下合計 28％と若い世代の観

覧者を得ることができた。当館の認知度・利用度については、当館を知っていた：34％、当

館を利用した事がある：13％、今回の企画展で初めて知った：53％と、今回の展示では高い

普及効果を上げることができた。

　企画展の満足度は、大変よかった：67％、よかった：29％、ふつう：２％、もう少し：１％、

無回答：1％で、「大変よかった」「よかった」の合計は 96％と、おおむね好評であった。

　自由意見欄では、271 件と多くの方からご意見及びご感想をいただいた。いくつか、ご感

想の概要を列挙させていただきたい。

　「各地の博物館等で鉄道 150 年企画が開かれているが、公文書の原本を拝見でき、大変良

かった。」「公文書の力に圧倒された。これほど多くの公文書（鉄道に限ったもの）をまとめ

て見ることはなかなかできない。ぜひ今後も資料収集、公開を進めていただきたい。」「多摩

地域の鉄道の成り立ちが良くわかり大変おもしろかった。」「鉄道に関する写真や絵図はよく

見てきたが、許可申請などの文書がこれだけ残っているとは思わなかった。京王御陵線計画

にあれだけの検討経過があったと知り、驚いている。」「小さなスペースながら、見応えのあ

る展示内容だった。貴重な文献も、部分写真ではなく、現物の厚み、質感共に見ることがで

きたことがとても良かった。」「読みごたえがあった。公文書館アーカイブを知らなかったの

で活用したい。」「工事の申請したときの書類や設計図など、初めて見るものが多く興味深い。」

「これまで鉄道開業に関する様々な企画展を見てきたが新橋～品川間の築堤ルートに至った

経緯が軍部の反対によって測量できなかった為に、やむを得ず作られた物だったとは知らな

かったので大変勉強になった。多摩地区の鉄道の生い立ちや都電の生い立ちを知る事ができ

て良かった。」「日常的に乗っている鉄道の歴史がわかりやすくまとめられていて、とても面
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白かった。私鉄の資料も一度に集められているのが良かった。」「貴重な文書の実物を見るこ

とができると、文字のひとつひとつから当時の人々の情熱が伝わってくるようだ。限られた

スペースに色々な鉄道会社の資料がぎゅっとまとめられていて内容の濃い展示だった。撮影

OK の資料があったのもありがたい。」「高輪築堤に関する話と、車両の席次表が印象的。他

館の展示も見に行ったが、その時に展示されていた車両の席次表とはまた書式がちがって面

白かった。」「申請書のぶあつさに驚き。計画段階で未完の路線に関する史料展示は、東京の

鉄道に興味ある者には関心が高い。」

　また、無料配布の図録が好評だった。有料でもいいから展示している全資料を掲載した本

格的な図録や通信販売を望む声もあった。さらに展示のコーナー毎にもっと掘り下げた内容

を希望する方もいらっしゃった。多摩地域の鉄道をもっと深く知りたいと複数ご意見をいた

だいた。壁面の展示ケース内の絵図面は文字が見えにくいことのご意見もいただいた。今後

の展示方法改善の参考とさせていただきたい。

　関連講演会及び関連講演会動画公開でも、アンケートを実施し回答をいただいた。講演会

参加者のうち 90％の方から回答をいただいた。年齢は、20 代：３％、40 代：３％、50 代：

28％、60 代：38％、70 代以上：28％であった。企画展の観覧については、観覧済：66％、

今後観覧予定：31％、その他３％であった。講演会を知った情報源は、当館ホームページが

46％と約半数を占めた。講演会の評価は、大変良かった 76％、良かった 17％、無回答７％

であり、「大変良かった」「良かった」の合計が 93％と概ね好評であった。自由意見欄のご

意見ご感想も 41 件いただいた。講演会動画公開のアンケートもおおむね好評であった。

おわりに
　今回の展示では、展示資料リストを会期中に配布できなかったが、現在当館ホームページ

内「過去の展示・講演会等」にて公開している 1。併せて参照いただきたい。

　なお、当館所蔵資料については閲覧室で利用することができる。是非、これをきっかけに

当館所蔵資料を活用していただければ幸いである。

　また、展示開催にあたり、以下の機関等から資料提供等のご協力をいただいた。この場を

お借りして御礼申し上げたい。

協力機関・個人（敬称略、50 音順、関連講演会使用資料を含む）

川崎市市民ミュージアム

公益財団法人鍋島報效会

国土地理院

国立公文書館

国立国会図書館

佐賀県立佐賀城本丸歴史館

鉄道博物館

東京都江戸東京博物館

東京都教育委員会

東京都交通局

日本大学芸術学部

港区立郷土歴史館

横浜開港資料館

斉藤　進

白石　弘之

1� 東京の鉄道と地域～鉄道開業150年記念　展示資料一覧（PDF：981KB）　URL及び QRコード(令和５年３月現在)

� https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/01soumu/archives/0403tenji_R4tetudou_list.pdf

※本報告書の著作権は東京都にあります。「私的使用のための複製」や「引用」など著作権法上認められた場合を除き、
無断で複製・転用することはできません。
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【活動報告】
他自治体と連携した企画展示の取組と効果
～国分寺市教育委員会共催企画展示
　「史料に見る国分寺のあゆみ～江戸時代の村々～」を通して

東京都公文書館　史料編さん担当
瀧澤　明日香

はじめに
　近年、当館等を含め多くの文化施設が、新型コ

ロナウイルス感染症対策による休室やイベントの

延期等を余儀なくされてきた。しかし、令和４年

度に入り漸く落ち着きを取り戻し、当館でも、年

度当初から計画していた年２回の企画展示をつつ

がなく開催することができた。

　本稿では、このうち、秋に開催した国分寺市教

育委員会との共催企画展「史料に見る国分寺のあ

ゆみ～江戸時代の村々～」（以下「本企画展示」

という。）に焦点を当て、他自治体（国分寺市教

育委員会）と連携した本企画展示にて工夫した点

や取組を、アンケートの意見も参考にしながら紹

介し、本企画展示を通して得た普及活動の効果を

まとめてみたい。

１　展示概要
　これまで当館が他自治体等と連携展示をする際は、他自治体等の施設を展示会場として

いた。これは、新館移転まで当館に本格的な展示施設がなかったことによるが、本企画展

示で初めて館内で連携展示を開催することができた。以下、本企画展示の概要と取り組み

について紹介する。

（1）本企画展示の取組と効果
国分寺市の歴史遺産としては、古代の「史跡　武蔵国分寺跡」が最も有名であり、全

国的にも知られている観光資源である。このため、江戸時代をテーマとする本企画展示

がどれだけ興味を持たれるかはチャレンジだったといえる。

　本企画展示の展示資料が、国分寺市域の名主等から寄贈された古文書が中心で崩し字

で書かれたものが多いことから、全体的に難解で地味な印象の構成となり、一般的に受

け入れにくい内容となる可能性が高いことを考慮しなければならなかった。そこで、は

【画像１】ガラス掲示板に掲出したポスター
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じめて近世（江戸時代）の史料を見る方にも何が書かれているかわかるよう、解説する

パネル等はできるだけわかりやすく丁寧に表現する、キャラクターの導入、現代情報と

展示資料情報を重ね合わせて身近に感じられるような展示方法など、江戸時代の国分寺

を楽しめるよう工夫した。

　なお、本企画展示の主要ターゲットは、当然、国分寺市域及び周辺市域の方々として

いる。後述するが、結果としてアンケートの感想には、これまで注目されていなかった

江戸時代の沿革等が、現在の町の境界や町名等に活かされており、実は身近な事柄の歴

史であったことを知ることができたという意見が多く寄せられ、この取り組みは高評価

を得たといえる。また、本企画展示から得たのは、展示内容の評価だけでなかった。本

企画展示を観覧していただいた感想の中に「公文書館はなじみがなく入りづらい印象

だったけれど、こういう展示があれば入りやすい」等の声を得た。本企画展示を通して

地域の方々に当館を知っていただく機会を得ることができ、当館の普及活動の中におい

ても大きな貢献をしたと感じている。

（2）各コーナーの概要
　本企画展示は、令和４年（2022）10 月 21 日（金）から 12 月 20 日（火）まで企画展

示室内で開催し、以下の３コーナーを設けた。また、これらコーナー以外に常設展示室

内にて「武蔵国分寺跡の史跡指定をめぐって」というコーナー 1 を設けた。

１：国分寺市になった村々
　国分寺市域には、江戸時代に 10 の村が存在していたが、明治 22 年（1889）に合併し

て国分寺村が誕生し、現在の国分寺市域と

なった。本コーナーでは、国分寺市になる

までの 10 か村の特徴を紹介した。古文書

では、検地帳や村明細帳、村絵図等の原資

料を展示し、現在につながる江戸の村々の

様子を知ることができる内容となった。ま

た、このコーナーと関連して当館敷地の発

掘調査報告とともに、縄文時代から昭和

時代の国鉄中央鉄道学園 2 に至る考古資料

（遺物）をご覧いただいた。

２：水と生きる・水を活かす
　このコーナーでは、玉川上水と国分寺市域の関わりを紹介した。中世以来の古村であっ

た国分寺村や恋ヶ窪村が、明暦３年（1657）に玉川上水から水を確保する許可を、幕府

から得た。そして、享保期（1716 〜 1735）以降、玉川上水からの分水を利用した新田

開発が進み、市域にも新たな村落が生まれていったのである。結局国分寺10か村のうち、

９か村で玉川上水を引き込み、活用することになった。また、水車を使って製粉を中心

とした産業にも取り組んでいき、経済を支えるようになっていった。これらを記録した

文書を展示し、水の引き込み方法など具体的な仕組みを絵図や地図を用いて紹介すると

ともに、令和３年に発掘されたトンネル状の水路「胎
たいない

内堀
ぼり

」の調査概要を解説した。

３：在村文化と人々の交流
　江戸時代の国分寺は、江戸との経済的結びつきにより、人々の行き来も盛んであった

【画像２】当館敷地の発掘調査報告コーナー
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ことから、江戸文化の影響を受け、在村文化が花開いた。ここでは、国分寺を代表する

文化人である宝
ほうせつあん

雪庵可
か

尊
そん

（1799 ～ 1886）と本
ほ ん だ

多雖
すいけん

軒（1835 ～ 1916）の作品や活躍を紹

介した。

（3）各コーナーの工夫
　前記１コーナーでは、４ｍ×４ｍという規

模で制作した床面シートを製作した。令和４

年１月１日に空撮した国分寺市域に江戸時代

の村々を色分けした図を重ね、展示資料から

みる当時の様子と現在の様子をリアルかつ身

近に比較できるように演出した。多くの来観

者が、シートにしゃがみこんで自分の関心の

ある場所を見ている姿が見られた。アンケー

トの中に「床面の図面が史料の場所を示して

おり参考になった。」という声があったこと

からも、このコーナーの工夫が効果的だった

ことが分かった。大きく分かりやすい床面

シートは、今後も活用してきたい。

　前記２コーナーでは、玉川上水の引水の様

子を、絵図や地図を使って作成したパネルか

ら読み取れるよう、補正等を丁寧に加えなが

ら説明した。特にこのコーナーの内容につい

ては、来観者アンケートに「非常に興味深かっ

た」「もっと掘り下げてほしい」等の感想が

記され、並々ならぬ興味を持っている方が多

いことがわかった。なお、同年 11 月 12 日に

開催した国分寺市主催の白井哲哉氏講演 3「玉

川上水と国分寺市内の分水」の感想からも同

様の声があり、玉川上水に縁のある多摩地域

の方々にとって非常に興味深い内容であるこ

とが感じられた。

　本企画展示のポスター等で使用した“うず

らと女
おみなえし

郎花”の絵は、前記３コーナーの在

村文化人である宝雪庵可尊 4 の作品である。

地
ちいきけんしょうかつどう

域顕彰活動に取り組んだ可尊の足跡のひと

つに聖
しょうごいんどうこう

護院道興歌
か ひ

碑と芭蕉の句碑の建立があ

る。これらは現在も市内熊野神社に所在して

おり、今回、本コーナーの担当者は、句碑等

を撮影して記録文書に描かれた句碑等と比較

検討した。明治時代の記録と現在の姿が結び

つくことは、このコーナーの見どころの一つ

【画像３】床面シート

【画像４】ポスター（うずらと女郎花）

【画像５】３コーナーの展示風景
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といえよう。また、市域の方々になじみがある本多雖軒の文書等は、関心を持って観覧

している様子がうかがえた。

2　展示外における取組
　以前から当館の普及活動については、“イベント力　のなさ”5 が課題であった。よって、

新館に移転後、すぐにでも面白いイベントを企画したかったが、令和２年（2019）４月に

移転したと同時に新型コロナウイルス感染症対策により自

粛する事態となっていた。今年度に入り漸く開催の道が開

けたが、三密（密室、密集、密接）は避ける必要があった。

　開催するにあたり、三密対策の他、閲覧室に持ち込みを

禁止している飲料水や刃物、マジック等化学物質が含まれ

る筆記用具などを使わず、絵図等展示資料を見ながら楽し

めるものを考えることとした。なお、参加は無料である。

　そこで本企画展示では、年齢問わず参加でき展示資料を

よく観覧しないと解けない“謎解き”を企画した。謎は、

各コーナーから１問ずつ出題し、回答はすべて数字とし、

特設コーナーの最終問題に答えて数字を並べると、武蔵国

分寺跡が指定史跡になった“大正 11 年（1922）”となるよ

うにした。ちなみに、当館の知名度向上をねらい、正解し

てもしなくても記念品（当館と国分寺市教育委員会との連

携を表現したハガキや当館オリジナルグッズ）を差し上げ

た。

　最後に、アンケートから図録が大変好評だったので紹介

しておく。当館が新館に移転してから、特に力を入れてい

るのは図録である。本企画展示の図録は、ポスターのイメー

ジで全体構成し、内容やレイアウトだけでなく、絵図等の

色合い、読みやすさを考慮した文字の大きさやフォントの

使用、ルビの色を変えるなど工夫を凝らした。なお、当館

の展示図録は、無料で配布している。

3　連携事業としての取組と普及効果
　ここで、本企画展示の連携事業としての取組と、事業を通じて得た普及効果をまとめて

みたい。

(1) 連携事業としての取組
　今回展示室の展示ケース（エアタイトケース）内に、他自治体等の所蔵資料を展示す

るのは、本企画展示が初めてであった。当館が所蔵する国指定重要文化財である「東京

府・東京市行政文書」と共に他自治体所蔵資料を同時に展示するため、国分寺市所蔵資

料の状態についても念入りに状態確認を行った。幸いカビ等の付着はなく、市職員と協

力して塵埃等のクリーニング作業を実施した。

　パネルは、当館の大型印刷機を使用して制作することから、フォントの大きさや文字

【画像６】謎解きコーナー

【画像７】連携を表現した絵ハガキ
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数、ポスターのデザインにあわせたコーナーパネルのデザイン、各パネルのレイアウト

などは当館の案が主体となったが、市職員にも確認をお願いした。パネルの内容につい

ては、本企画展示の担当者（３名、うち１名市職員）の文章表現の統一など一体となっ

て取り組んでいる。また、会場装飾も連携している様子を伝えるため、市域の方々に愛

着のある武蔵国分寺跡資料館のキャラクター（明
あ す か

日華姫
ひめ

ちゃん）と当館キャラクター（う

さぎ、ねこ、たぬき）をイベントのパネルや装飾等に登場させ、親しみやすい空間づく

りをめざした。アンケートの中に「飾りが凄く綺麗。内容がとても見やすかった。」と

いう声をいただき、一連の取り組みについて高い評価を感じることができた。そのほか、

互いの会場内に本企画展示・市開催のイベント情報を掲出するなどの広報も行っている。

(2) 普及効果について
　今回連携して学んだことは、まず国分寺市（基礎自治体）の“広報力”である。東京

都の組織である当館の広報手段は、ポスター等を各地域の図書館・郷土資料館等へ配布

することや館内掲示がメインとなり、限定的であった。一方、国分寺市では公民館等で

開催する講演会やイベントで本企画展示のチラシを配布したり、市のコミュニティバス

にポスターを掲出するなど、地域に密着した様々なＰＲを展開し、効果を得ている。

　特に効果が見られたのは、市のイベントに参加したことであった。令和４年が“武蔵

国分寺跡史跡指定 100 周年”という記念の年であることから、国分寺市は講座・講演会

等多くのイベントを開催した。そのうち、“オリジナルトートバッグ（先着順）”がもら

えるスタンプラリーのイベントに、当館もスタンプ会場の１箇所として協力した。本企

画展示開催初日には、イベント参加のために約 100 名が来館された。イベント参加者の

多くは、スタンプをするだけでなく本企画展示の観覧や施設見学をしている姿がみられ、

当館としては、このイベントの参加を通して、普及活動として非常に大きな効果を得る

ことができたといえる。

　このほか、国分寺市の広報紙への告知と市長が出演したローカル番組の放映 6、公民

館での講演も効果を上げた。アンケート結果によれば、特に市が開催した公民館での関

連講座の効果は大きかった。もとまち公民館にて 10 月５日に開催した当館西木浩一に

よる講演 7 では、講演前に当館のＰＲ動画を上映し、当館所蔵資料を交えながら指定史

跡 100 周年の歩みを紹介した。同月 29 日、本多公民館にて開催した工藤航平氏による

講座 8 は、本多雖軒をテーマとしており、本企画展示にも触れていただいた。なお工藤

氏は、令和３年度まで当館の職員で、本企画展示の３コーナー「在村文化と人々の交流」

の骨格を築いている。先述の白井哲哉氏の講演に至っては、当館施設の概要だけでなく、

100 年以上にわたって江戸東京の歴史史料を編纂してきた当館の刊行史料集「東京市史

稿」についても紹介していただいた。これらの講演を通じて「講演会を見て興味を持っ

た」という声とともに、多くの方が本企画展示に足を運んでくださった。

　国分寺市は、武蔵国分寺跡という国指定史跡を擁しているため、どうしてもそこにス

ポットが当てられ、古代遺跡や考古資料に重点を置いている。そのため、近世・近代時

代の文書を展示する機会を設けることが難しかったという。当館にとって本企画展示は、

普及活動をしていく上で大きな効果を得たが、国分寺市の展示等普及活動においても、

今後地域資料である近世・近代の文書が取り上げられるなど効果があればと思う。
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おわりに
　本企画展示を通して特に印象的だったのは、市民の国分寺に対する強い愛着だった。観

光に力を入れている国分寺市の特徴かもしれないが、地域の歴史を紹介するボランティア

の方たちの熱意は特に高く、講演会等での熱心な質疑や、本企画展示を何度も観覧してく

ださる方がいた。特に江戸時代を取り上げた本企画展示は関心度が高いだけでなく、作成

配布した図録についても地域の歴史を知るための参考資料として評価していただけた。そ

の好例として、市民の要望により市の各図書館に本企画展示の図録を配架していただくこ

ととなった。市域の文化や歴史に対する市民の旺盛な知識欲に感服した出来事であった。

　一方、「ガラスの向こうの地図や図が、視力がよくない者には見えなかった。」という声

があった。文字の大きさ等キャプションは玉川庁舎時代からも課題だったが、そのときは

ガラス越しというシチュエーションではなかったため奥行までは考慮していなかった。見

え方について改めて考える必要性があることを、これらアンケートの声から改めて感じ、

これまで以上に検討していきたい。イベントでは、「謎解きは楽しみながら学べるので、

引き続きやって欲しい。」という評価をいただいたが、今後は障害を持った方も参加でき

るイベントも検討していきたい。

　当館は、これまで 23 区を中心に連携事業を開催してきたが、今回初めて多摩地域の基

礎自治体と連携事業を行うことができた。これは、当館が移転後に強化したかった事業の

一つである。本企画展示は、新館移転前から数年かけて国分寺市と調整を行ってきた。担

当職員の異動もあったが無事に開催でき、また非常に好評だったことは大きな成果である。

今回の連携事業を通し、他自治体等と都、互いが持つ潜在能力を引き出し、効果的に発揮

させることによってより魅力ある展示を実現できることがわかった。これからの普及活動

を進める上で、良い参考事例となろう。

　一般的に普通に生活していく中で、“市役所”を訪れる機会に比べ�“都庁”を訪れる機

会はそう多くはないだろう。東京都の行政は、水道局や交通局など身近に感じるサービス

もあるが、サービスを受けていても東京都の行政と認識しづらく身近に感じられない内容

もあるのだろう。今回のアンケートで約 50% が「東京都公文書館を知っていても利用した

ことがない」という回答だったことをみると、一般的にあまり利用しない公文書等の閲覧

等をサービスとしている当館も、同様に縁遠く感じているのではないかと思う。アンケー

トには「こんな立派な施設なのに認知度が低くてもったいない。」「敷居の高いイメージが

あり、用事がなければ入れないものと思っていた。」等という声も寄せられた。特に”もっ

たいない”という声は、玉川庁舎時代から展示アンケートの中に必ずあった。この声に対

するひとつの考えだが、展示を観覧して当館の魅力が伝わったことにより、この魅力が広

く知られていないことが残念と感じたので、アンケートに記したのではないだろうか。当

館では、こうしたご意見を参考にしながら、より効果的な展示等普及事業に取り組んでい

きたい。そのためにも、他自治体等と連携した普及活動は、とても重要な活動といえ、こ

れからも積極的に取り組んでいきたい。

　最後に、アンケートの中に興味深い内容があったことを紹介したい。「多摩地域が元は

神奈川だったことに驚いた。」「今後も東京都の歴史について、いろいろな展示を希望」と

いった本企画展示の展示内容に関する感想だけでないご意見があったことである。また、

「公文書の範囲は、どの範囲の文書になるのか。この館の存在そのものを知らなかった。
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どのような役割をしているのか、大切な仕事をしていることが、よくわかった。」「「公文書」

とは、よく判る展示があるとよい。」といった声もあった。これらは、常設展示や当館広

報動画を見て寄せられた意見であろう。正に本企画展示が、当館のアーカイブに対する興

味につながったわけである。

　本企画展示に当たり、多大なるご協力をいただいた国分寺市教育委員会を始め、講演を

していただいた白井哲哉先生、工藤航平先生、ご来場いただきました多くの方々に感謝を

申し上げると共に、厚く御礼申し上げます。

1� 本コーナーでは、令和４年（2022）は武蔵国分寺跡が国の史跡に指定されてから 100 年目の節目にあたり、それを記念

した展示である。江戸時代から史跡指定に至る間の武蔵国分寺跡の様子を概観した上で、史跡指定が実現した歴史的背

景を探り、更に、実際に指定される前後でどのような動きがあったのかを、当館所蔵資料だけでなく、東京都教育委員

会の公文書も用いて紹介した。なお、本報告書西木浩一「武蔵国分寺跡の史跡指定をめぐって」に本コーナーの概要及

び論考が報告されている。

2� 都立武蔵国分寺公園、都立多摩図書館及び当館等が位置する場所は、かつて国鉄中央鉄道学園があった。ここは、国鉄

が昭和 62 年（1987）に民営化される際、国鉄清算事業団用地（約 23ha）として東京都等に売却され、開発された場所

である。

3�「玉川上水と国分寺市内の分水」講師白井哲哉氏（令和４年 11 月 12 日　国分寺市教育委員会主催の武蔵国分寺跡史跡指

定 100 周年歴史講座　於：本多公民館）

4� 可尊俳画・可尊自画賛俳画（国分寺市教育委員会所蔵）。なお、後方の絵図は、当館所蔵の「武蔵名勝図絵　第三第四」（第

三、多摩郡府中領　第四、多摩郡府中領世田谷領）（請求番号：CI-228) を重ねている。

5� 瀧澤明日香「東京都公文書館の普及啓発（展示）事業について～企画展示「庁舎の歴史」を通してみた展示の在り方」

東京都公文書館調査研究年報＜ web 版＞第８号　令和４年３月

6�「長っと散歩（府中・小金井・国分寺・調布）」にて本企画展示の紹介を 2022 年 11 月 16 日から約半月放映された。なお「長っ

と散歩（府中・小金井・国分寺・調布）」は、J:COM チャンネルが配信している府中市・小金井市・国分寺市・調布市の

市長が自ら MC となって我が町を紹介する番組である。

7�「武蔵国分寺跡の史蹟指定とその背景」講師西木浩一（令和４年 10 月５日　もとまち公民館連続歴史講座第５回　於：

もとまち公民館）

8�「本多雖軒と国分寺の地域医療」講師工藤航平氏（令和４年 10 月 29 日　国分寺市教育委員会主催の武蔵国分寺跡史跡指

定 100 周年歴史講座　於：本多公民館）

※本報告書の著作権は東京都にあります。「私的使用のための複製」や「引用」など著作権法上認められた場合を除き、
　無断で複製・転用することはできません。
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